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ゲンキくん 

小学校６年生。佐呂間町全体の健康状

態や行動計画の内容について博士と一

緒にナビゲートします。 

博士 

佐呂間町の健康づくりにくわしい保健

学博士。佐呂間町の健康づくりをわかり

やすく解説します。 
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第第第第
だい

1111 章章章章
しょう

    佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町健康健康健康健康
けんこう

づくりづくりづくりづくり行動行動行動行動
こうどう

計画計画計画計画
けいかく

のののの基本基本基本基本
き ほ ん

理念理念理念理念
り ね ん

とととと概要概要概要概要
がいよう

    

    

☆☆☆☆第第第第
だい

1111話話話話
わ

☆☆☆☆    第第第第
だい

2222次次次次
じ

健康健康健康健康
けんこう

づくりづくりづくりづくり行動行動行動行動
こうどう

計画計画計画計画
けいかく

ががががスタートスタートスタートスタートしましたしましたしましたしました。。。。    

    

「「「「健康健康健康健康
けんこう

づくりづくりづくりづくり行動行動行動行動
こうどう

計画計画計画計画
けいかく

についてについてについてについて理解理解理解理解
りかい

をををを深深深深
ふか

めようめようめようめよう」 

 

ゲンキ 

ねぇ博士
は か せ

、ぼくが住
す

んでいる佐呂間町には健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

っていうのが

あるという話
はなし

を役場
や く ば

の人から聞
͖

いたことがあるんだけど、本当
ほんとう

？ 

 

博士 

ゲンキくん、それは本当
ほんとう

ですよ。計画計画計画計画
けいかく

のののの名前名前名前名前
な ま え

はははは「「「「森森森森
もり

とととと 湖湖湖湖
みずうみ

とととと大地大地大地大地
だ い ち

がががが育育育育
そだ

てるてるてるてる、、、、すすすす

こやかこやかこやかこやか・・・・げんきげんきげんきげんき・・・・いきいきいきいきいきいきいきいきサロマサロマサロマサロマ２１２１２１２１第第第第
だい

2222次次次次
じ

佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町健康健康健康健康
けんこう

づくりづくりづくりづくり行動行動行動行動
こうどう

計画計画計画計画
けいかく

」」」」です。 

 

ゲンキ 

ふ～ん。なんだか長
なが

ったらしくておかしな名前
な ま え

だね。 

 

博士 

そうですね（笑）。でも意味
い み

はあるのですよ。例
たと

えば、ゲンキくんもよく知
し

って

いるサロマ湖
こ

ではいろいろな種類
しゅるい

の魚
さかな

や貝
かい

が育
そだ

っていますよね。サロマ湖
こ

に

は、生物
せいぶつ

たちが生活
せいかつ

するために必要
ひつよう

である豊富
ほ う ふ

な栄養分
えいようぶん

ときれいな環境
かんきょう

があ

り、これは森林
しんりん

や大地
だ い ち

などの資源
し げ ん

によって得
え

られています。この計画
けいかく

のイメー

ジは、森林
しんりん

や 湖
みずうみ

や大地
だ い ち

がそこに住
す

む生物
せいぶつ

たちを育
そだ

てるのと同
おな

じように、佐呂

間町に住
す

んでいる人
ひと

の健康
けんこう

が育
はぐく

まれるような町
まち

であってほしいという願
ねが

いが

込
こ

められているのです。 

 

ゲンキ 

そうだったのか。計画
けいかく

っていうと、なんとなくかたくるしい感
かん

じがしたんだけど、

こういう話
はなし

を聞
き

くと、すこし和
やわ

らいだ感
かん

じがするよ。ところで博士
は か せ

、佐呂間町で
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作
つく

った健康
けんこう

づくりの計画
けいかく

にはどんなことが書
か

かれているの？ 

 

博士 

簡単
かんたん

に説明
せつめい

するのはとても難
むず

かしいですね。説明
せつめい

をする前
まえ

に、ゲンキくんに

質問
しつもん

したいのですが、佐呂間町に住
す

むすべての人
ひと

が健
すこ

やかに、元気
げ ん き

に、いき

いきと暮
く

らせる町
まち

とは、どのようなことだと思
おも

いますか？ 

 

ゲンキ 

考
かんが

えたこともないよ。自分
じ ぶ ん

の健康
けんこう

のことしか考
かんが

えたことがないし…。 

 

博士 

自分
じ ぶ ん

の健康
けんこう

のことを 考
かんが

えることだけでもすばらしいことだと思
おも

いますよ。そ

もそも健康
けんこう

な体
からだ

を作
つく

ったり健康
けんこう

な体
からだ

を維持
い じ

したりするのは本人
ほんにん

にしかできな

いことですから、そこが一番
いちばん

大切
たいせつ

なことだと思
おも

います。ゲンキくんは、自分
じ ぶ ん

の

健康
けんこう

のために気
き

をつけていることはありますか？ 

 

ゲンキ 

僕
ぼく

は、好
す

き嫌
きら

いをしないでお母
かあ

さんが作
つく

った食事
し ょ く じ

を残
のこ

さないこと。お母
かあ

さん

が、好
す

き嫌
きら

いをしていたら丈夫
じょうぶ

なからだを作
つく

ることができないと言
い

うからさ。 

 

博士 

そうですね（笑）。お母
かあ

さんの言
い

うとおりだと思
おも

います。きっとお母
かあ

さんはゲン

キくんが丈夫
じょうぶ

なからだに育
そだ

つようにいろいろな食
た

べ物
もの

を使
つか

って美味
お い

しい料理
りょうり

を

作
つく

っているのでしょうね。それでは、もしもお母
かあ

さんが食事
し ょ く じ

を作
つく

ってくれなかっ

たら？ 

 

ゲンキ 

困
こま

るよ！ふらふらになってからだに力
ちから

が入
はい

らないよ。病気
びょうき

になってしまうか

もしれないし。 

 

博士 

例
たと

えばゲンキくんが丈夫
じょうぶ

なからだを作
つく

るために好
す

き嫌
きら

いをしないで食事
し ょ く じ

をと

ろうと思
おも

っていても、肝心
かんじん

の食事
し ょ く じ

を作
つく

ってくれる人
ひと

がいなければ丈夫
じょうぶ

なからだ
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を作
つく

ることはできません。そして、好
す

き嫌
きら

いをしてはいけない理由
り ゆ う

をお母
かあ

さんか

ら教
おし

えてもらったから、ゲンキくんは残
のこ

さないで食事
し ょ く じ

をとるように気
き

をつけてい

るのではないのですか。 

 

ゲンキ 

うん。僕
ぼく

一人
ひ と り

じゃお母
かあ

さんが作
つく

るような料理
りょうり

を作
つく

れないし、作
つく

ったとしても

家族
か ぞ く

の健康
けんこう

のことまで 考
かんが

えた料理
りょうり

は作
つく

れないよ。それに、口
く ち

うるさいけどやっ

ぱりお母
かあ

さんの言
い

っていることは正
ただ

しいと思
おも

うし…。 

 

博士 

そうですよね。自分
じ ぶ ん

では健康
けんこう

づくりをしたいと思
おも

っていても健康
けんこう

づくりの方法
ほうほう

がわからなかったり、健康
けんこう

のために何
なに

か始
はじ

めたとしても続
つづ

かなかったりする人
ひと

がいたとします。もしそういう人
ひと

がいたら、上手
じょうず

にできるようにまわりにいる誰
だれ

かが健康
けんこう

づくりの方法
ほうほう

を教
おし

えてくれたり困
こま

っていることがあったら相談
そうだん

にのって

もらえたり、励
はげ

ましてくれる人
ひと

が近
ちか

くにいたらどうでしょうか？例
たと

えば、ゲンキく

んのお母
かあ

さんのようにゲンキくんのために健康
けんこう

を 考
かんが

えて料理
りょうり

を作
つく

ってくれたり、

食事
し ょ く じ

を残
のこ

してはいけない理由
り ゆ う

を教
おし

えてくれたりするような人
ひと

がいたら…。 

 

ゲンキ 

うん！その人
ひと

も健康
けんこう

のために何
なに

かを始
はじ

め、続
つづ

けることができるかもね！ 

 

博士 

森林
しんりん

、大地
だ い ち

、サロマ湖
こ

のきれいな環境
かんきょう

や豊富
ほ う ふ

な栄養
えいよう

資源
し げ ん

がそこに住
す

む生物
せいぶつ

たちを育
そだ

てているという話
はなし

を最初
さいしょ

にしましたが、このようなすばらしい資源
し げ ん

を

長
なが

らく守
まも

るには、山
やま

からきれいな水
みず

が湧
わ

き出
で

てくるよう、山
やま

に木
き

を植
う

えること、

サロマ湖
こ

のまわりのゴミ拾
ひろ

い、家庭
か て い

や工場
こうじょう

からでた排水
はいすい

を川
かわ

に流
なが

さないように

下水道
げ す い ど う

を作
つく

るなど、資源
し げ ん

を守
まも

るためのいろいろな取
と

り組
く

みが継続
けいぞく

しておこなわ

れていますよね。このような取
と

り組
く

みには、たくさんの人
ひと

たちがいろいろな立場
た ち ば

でかかわっているのですが、同
おな

じように佐呂間町に住
す

んでいる人
ひと

の健康
けんこう

を守
まも

る

ためにいろいろな人
ひと

が、一人
ひ と り

ひとりの健康
けんこう

づくりを応援
おうえん

したり、支
ささ

えたりできる

ような佐呂間町であってほしいと思
おも

いませんか？ 
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ゲンキ 

うん、お母
かあ

さんが口
く ち

うるさく僕
ぼく

に野菜
や さ い

を食
た

べなさいっていうのは、僕
ぼく

のからだ

が丈夫
じょうぶ

になってほしいと思
おも

うから。僕
ぼく

が健康
けんこう

になるために応援
おうえん

してくれている

んだよね。僕
ぼく

が家族
か ぞ く

に応援
おうえん

されているように、僕
ぼく

も佐呂間町に住
す

む人
ひと

の健康
けんこう

づくりのために何
なに

かお手伝
て つ だ

いできることはあるのかな？ 

 

博士 

ゲンキくん、もちろんありますよ！そうなのです。佐呂間町の健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

の中
なか

にはゲンキくんがどんなお手伝
て つ だ

いをできるとよいかが書
か

かれているの

ですよ。 

 

 

ゲンキ 

えっ！それじゃ、計画
けいかく

を読
よ

んだら僕
ぼく

にもすぐできるのかな？ 

 

博士 

そうですね。すぐにできることも書
か

かれていますが、ゲンキくんひとりだけで

はなく、みんなで協力
きょうりょく

しなければならないことも書
か

かれています。例
たと

えば、ゲ

ンキくんや佐呂間町に住
す

む一人
ひ と り

ひとりが自分
じ ぶ ん

で 考
かんが

えて行
おこな

う健康
けんこう

づくり、ゲン

キくんの住
す

んでいる町内会
ちょうないかい

や自治会
じ ち か い

の集
あつ

まりで 考
かんが

える健康
けんこう

づくり、地域
ち い き

のお

年寄
と し よ

りの集
あつ

まりや青年
せいねん

・女性
じょせい

の人
ひと

たちの集
あつ

まりで 考
かんが

える健康
けんこう

づくり、役場
や く ば

の人
ひと

たちがおこなう健康づくりの仕事
し ご と

、病院
びょういん

で働く
はたら

人
ひと

が病気
びょうき

の人
ひと

に対
たい

しておこなう

健康
けんこう

づくり、福祉
ふ く し

の仕事
し ご と

をしている人
ひと

たちがお年寄
と し よ

りや障
しょう

がいをもっている人
ひと

におこなう健康
けんこう

づくり、保育所
ほ い く し ょ

や子育
こ そ だ

てを応援
おうえん

する仕事
し ご と

をする人
ひと

たちが子
こ

ども

や子育
こ そ だ

てしている親
おや

におこなう健康
けんこう

づくり、佐呂間町でボランティア活動
かつどう

をして

いる人
ひと

たちがおこなう健康
けんこう

づくり、会社
かいしゃ

がそこで働
はたら

いている人
ひと

におこなう健康
けんこう

づくりなど、みんなで一緒
いっしょ

に協力
きょうりょく

しておこなう健康
けんこう

づくりについて書
か

かれてい

るのです。฀
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―解説
かいせつ

―฀

佐呂間町では平成
へいせい

１５年度
ね ん ど

に「 湖
みずうみ

が育
そだ

てるサロマ人
じん

の２１世紀
せ い き

健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

ʠすげい町
まち

サロマ 21」を策定
さくてい

し、平成
へいせい

１６年
ねん

４月
がつ

からスタートしています。 

がん、虚血性心
きょけつせいしん

疾患
しっかん

、脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

、糖 尿 病
とうにょうびょう

の生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

が増
ふ

え、これら生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

にかかる医療費
いりょうひ

は増加
ぞ う か

の一途
い っ と

をたどり、町
まち

の財政
ざいせい

をも圧迫
あっぱく

しています。この

ような理由
り ゆ う

から、佐呂間町では国
くに

が制定
せいてい

した健康
けんこう

増進法
ぞうしんほう

に基
もと

づき、佐呂間町独自
ど く じ

の

健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

を策定
さくてい

したのです。 

さらに、策定
さくてい

からこれまでに変化
へ ん か

している 情 勢
じょうせい

を考慮
こうりょ

し健康
けんこう

課題
か だ い

の見直
み な お

しをおこな

った 新
あたら

しい健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

が平成
へいせい

25年度
ね ん ど

からスタートしました。 
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「「「「第第第第
だい

2222次次次次
じ

健康健康健康健康
けんこう

づくりづくりづくりづくり行動行動行動行動
こうどう

計画計画計画計画
けいかく

ががががスタートスタートスタートスタートしましたしましたしましたしました。。。。さてさてさてさて、、、、これからどうするこれからどうするこれからどうするこれからどうするのののの？」？」？」？」    

    

    

 

ゲンキ 

この計画
けいかく

がどういうものか何
なん

となくわかってきたんだけど、計画
けいかく

に書
か

かれて

いる内容
ないよう

を１０年間
ねんかん

ずっと続
つづ

けていくの？ 

 

博士 

ゲンキくん、良
よ

いところに気
き

がつきましたね。計画
けいかく

が始
はじ

まってから半分
はんぶん

が経過
け い か

した頃
ころ

に、計画
けいかく

の内容
ないよう

を見直
み な お

しするのです。 

 

 

ゲンキ 

見直
み な お

し？それは、どういうことなの？ 

 

博士 

計画
けいかく

した取
と

り組
く

みがどのようにおこなわれてきたかを振
ふ

り返
かえ

り、「もっとこうし

た方
ほう

が良
よ

いのではないか」、「良
よ

い取
と

り組
く

みなのでこのまま続
つづ

けていこう」など、

検討
けんとう

することです。 

 

ゲンキ 

そうなのか。勉強
べんきょう

方法
ほうほう

の見直
み な お

しと同
おな

じだね！ 

 

 

博士 

そうですね。それと、もうひとつゲンキくんに説明
せつめい

しておきたいことがあるの

です。 

 

 

ゲンキ 

もうひとつ？それは何
なに

？ 
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博士 

ゲンキくんは、健康
けんこう

にはいろいろな意味
い み

が含
ふく

まれていることを知
し

っています

か？ 

 

 

ゲンキ 

意味
い み

？ん～、風邪
か ぜ

をひかないとか、ケガをしないとか…わからないよ！ 

 

博士 

そうですよね。とても 難
むずか

しいのですが、ゲンキくんにとっての健康
けんこう

とは、元気
げ ん き

な身体
か ら だ

をイメージしているのだと思
おも

います。実
じつ

は、身体
か ら だ

以外
い が い

にも元気
げ ん き

であって

ほしい場所
ば し ょ

があるのですよ。 

 

 

ゲンキ 

身体
か ら だ

以外
い が い

に元気
げ ん き

になってほしいところ？何だろう？ 

 

博士 

それはね、心
こころ

です。ゲンキくんは、今
いま

までに何
なに

か不安
ふ あ ん

なことがあったり、悩
なや

ん

だりしたことはありませんか？ 

 

 

ゲンキ 

   うん、そういうことはある。勉強
べんきょう

がわからなくて不安
ふ あ ん

になったり、クラブ活動
かつどう

で失敗
しっぱい

して落
お

ち込
こ

んだり・・・。 

 

博士 

   そういう時
とき

は気持
き も

ちが落
お

ち込
こ

んでいるのです。落
お

ち込
こ

んだままでは心
こころ

の

元気
げ ん き

がだんだんと少
すく

なくなります。少
すく

なくなると身体
か ら だ

も元気
げ ん き

ではなくなります。

心
こころ

の元気
げ ん き

が少
すく

なくなる原因
げんいん

はいろいろあって、例
たと

えば、子
こ

育
そだ

てをしているお母
かあ

さんやお父
とう

さんの中
なか

には子育
こ そ だ

ての問題
もんだい

で悩
なや

んでいる人
ひと

もいるかもしれません。

自分
じ ぶ ん

でも理由
り ゆ う

はわからないけど気持
き も

ちが落
お

ち込
こ

んでしまったり、やる気
き

がでな

くなってしまったりする人
ひと

もいるかもしれません。身体
か ら だ

だけではなく心
こころ

に元気
げ ん き

を
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吹
ふ

き込
こ

むことも健康
けんこう

づくりなのです。 

 

ゲンキ 

   そうか…。何
なん

となく意味
い み

がわかってきた。僕
ぼく

のお父
とう

さんは最近
さいきん

お腹
なか

がポッコリ

と出
で

てきていて、（※注）メタボが心配
しんぱい

だからとお母
かあ

さんにお酒
さけ

のことを注意
ちゅうい

さ

れていた。これはお父
とう

さんの身体
か ら だ

を気
き

にかけているからだ。お母
かあ

さんは僕
ぼく

の

弟
おとうと

がいつも友達
ともだち

とケンカばかりして困
こま

っているみたいで、お父
とう

さんに相談
そうだん

し

ていた。もしかすると 弟
おとうと

のことで不安
ふ あ ん

に思
おも

っていて気持
き も

ちが落
お

ち込
こ

んでいる

のかな？฀

฀

※注 メタボ＝メタボリックシンドローム 

    内臓
ないぞう

脂肪
しぼう

の蓄積
ちくせき

があり、血 液 中
けつえきちゅう

の脂質
ししつ

や血糖
けっとう

の検査値
け ん さ ち

や血圧
けつあつ

の異常
いじょう

を複数
ふくすう

持
も

っている 状 態
じょうたい

のことです。この状 態
じょうたい

を放置
ほうち

しておくと脳
のう

や心臓
しんぞう

などの大
おお

きな病気
びょうき

にかかる率
りつ

が高
たか

くなります。 

 

博士 

佐呂間町には、ゲンキくんのお父
とう

さんのようにメタボかどうかを調
しら

べるため

の健康
けんこう

診査
し ん さ

計画
けいかく

、ゲンキくんのお母
かあ

さんが子育
こ そ だ

てしやすい町
まち

づくりをめざした

計画
けいかく

、高齢者
こうれいしゃ

の介護
か い ご

のことや福祉
ふ く し

のことを 考
かんが

えた計画
けいかく

、障
しょう

がいを持
も

っている

方
かた

が生活
せいかつ

しやすい町
まち

をめざした計画
けいかく

などがあり、それらはすべて健康
けんこう

づくりと

関係
かんけい

しています。ひとくちに健康
けんこう

といっても、年齢
ねんれい

や生活
せいかつ

の仕方
し か た

によって、その

人
ひと

にとっての健康
けんこう

の意味
い み

は変
か

わってきます。健康
けんこう

づくりは、そういったいろいろ

な健康
けんこう

の意味
い み

をつなげて考
かんが

えることがとても大切
たいせつ

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

฀

 



 11

―解説
かいせつ

― 

佐呂間町が計画
けいかく

を策定
さくてい

した後
あと

の５年間
ねんかん

で国
くに

の施策
せ さ く

は大
おお

きな転換期
てんかんき

を迎
むか

えました。介護
か い ご

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

が平成
へいせい

１７年
ねん

６月
がつ

に改正
かいせい

され、平成
へいせい

１８年
ねん

４月
がつ

からは介護
か い ご

状 態
じょうたい

にならないた

めの予防
よ ぼ う

を重視
じゅうし

した給付
きゅうふ

の仕組
し く

みを 導 入
どうにゅう

しました。平成
へいせい

１７年
ねん

７月
がつ

には、子
こ

どもたち

の豊
ゆた

かな人間性
にんげんせい

を 育
はぐく

み、生
い

きる 力
ちから

を身
み

につけていくための知育
ち い く

、徳育
とくいく

及び体育
たいいく

と同
おな

じ

位置
い ち

づけとしての 食 育
しょくいく

を盛
も

り込
こ

んだ食 育
しょくいく

基本法
きほんほう

が始
はじ

まりました。さらに、子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

体制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

、少子化
しょうしか

対策
たいさく

、児童
じ ど う

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

対策
たいさく

など子育
こ そ だ

てのしやすい環 境
かんきょう

整備
せ い び

をめ

ざした次世代
じ せ だ い

育成
いくせい

支援
し え ん

対策
たいさく

を打
う

ち出
だ

しました。そして、平成
へいせい

２０年
ねん

４月
がつ

には「高齢者
こうれいしゃ

の

医療
いりょう

の確保
か く ほ

に関
かん

する法律
ほうりつ

」に基
もと

づき、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

等
など

による医療費
い り ょ う ひ

増大
ぞうだい

の抑制
よくせい

を目的
もくてき

に

健診
けんしん

の受診率
じゅしんりつ

を 向 上
こうじょう

させ、保健
ほ け ん

指導
し ど う

をこれまでよりも効果的
こうかてき

におこなうために、各
かく

保険者
ほけんじゃ

（加入
かにゅう

している健康
けんこう

保険
ほ け ん

、共 済
きょうさい

保険
ほ け ん

など）が健診
けんしん

・保健
ほ け ん

指導
し ど う

をおこなうよう義務
ぎ む

づけました。佐呂間町ではこのような変革
へんかく

の時期
じ き

と合
あ

わせて、佐呂間町で策定
さくてい

されて

いる（˞注）各種
かくしゅ

計画
けいかく

と健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

とを調和
ちょうわ

させた様々
さまざま

な取
と

り組
く

みを展開
てんかい

し

てきました。 

佐呂間町健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

の中 間
ちゅうかん

評価
ひょうか

ではこれまでの取
と

り組
く

みを振
ふ

り返
かえ

り、佐呂

間町の健康度
け ん こ う ど

を 上 昇
じょうしょう

させるため、さらに今後
こ ん ご

５年間
ねんかん

で 重 点
じゅうてん

として取
と

り組
く

むべき課題
か だ い

や 目 標
もくひょう

を見直
み な お

しました。 

 

 

※注 各種
かくしゅ

計画
けいかく

 

・ 第
だい

４期
き

佐呂間町総合
そうごう

計画
けいかく

（平成
へいせい

２3年度
ね ん ど

～）「佐呂間町」 

・ 健康
けんこう

日本
に ほ ん

21（平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

～）「国
くに

」 

・ すこやか北海道
ほっかいどう

21（平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

～）「北海道
ほっかいどう

」 

・ 遠紋
えんもん

圏域
けんいき

健康
けんこう

づくり行動
こうどう

指針
ししん

（平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

～）「紋別
もんべつ

保健所
ほ け ん じ ょ

」 

・ 第
だい

2期
き

佐呂間町特定
とくてい

健康
けんこう

診査
しんさ

等
とう

実施
じっし

計画
けいかく

（平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

～）「佐呂間町」 

・ 第
だい

５期
き

佐呂間町高齢者
こうれいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計画
けいかく

・介護
かいご

保険
ほけん

事業
じぎょう

計画
けいかく

（平成
へいせい

2４年度
ね ん ど

～） 

                                  「佐呂間町」 

・ 佐呂間町次世代
じ せ だ い

育成
いくせい

支援
しえん

行動
こうどう

計画
けいかく

（平成
へいせい

17年度
ね ん ど

～）「佐呂間町」 

・ 佐呂間町第
だい

３期
き

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

・障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

（平成
へいせい

2４年度
ね ん ど

～）「佐呂間町」 

฀

฀

฀
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☆☆☆☆第第第第
だい

２２２２話話話話
わ

☆☆☆☆    佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町のののの元気度元気度元気度元気度
げ ん き ど

をををを知知知知
し

りたいなりたいなりたいなりたいな…………    

「「「「佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町にににに住住住住
す

んでいるんでいるんでいるんでいる人人人人
ひと

をををを見見見見
み

てみようてみようてみようてみよう」」」」    

 

ゲンキ 

ところで博士
は か せ

、佐呂間町は元気
げ ん き

な人
ひと

が多
おお

いの？それとも少
すく

ないの？ 

 

博士 

そうですね。元気
げ ん き

な人
ひと

が多
おお

いか少
すく

ないかを見
み

るためにはいろいろなものが

あります。それでは、まず佐呂間町の「（※注）平均
へいきん

寿命
じゅみょう

がどうなってきている

のか」を見
み

てみましょうか。（図
ず

1）฀

※注 平均
へいきん

寿 命
じゅみょう

 

   基準
きじゅん

となる年
とし

の死亡
し ぼ う

状 況
じょうきょう

が今後
こ ん ご

変化
へ ん か

しないと仮定
かてい

したときに、各年齢
かくねんれい

の者
もの

が

平均的
へいきんてき

にみて今後
こ ん ご

何年
なんねん

生
い

きられるかという期待値
き た い ち

をあらわしたものを平均余命（へい

きんよみょう）といいます。特
とく

に、0歳
さい

の平均
へいきん

余命
よみょう

を平均
へいきん

寿 命
じゅみょう

といいます。 

図 1 平均
へいきん

寿 命
じゅみょう

の推移
すいい

 

 

 

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀
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ゲンキ 

平均
へいきん

寿命
じゅみょう

がどんどん延
の

びているということは良
よ

いことだよね。佐呂間町も

昔
むかし

と比
くら

べると延
の

びているよね。 

 

博士 

もちろん寿命
じゅみょう

が延
の

びていることは良
よ

いことだと思
おも

います。でも、長
なが

生
い

きして

いる人
ひと

が全員
ぜんいん

、ゲンキくんのように健康
けんこう

で元気
げ ん き

に生活
せいかつ

しているかどうかは、こ

れだけではわかりません。 

 

 

ゲンキ 

ん～、どういうこと？ 

 

博士 

長生
な が い

きする人
ひと

が増
ふ

えたので、佐呂間町の高齢者
こうれいしゃ

の人数
にんずう

も年々
ねんねん

増
ふ

えてきてい

ます。みなさんが全員
ぜんいん

元気
げ ん き

で過
す

ごされているかというと、実
じつ

はそうではないの

です。佐呂間町の高齢者
こうれいしゃ

「介護
か い ご

の様子
よ う す

」を見
み

てみましょう。（表
ひょう

1） 

表 1 佐呂間町の要支援
ようしえん

、要介護
ようかいご

 認 定 者
にんていしゃ

の推移
すいい

 

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

※参照
さんしょう

：第 5 期
だ い  き

高齢者
こ うれいし ゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じ ぎ ょ う

計画
けいかく

 

注１ 認定者数
にんていしゃすう

は、平成
へいせい

18年度
ね ん ど

が経過的
け い か て き

要介護
よ う か い ご

と要介護
よ う か い ご

の合計
ごうけい

。平成
へいせい

19年度
ね ん ど

以降
い こ う

は

要支援
よ う し え ん

と要介護
よ う か い ご

の合計
ごうけい

。 

注２ 第
だい

１号被
ご う ひ

保険
ほ け ん

者
しゃ

とは 65歳
さい

以上
いじょう

のこと。 

  
総人口
そ う じ ん こ う

 65歳
さい

以上
い じ ょ う

人口
じ ん こ う

 高齢者率
こ う れ いしゃ りつ

 認定者数
にんていしゃすう

（注１ 
第
だい

１号被
ご う ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

に 

占
し

める割合
わりあい

（注２ 

H１８年度 6,246 1,899 30.4 338 17.8 

H１９年度 6,224 1,925 30.9 363 18.9 

H２０年度 6,114 1,919 31.4 370 19.3 

H２１年度 6,029 1,929 32.0 364 18.9 

H２２年度 5,914 1,940 32.8 385 19.8 

H２３年度 5,831 1,932 33.1 395 20.5 
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ゲンキ 

介護
か い ご

などの手助
て だ す

けが必要
ひつよう

な人
ひと

はこんなにたくさんいたの？ 

 

博士 

そうなのです。長生
な が い

きしていても、病気
びょうき

によって不自由
ふ じ ゆ う

な生活
せいかつ

をされている

高齢者
こうれいしゃ

も同
おな

じように佐呂間町では増
ふ

えてきているのですね。 

 

ゲンキ 

どうして、介護
か い ご

などの手助
て だ す

けが必要
ひつよう

な人
ひと

が増
ふ

えてきているのかな？ 

 

博士 

良
よ

いところに気
き

がつきましたね。佐呂間町の「介護
か い ご

を受
う

けている人
ひと

がどのよう

な病気
びょうき

にかかっていたか」を見
み

てみましょう。何
なに

が多
おお

いですか？（図
ず

2） 

 

図２ 佐呂間町日常
にちじょう

生活圏域
せいかつけんいき

ニーズ調査
ち ょ う さ

（平成
へいせい

22年度
ね ん ど

） 

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

介護介護介護介護 のののの 要因要因要因要因 についてについてについてについて （（（（介護認定者介護認定者介護認定者介護認定者 179179179179名名名名 ））））

関節の病気
12%

認知症
10%

糖尿病
9%

骨折転倒
9%

視聴覚
6%

呼吸器
2%

がん
2%

心臓病
12%

衰弱
19%

脳卒中
19%

脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中 とととと衰弱衰弱衰弱衰弱 によるによるによるによる要因要因要因要因 がががが 多多多多 くくくく、、、、以下以下以下以下 、、、、心臓病心臓病心臓病心臓病 、、、、関節関節関節関節 のののの 病気病気病気病気 、、、、認知症認知症認知症認知症 、、、、糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病 、、、、骨折転倒骨折転倒骨折転倒骨折転倒 というというというという
結果結果結果結果 でしたでしたでしたでした。。。。
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ゲンキ 

脳卒中
のうそっちゅう

というのが多
おお

いよ。頭
あたま

の病気
びょうき

のこと？ 

 

博士 

そうです。これは脳
のう

の血管
けっかん

がつまってその先
さき

の細胞
さいぼう

に血液
けつえき

を送
おく

り込
こ

めないで

細胞
さいぼう

が死
し

んでしまったり、つまった血管
けっかん

が破裂
は れ つ

してしまうなどの大
おお

きな病気
びょうき

で

す。そうなると、命
いのち

が助
たす

かっても身体
か ら だ

を動
うご

かすための電気
で ん き

信号
しんごう

を脳
のう

から上手
じょうず

に

送
おく

れなくなって身体
か ら だ

を自由
じ ゆ う

に動
うご

かせなくなる、物忘
ものわす

れや自分
じ ぶ ん

の家族
か ぞ く

のことがわ

からなくなる、自分
じ ぶ ん

で 考
かんが

えて行動
こうどう

したり生活
せいかつ

ができなくなるといった（※注）

“認知症
にんちしょう

”という病気
びょうき

にもつながります。฀

฀

※注 認知症
にんちしょう

 

何
なん

らかの原因
げんいん

により、脳
のう

に 病 的
びょうてき

な変化
へ ん か

が起
お

こり、脳
のう

の 働
はたら

き（記憶
きおく

、理解
りかい

、判断
はんだん

な

ど）が低下
て い か

し、生活
せいかつ

に支障
ししょう

が出
で

ている状 態
じょうたい

。一般的
いっぱんてき

に脳血管性
のうけっかんせい

認知症
にんちしょう

、アルツハイ

マー型
がた

認知症
にんちしょう

に分類
ぶんるい

されています。฀

฀

ゲンキ 

それじゃせっかく長生
な が い

きしても、つらいことばかりだよ！何
なん

とかならないの？ 

 

博士 

方法
ほうほう

はあるのですが・・・、それにはゲンキくんにまずは脳
のう

の病気
びょうき

となる原因
げんいん

を知
し

ってもらうことが大切
たいせつ

ですね。 

 

ゲンキ 

原因
げんいん

？それはどんなこと？ 

 

博士 

それじゃ、佐呂間町の「６５歳
さい

以上
いじょう

の人
ひと

が病院
びょういん

に通院
つういん

している理由
り ゆ う

」を病気
びょうき

の

内容
ないよう

から見
み

てみましょうか。（図
ず

3） 

 

฀

฀
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฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

ゲンキ 

１位
い

は高血圧
こうけつあつ

だね。お父
とう

さんも最近
さいきん

、血圧
けつあつ

が高
たか

いと言
い

っているよ。２位
い

は

糖尿病
とうにょうびょう

か・・・これは知
し

っているよ。僕
ぼく

のおばあちゃんも糖尿病
とうにょうびょう

で病院
びょういん

に通
かよ

っ

ているからね。３位
い

のその他
た

代謝
たいしゃ

？？？・・・ん～、これは何
なん

だ？ 

 

博士 

３位のその他
た

内分泌
ないぶんぴ

、代謝系
たいしゃけい

疾患
しっかん

というのは、その代表的
だいひょうてき

なものとしては

血液中
けつえきちゅう

の脂分
あぶらぶん

が多
おお

い人
ひと

などのことです。例
たと

えば、総
そう

コレステロールとか、中性
ちゅうせい

脂肪
し ぼ う

という言葉
こ と ば

は聞
き

いたことがありませんか？ 

 

ゲンキ 

あっ！それならテレビの健康
けんこう

番組
ばんぐみ

で聞
き

いたことがあるぞ！ 

 

博士 

脳
のう

の血管
けっかん

が硬
かた

くなってつまりやすくなる原因
げんいん

は、１位
い

から３位
い

までの生活
せいかつ

習慣病
しゅうかんびょう

といわれるもので、この病気
びょうき

を何
なに

もせずに５年
ねん

から１０年
ねん

くらいそのま

ま放
ほう

っておくと脳
のう

や心臓
しんぞう

に通
かよ

っている大切
たいせつ

な血管
けっかん

を硬
かた

くしてしまうのですよ。 

400400400400

375375375375

371371371371

352352352352

2677267726772677

1041104110411041

677677677677

1111位位位位

2222位位位位

3333位位位位

4444位位位位

5555位位位位

6666位位位位

7777位位位位

図図図図３ ３ ３ ３ 国民健康保険 国民健康保険 国民健康保険 国民健康保険 64646464歳歳歳歳～～～～74747474歳歳歳歳のののの診療内容診療内容診療内容診療内容（（（（平成平成平成平成22222222年度年間診療件数年度年間診療件数年度年間診療件数年度年間診療件数））））

高血圧性疾患高血圧性疾患高血圧性疾患高血圧性疾患

糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病

そのそのそのその他他他他のののの内分泌内分泌内分泌内分泌、、、、栄養及栄養及栄養及栄養及びびびび代謝疾患代謝疾患代謝疾患代謝疾患

関節症関節症関節症関節症

眼眼眼眼・・・・屈折及屈折及屈折及屈折及びびびび調節障害調節障害調節障害調節障害

異常検査所見異常検査所見異常検査所見異常検査所見でででで他他他他にににに分類分類分類分類ささささ
れないものれないものれないものれないもの

虚血性心疾患虚血性心疾患虚血性心疾患虚血性心疾患
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ゲンキ 

そうか、脳
のう

の大
おお

きな病気
びょうき

にならないためには、高血圧
こうけつあつ

とか糖尿病
とうにょうびょう

とか血液
けつえき

の中
なか

の脂
あぶら

がたまらないようにすることなんだね。 

 

博士 

そのとおりです。そのためには、最近
さいきん

言われているのが、内臓
ないぞう

に溜
た

まってい

る脂肪
し ぼ う

が病気
びょうき

を引
ひ

き起
お

こすための悪
わる

いホルモンを出
だ

すので、内臓
ないぞう

の脂肪
し ぼ う

を減
へ

ら

すことが重要
じゅうよう

だと言
い

われているのですよ。 

 

ゲンキ 

内臓
ないぞう

脂肪
し ぼ う

？もしかして僕
ぼく

のお父
とう

さんのことかな？メタボっていうあれのこ

と？ 

 

博士 

そうですね。そのメタボです。さきほど、最近
さいきん

お父
とう

さんは血圧
けつあつ

が高
たか

いと言
い

って

いましたよね。もしかすると本当
ほんとう

にメタボリックシンドロームの（※注） 診断
しんだん

基準
きじゅん

にひっかかっているかもしれませんよ。฀

※注 診断
しんだん

基準
きじゅん

 

腹囲
ふ く い

が男性
だんせい

85cm以上
いじょう

、女性
じょせい

が 90cm以上
いじょう

の方
かた

で下記
か き

のうち 2項目
こうもく

以上
いじょう

該当
がいとう

する方
かた

 

(1) 中 性
ちゅうせい

脂肪
し ぼ う

が 150mg/dl以上
いじょう

、又
また

は、HDL
ｴｲﾁﾃﾞｨｴﾙ

ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値
ち

が 40mg/dl未満
み ま ん

 

(2) 最高
さいこう

血圧
けつあつ

値
ち

が 130mmHg以上
いじょう

、又
また

は、最低
さいてい

血圧
けつあつ

値
ち

が 85mmHg以上
いじょう

 

(3) 空腹時
く う ふ く じ

血糖
けっとう

が 110mg/dl以上
いじょう

 

฀

ゲンキ 

それじゃお父さんも脳
のう

の大
おお

きな病気
びょうき

にかかってしまうかもしれないよ！どう

しよう！ 

 

博士 

さきほどもお話
はなし

しましたが、５年
ねん

から１０年
ねん

くらい何
なに

もせずに放
ほう

っておくのが

よくないのです。ゲンキくんのお父
とう

さんも今
いま

から内臓
ないぞう

脂肪
し ぼ う

を減
へ

らすことで、大
おお

き

な病気
びょうき

を防
ふせ

ぐことができるのです。 
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ゲンキ 

そうなのか！すぐにお父
とう

さんにも今話
いまはな

したことを教
おし

えてあげなきゃね！ 

博士 

そうですね。それではもう少
すこ

し詳
くわ

しく、「佐呂間町の健康
けんこう

状態
じょうたい

」について見
み

て

みましょう。40歳
さい

～64歳
さい

の人はどのような状況
じょうきょう

でしょうか？（図
ず

4） 

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

ゲンキ 

博士
は か せ

、循環器
じゅんかんき

疾患
しっかん

という中
なか

で、虚血性心
きょけつせいしん

疾患
しっかん

の件数
けんすう

が脳梗塞
のうこうそく

よりも多
おお

いけ

ど、この病気
びょうき

は何
なに

？ 

 

博士 

心臓
しんぞう

の筋肉
きんにく

へ血液
けつえき

が送
おく

り込
こ

まれる量
りょう

が少
すく

なくなること、送
おく

り込
こ

まれなくなる

状態
じょうたい

のことです。代表的
だいひょうてき

な病名
びょうめい

は心筋
しんきん

梗塞
こうそく

というものです。佐呂間町は、

虚血性心虚血性心虚血性心虚血性心
きょけつせいしん

疾患疾患疾患疾患
しっかん

というというというという診断診断診断診断
しんだん

をををを受受受受
う

けるけるけるける人人人人
ひと

がががが多多多多
おお

いのもいのもいのもいのも特徴的特徴的特徴的特徴的
とくちょうてき

です。心臓
しんぞう

の病気
びょうき

は、脳
のう

の病気
びょうき

と同
おな

じで内臓
ないぞう

脂肪
し ぼ う

と関係
かんけい

しているのです。 

167167167167

105105105105

162162162162

1064106410641064

478478478478

442442442442

1111位位位位

2222位位位位

3333位位位位

4444位位位位

5555位位位位

6666位位位位

図図図図４４４４　　　　国民健康保険国民健康保険国民健康保険国民健康保険40404040歳歳歳歳～～～～64646464歳歳歳歳のののの循環器疾患循環器疾患循環器疾患循環器疾患のののの診療内訳診療内訳診療内訳診療内訳（（（（平成平成平成平成22222222年度年間診療件数年度年間診療件数年度年間診療件数年度年間診療件数））））

高血圧性疾患高血圧性疾患高血圧性疾患高血圧性疾患

糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病

そのそのそのその他他他他のののの内分泌内分泌内分泌内分泌、、、、
栄養及栄養及栄養及栄養及びびびび代謝疾患代謝疾患代謝疾患代謝疾患

脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞

虚血性心疾患虚血性心疾患虚血性心疾患虚血性心疾患

そのそのそのその他他他他のののの心疾患心疾患心疾患心疾患
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表２ 健診
けんしん

受診者
じゅしんしゃ

の内臓
ないぞう

脂肪
し ぼ う

症 候 群
しょうこうぐん

診断
しんだん

状 況
じょうきょう

と有所見
ゆうしょけん

内訳
うちわけ

（平成 23 年度） 

 

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

表２-2 健診受診者の内臓脂肪症候群診断状況と有所見内訳（平成 19 年度）女性 

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

総数
そ う す う

 40～49歳
さい

 50～59歳
さい

 60～69歳
さい

 70～74歳
さい

 再掲
さいけい

65～74歳
さい

 
男性
だんせい

 
人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 

国民
こ く み ん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

 

被保険者数
ひ ほ け ん し ゃ す う

（40-74歳
さい

） 
798 - 113 - 155 - 355 - 175 - 316 - 

健診
けんしん

受診者数
じ ゅ し ん し ゃ す う

（受診率
じ ゅ し ん りつ

％） 194194194194    24.324.324.324.3    38383838    33.633.633.633.6    39393939    25.225.225.225.2    65656565    18.318.318.318.3    52525252    29.729.729.729.7    87878787    27.527.527.527.5    

BMI 又は腹囲有
ふ く い ゆ う

所見者
し ょ け ん し ゃ

 97 50.0 22 57.9 18 46.2 32 49.2 25 48.1 39 44.8 

高血糖
こ う け っ と う

 高血圧
こうけつあつ

 高脂血
こ う し け つ

                       

●     10 10.3 4 18.2 1 5.6 4 12.5 1 1.9 3 7.7 

  ●   4 4.1 1 4.5 2 11.1 1 3.1 0 0.0 0 0.0 

    ● 4 4.1 2 9.1 2 11.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

● ●   11 11.3 1 4.5 4 22.2 5 15.6 1 4.0 5 12.8 

●   ● 12 12.4 5 22.7 2 11.1 3 9.4 2 8.0 3 7.7 

  ● ● 1 1.0 1 4.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

① 

（再
さい

）腹囲
ふ く い

 

有所見
ゆうしょ けん

の 

重複
じゅうふく

状況
じょうきょう

 

● ● ● 5 5.2 0 0.0 1 5.6 2 6.3 2 8.0 2 5.1 

② 内臓
ないぞう

脂肪
し ぼ う

症候群
しょうこうぐん

診断者
しんだんしゃ

 29 14.9 7 18.4 7 17.9 10 15.4 5 9.6 10 11.5 

 

総数
そ う す う

 40～49歳
さい

 50～59歳
さい

 60～69歳
さい

 70～74歳
さい

 再掲
さいけい

65～74歳
さい

 
女性
じょせい

 
人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 人数
にんずう

 割合
わりあい

 

国民
こ く み ん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

 

被保険者数
ひ ほ け ん し ゃ す う

（40-74歳
さい

） 
824 - 102 - 174 - 369 - 179 - 338 - 

健診
けんしん

受診者数
じ ゅ し ん し ゃ す う

（受診率
じ ゅ し ん りつ

％） 253253253253    30.730.730.730.7    42424242    41.241.241.241.2    54545454    31.031.031.031.0    118118118118    32.032.032.032.0    39393939    21.821.821.821.8    93939393    27.527.527.527.5    

BMI 又は腹囲有
ふ く い ゆ う

所見者
し ょ け ん し ゃ

 77 30.4 12 28.6 12 22.2 36 30.5 17 43.6 34 36.6 

高血糖
こ う け っ と う

 高血圧
こうけつあつ

 高脂血
こ う し け つ

             

●     11 14.3 2 16.7 3 25.0 5 13.9 1 5.9 2 5.9 

  ●   4 5.2 0 0.0 1 8.3 2 5.6 1 5.9 1 2.9 

    ● 1 1.3 1 8.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

● ●   5 6.5 2 16.7 0 0.0 2 5.6 1 5.9 1 2.9 

●   ● 2 2.6 0 0.0 1 8.3 1 2.8 0 0.0 0 0.0 

  ● ● 1 1.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 5.9 1 2.9 

① 

（再
さい

）腹囲
ふ く い

 

有所見
ゆうしょ けん

の 

重複
じゅうふく

状況
じょうきょう

 

● ● ● 6 7.8 2 16.7 0 0.0 3 8.3 1 5.9 2 5.9 

② 内臓
ないぞう

脂肪
し ぼ う

症候群
しょうこうぐん

診断者
しんだんしゃ

 14 5.5 4 9.5 1 1.9 6 5.1 3 7.7 4 4.3 

 

①の割合
わりあい

は、BMI又は腹囲有
ふ く い ゆ う

所見者
し ょ けん し ゃ

に対
たい

する割合
わりあい

。 ②の割合
わりあい

は健診
けんしん

受診者数
じ ゅ し ん し ゃ す う

に対
たい

する割合
わりあい

。 
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ゲンキ 

そうなのか。脳
のう

の病気
びょうき

だけではなく、心臓
しんぞう

の病気
びょうき

も関係
かんけい

しているのか。町
まち

の

「健診
けんしん

を受
う

けている人
ひと

」でも、お腹
なか

の中
なか

の脂
あぶら

がたまっている人
ひと

はたくさんいる

んだね。（表
ひょう

2） 

 

博士 

そうですね。佐呂間町の健診
けんしん

を受
う

けている人
ひと

を見
み

ると、内臓
ないぞう

脂肪
し ぼ う

を蓄
たくわ

えてい

る人
ひと

は男性
だんせい

全体
ぜんたい

で半分
はんぶん

です。また、良
よ

くない生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

の積
つ

み重
かさ

ねによって起
お

こ

る「生活
せいかつ

習慣病
しゅうかんびょう

」といわれる「高血圧
こうけつあつ

・高血糖
こうけっとう

・高脂質
こ う し し つ

状態
じょうたい

」などが重
かさ

なってい

る人
ひと

も多
おお

いです。そして、もうひとつ注目
ちゅうもく

してほしいのは健診
けんしん

を受
う

けている人
ひと

の割合
わりあい

です。 

 

ゲンキ 

あれっ！60歳代
さいだい

の男
おとこ

の人
ひと

たちは健診
けんしん

を受
う

けている人
ひと

が少
すく

ないぞ！大
おお

きな

病気
びょうき

がおこりやすい年代
ねんだい

の人
ひと

たちだから、もっとたくさん健診
けんしん

を受
う

けてほしい

な。僕
ぼく

のおじいちゃんにも健診
けんしん

を受
う

けているか聞
き

いてみようかな…。 

 

博士 

平成
へいせい

２０年度
ね ん ど

から、国
くに

が定
さだ

めている医療
いりょう

や健診
けんしん

に関係
かんけい

する法律
ほうりつ

が変
か

わって、

内臓
ないぞう

脂肪
し ぼ う

に目
め

を向
む

けた健診
けんしん

をおこなうことになりました。これは（※注）特定
とくてい

健康
けんこう

診査
し ん さ

といって、４０歳
さい

から７４歳
さい

までの人は１年
ねん

に１回
かい

健診
けんしん

を受
う

けることを強
つよ

くすすめています。 

 

※注 特定
とくてい

健康
けんこう

診査
し ん さ

 

佐呂間町がおこなう特定
とくてい

健康
けんこう

診査
し ん さ

は、国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

している方
かた

が 対 象
たいしょう

です。

その他
ほか

の健康
けんこう

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

している方
かた

は、その保険者
ほ け ん じ ゃ

が実施
じ っ し

する特定
とくてい

健康
けんこう

診
しん

査
さ

を受
う

ける

こととなります。なお、39歳
さい

以下
い か

の方
かた

は、特定
とくてい

健康
けんこう

診査
し ん さ

の対 象
たいしょう

ではありませんが、健康
けんこう

保険
ほ け ん

の種類
しゅるい

に関係
かんけい

なく佐呂間町が実施
じ っ し

する一般
いっぱん

健康
けんこう

診
しん

査
さ

を受
う

けることは可能
か の う

です。39

歳
さい

以下
い か

の方
かた

で事業主
じぎょうぬし

が雇用者
こ よ う し ゃ

におこなう健診
けんしん

を受診
じゅしん

している場合
ば あ い

は町
まち

の健診
けんしん

を受
う

ける

必要
ひつよう

はありません。また、75歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

は、北海道
ほっかいどう

後期
こうき

高齢者
こうれいしゃ

広域
こういき

連合
れんごう

が佐呂間

町に委託
いたく

して実施
じ っ し

されている健康
けんこう

診
しん

査
さ

を受
う

けることができます。 

฀
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ゲンキ 

健診
けんしん

を受
う

けている人
ひと

は男性
だんせい

で２４．３％、女性
じょせい

で３０．７％だけど、これは多
おお

い

の？それとも少
すく

ないの？ 

 

博士 

この数字
す う じ

は、国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

している人
ひと

で４０歳
さい

から７４歳
さい

までの人
ひと

が

どれくらい健診
けんしん

を受
う

けているかを 表
あらわ

している数字
す う じ

です。（※注）佐呂間町の

健康
けんこう

診査
し ん さ

に関
かん

する計画
けいかく

の中
なか

には、健診
けんしん

を受
う

ける人
ひと

が全体
ぜんたい

で６０％以上
いじょう

になるこ

とを目標
もくひょう

にしているのですよ。฀

฀

※注 佐呂間町の健康
けんこう

診査
し ん さ

に関
かん

する計画
けいかく

 

「高齢者
こうれいしゃ

の医療
いりょう

の確保
かくほ

に関
かん

する法律
ほうりつ

」に基
もと

づき策定
さくてい

されたもので、佐呂間町特定
とくてい

健康
けんこう

診査
し ん さ

受診率
じゅしんりつ

の目標値
もくひょうち

を 60％、保健
ほ け ん

指導
し ど う

実施率
じ っ し り つ

の目標値
もくひょうち

を 45％、健康
けんこう

診査
し ん さ

の項目
こうもく

と実施
じ っ し

方法
ほうほう

などについて具体的
ぐたいてき

に示
しめ

しています。฀

 

 

ゲンキ 

大
おお

きな病気
びょうき

にならないために健診
けんしん

を受
う

けて自分
じ ぶ ん

の体
からだ

の中
なか

を見
み

てみることは

とても大切
たいせつ

なことなんだね。健診
けんしん

を受
う

けることが町
まち

の人
ひと

の大切
たいせつ

な役割
やくわり

のような

気
き

がしたよ。 

 

博士 

そこに気
き

づいたことは、とてもすばらしいことですよ！ゲンキくん。それじゃ

最後
さ い ご

に「医療費
い り ょ う ひ

」というものから佐呂間町を見
み

てみましょう。次
つぎ

の図
ず

は、

佐呂間町
さ ろ ま ち ょ う

国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

している人
ひと

の医療費
い り ょ う ひ

について、過去
か こ

10年間
ねんかん

の

経過
け い か

をあらわしています。 国保
こ く ほ

一般
いっぱん

という部分
ぶ ぶ ん

をみると、1年間
ねんかん

に約
やく

6億
おく

8千
せん

9

百万円
ひゃくまんえん

という医療費
い り ょ う ひ

が使
つか

われていることがわかります。 （図
ず

5） 
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図
ず

５ 佐呂間町医療費
い り ょ う ひ

の動向
どうこう

 

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

฀

ゲンキ 

博士
は か せ

、国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

医療費
い り ょ う ひ

って何
なに

？ 

 

博士 

   ゲンキくんのお父
とう

さんが国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

しているとします。ゲンキくんが

病院
びょういん

で治療
ちりょう

を受
う

けると、かかったお金
かね

のうち、３割
わり

を自分
じ ぶ ん

で払
はら

い、残
のこ

りは国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

からお金
かね

が支払
し は ら

われます。国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

のお金
かね

は、加入
かにゅう

している人
ひと

から税金
ぜいきん

として集
あつ

めています。これは加入
かにゅう

している人
ひと

の中
なか

で、治療
ちりょう

を受
う

けてい

る人
ひと

を助
たす

けたり、本人
ほんにん

や家族
か ぞ く

が治療
ちりょう

を受
う

ける時
とき

に助
たす

けてもらうための仕組
し く

みな

のです。 

 

ゲンキ 

難
むずか

しい仕組
し く

みなんだね。ところで、佐呂間町の医療費
い り ょ う ひ

は、10年前
ねんまえ

と比
く ら

べて

増
ふ

えているのかな？฀

฀
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単位：百万円

国保一般 国保退職

国保退職

国保一般
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博士 

（図
ず

５）の国保
こ く ほ

一般
いっぱん

というグラフを見
み

てみると、年々
ねんねん

少
すこ

しずつ数字
す う じ

が高
たか

くなって

いますが、これは病気
びょうき

で通院
つういん

したり入院
にゅういん

したりする人
ひと

の数
かず

も増
ふ

えているからで

す。そして、すぐに治
なお

るとよいのですが治療
ちりょう

が長引
な が び

くことによって、佐呂間町の

国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

という財布
さ い ふ

を苦
く る

しくしている要因
よういん

でもあるのです。国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

している人
ひと

から集
あつ

めている税金
ぜいきん

の金額
きんがく

は、市町村
しちょうそん

によって違
ちが

いがありま

す。これは佐呂間の町長
ちょうちょう

さんが勝手
か っ て

に金額
きんがく

を上
あ

げたり下
さ

げたりしているわけ

ではありません。どれくらい医療費
い り ょ う ひ

が使
つか

われているかによって金額
きんがく

を調整
ちょうせい

して

集
あつ

めないと財布
さ い ふ

が空
から

っぽになってしまうのです。大
おお

きな病気
びょうき

にかかる人
ひと

が増
ふ

え

るほど、財布
さ い ふ

の中身
な か み

はだんだんと減
へ

り、それにあわせて集
あつ

めるお金
かね

も増
ふ

やさな

ければならない場合
ば あ い

もあります。そうならないためにも、治療
ちりょう

が長引
な が び

くような

大
おお

きな病気
びょうき

にならないように気
き

をつけることが大切
たいせつ

なのです。฀

฀

ゲンキ 

運動
うんどう

をすること、食事
し ょ く じ

のとり方
かた

に気
き

をつけると、クスリも必要
ひつよう

なくなって治
なお

る

病気
びょうき

もあるよね？そうしたら大
おお

きな病気
びょうき

にもかからなくなって、医療費
い り ょ う ひ

ってい

うのも少
すく

なくなるよね？ 

 

博士 

   そのとおりです。ゲンキくんのいうとおり、そういう生活
せいかつ

をすることで町
まち

全体
ぜんたい

の

元気度
げ ん き ど

が上
あ

がることが、一人
ひ と り

ひとりにとっても、佐呂間町にとってもプラスにな

るのです。 

    

 

 



 24

 

個人
こ じ ん

、地域
ち い き

全体
ぜんたい

が取
と

り組
く

む健康
けんこう

づくり 

・ 町 民
ちょうみん

一人
ひ と り

ひとりの役割
やくわり

、地域
ち い き

コミュニティ、団体
だんたい

の役割
やくわり

 

・ 子育
こ そ だ

て支援
し え ん

センター、保育所
ほ い く し ょ

、学校
がっこう

、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

センター 

・ 各職場
かくしょくば

や企業
きぎょう

、医療
いりょう

機関
き か ん

、福祉
ふ く し

サービス機関
き か ん

、佐呂間町
さ ろ ま ち ょ う

 

 

 

誰誰誰誰
だれ

もがもがもがもが健健健健
すこ

やかにやかにやかにやかに、、、、そしてそしてそしてそして元気元気元気元気
げ ん き

にににに、、、、いきいきといきいきといきいきといきいきと暮暮暮暮
く

らせるらせるらせるらせる佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町    
 

   
健康健康健康健康
けんこう

指標指標指標指標
しひょう

のののの向 上向 上向 上向 上
こうじょう

      

※ 町
まち

の元気度
げ ん き ど

をみるための49項目
こうもく

が向上
こうじょう

または改善
かいぜん

 

※ 様々
さまざま

な病気
びょうき

が減
げん

少し、心身
しんしん

ともに健康
けんこう

な状態
じょうたい

が維持
い じ

される 

循循循循    

環環環環    

器器器器    

疾
患
対
策

疾
患
対
策

疾
患
対
策

疾
患
対
策    

食食食食    

生生生生    

活活活活    

栄栄栄栄 
 

 
 

 
 

 
 

養養養養    

運
動
発
達

運
動
発
達

運
動
発
達

運
動
発
達    

健
康
運
動

健
康
運
動

健
康
運
動

健
康
運
動    

歯歯歯歯
のののの
健
康
健
康
健
康
健
康    

心心心心
のののの
発
達
発
達
発
達
発
達    

心心心心
のののの
健
康
健
康
健
康
健
康    

が
ん
が
ん
が
ん
が
ん
対
策
対
策
対
策
対
策    

た
ば
こ

た
ば
こ

た
ば
こ

た
ば
こ
対
策
対
策
対
策
対
策    

P29～P32参 照
さんしょう

 

生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

が減 少
げんしょう

します。 心
こころ

の健康
けんこう

が高
たか

まります。 

「高血圧
こうけつあつ

」、「糖 尿 病
とうにょうびょう

」、「動脈
どうみゃく

硬化
こ う か

」、「腎
じん

疾患
しっかん

」、「脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

」、「心
しん

疾患
しっかん

」、「がん」、「歯周病
ししゅうびょう

」、

「骨粗
こ つ そ

しょう 症
しょう

」、「子
こ

どもの発達
はったつ

」、「気分
き ぶ ん

障害
しょうがい

」 

健康
けんこう

課題
か だ い

に対
たい

する取
と

り組
く

み 

た
い
さ
く 

た
い
さ
く 

は
っ
た
つ 

け
ん
こ
う 

こ
こ
ろ 

こ
こ
ろ 

は 

け
ん
こ
う 

う
ん
ど
う 

は
っ
た
つ 

け
ん
こ
う 

う
ん
ど
う 

し
ょ
く 

せ
い 

か
つ 

え
い 

 
 

 
 

よ
う 

じ
ゅ
ん 

か
ん 

 

き 

し
っ
か
ん 

た
い
さ
く 

P36～P40参 照
さんしょう
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☆☆☆☆第第第第
だい

３３３３話話話話
わ

☆☆☆☆    佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町のののの元気度元気度元気度元気度
げ ん き ど

をどうやってをどうやってをどうやってをどうやって見見見見
み

るのかなるのかなるのかなるのかな？？？？    

「「「「元気度元気度元気度元気度
げ ん き ど

をををを見見見見
み

るためのものさしをるためのものさしをるためのものさしをるためのものさしを見見見見てみようてみようてみようてみよう」」」」    

 

 

ゲンキ 

佐呂間町の人
ひと

たちのからだの様子
よ う す

が何
なん

となくわかってきたよ。健康づくりに

取
と

り組
く

む人
ひと

が増
ふ

えて、佐呂間町の人
ひと

がどんどん元気
げ ん き

になったらうれしいな。 

 

博士 

ゲンキくんのいうとおりですね。ところで、健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

では、取
と

り組
く

み

が進
すす

んでいるのかどうか、定期的
ていき てき

に元気
げ ん き

度
ど

を調
しら

べています。調
しら

べるためには、

元気度
げ ん き ど

をはかるための参考
さんこう

となるようなものさし（目安
め や す

）が必要
ひつよう

です。佐呂間町

の健康
けんこう

に関
かん

するいろいろな部分
ぶ ぶ ん

を調
しら

べてみないと佐呂間町の人
ひと

たちの元気度
げ ん き ど

がどれくらいなのか予測
よ そ く

できません。 

 

 

ゲンキ 

どうして予測
よ そ く

なの？元気度
げ ん き ど

って、みんなに「元気
げ ん き

ですか？」って聞
き

けばわかる

ものだと思
おも

うけど…。 

 

博士 

そうですね（笑）。それもひとつの方法
ほうほう

だと思
おも

います。ところが、元気度
げ ん き ど

という

のは本人
ほんにん

や周
まわ

りにいる人
ひと

の感
かん

じ方
がた

と実際
じっさい

の身体
か ら だ

の状態
じょうたい

とは違
ちが

うこともよくある

ことなのです。例
たと

えば、昨日
き の う

まで元気
げ ん き

だと思
おも

っていたのに今日
き ょ う

になって倒
たお

れて

救急車
きゅうきゅうしゃ

で病院
びょういん

に運
はこ

ばれたという 話
はなし

がよくありますよね。そういう意味
い み

では

「元気
げ ん き

ですか？」と聞
き

くだけでは元気度
げ ん き ど

をはかることは 難
むずか

しいのではないでし

ょうか…。 

 

ゲンキ 

だから予測
よ そ く

なのか…。でも、元気度
げ ん き ど

を予測
よ そ く

するというイメージがわかない

よ。 
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博士 

それでは具体的
ぐ た い て き

な例
たと

えで説明
せつめい

します。佐呂間町が平成
へいせい

１４年度
ね ん ど

におこなった

佐呂間町
さ ろ ま ち ょ う

健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

の結果
け っ か

では、７歳
さい

～１４歳
さい

の食事
し ょ く じ

からとっているカ

ルシウム量
りょう

を調
しら

べてみたら、全国
ぜんこく

と比較
ひ か く

して約半分
やくはんぶん

程度
て い ど

しかとられていなかっ

たことがわかったのです。ゲンキくん、ぐんぐんと成長
せいちょう

する大切
たいせつ

な時期
じ き

にカルシ

ウムのとりかたが少
すく

ないとどうなるでしょうか？ 

 

ゲンキ 

ん～。からだの中
なか

の骨
ほね

が折
お

れやすくなる…とか。 

 

博士 

そうですね。高齢者
こうれいしゃ

の女性
じょせい

に多
おお

く見
み

られる骨粗
こ つ そ

しょう症
しょう

という病気
びょうき

は、年齢
ねんれい

が若
わか

い時
とき

のカルシウムのとり方
かた

で予防
よ ぼ う

できることが最近
さいきん

わかってきたのです。

特
と く

に大切
たいせつ

な時期
じ き

は思春期
し し ゅ ん き

くらいまでといわれています。ちょうど佐呂間町で調
しら

べた 7歳
さい

から 14歳
さい

までの年代
ねんだい

はとても大切
たいせつ

な時期
じ き

とかさなっていますね。 

 

ゲンキ 

骨粗
こ つ そ

しょう症
しょう

は寝
ね

たきりにつながる病気
びょうき

なんだよね。骨
ほね

が折
お

れやすくなるし、

治
なお

りにくいと言
い

われているよね。 

 

博士 

ゲンキくんよくわかりましたね。大人
お と な

になってからではカルシウムを骨
ほね

に蓄
たくわ

えるのは 難
むずか

しくなってくるようです。個人差
こ じ ん さ

はあるようですが、18歳
さい

～30歳
さい

くら

いまではカルシウムを十分
じゅうぶん

にとることが大切
たいせつ

だといわれています。 

 

ゲンキ 

僕
ぼく

もこれから意識
い し き

して牛 乳
ぎゅうにゅう

を毎日
まいにち

とるようにするよ。ところで博士
は か せ

、どうして

子どもたちのカルシウムのとり方
かた

が少
すく

ないのかな？ 

 

博士 

そこが大切
たいせつ

なところなのです。どうして少
すく

ないのか、その理由
り ゆ う

を予測
よ そ く

しなけれ
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ばならないのです。そこでゲンキくんに質問
しつもん

ですが、佐呂間町の学校
がっこう

給食
きゅうしょく

が

始
はじ

まったのはいつですか？ 

 

ゲンキ 

   えっと…。社会科
し ゃ か い か

見学
けんがく

の時
とき

に聞
き

いたことがあるような…。たしか、平成
へいせい

19年
ねん

だったかな？ 

 

博士 

正解
せいかい

です。つまり最初
さいしょ

に調
しら

べた時
どき

は、まだ学校
がっこう

給食
きゅうしょく

は佐呂間町ではおこな

われていなかったのです。もちろん全国
ぜんこく

ではほとんどの市町村
しちょうそん

で学校
がっこう

給食
きゅうしょく

が

おこなわれていますよね。当時
と う じ

の国民
こくみん

栄養
えいよう

調査
ちょうさ

（現
げん

：国民
こくみん

健康
けんこう

栄養
えいよう

調査
ちょうさ

）も、

佐呂間町
さ ろ ま ち ょ う

健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

も平日
へいじつ

の食事
し ょ く じ

について調
しら

べていますから、給食
きゅうしょく

がある全国
ぜんこく

の子
こ

どもと、給食
きゅうしょく

のない佐呂間町の子
こ

どもたちでは、もしかすると

カルシウムのとりかたに違
ちが

いがあるかもしれないというふうに、当時
と う じ

は予測
よ そ く

し

たのです。 

 

ゲンキ 

それじゃ、今
いま

は佐呂間町の子
こ

どもたちもカルシウムをしっかりとれているとい

うことなの？ 

 

博士 

平成
へいせい

23年度
ね ん ど

に、同
おな

じ方法
ほうほう

で佐呂間町
さ ろ ま ち ょ う

健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

がおこなわれ、カル

シウムの結果
け っ か

について報告
ほうこく

がありました。7歳
さい

から 14歳
さい

のカルシウム平均
へいきん

摂取量
せっしゅりょう

は平成
へいせい

14年当時
と う じ

で320 ﾐﾘｸﾞﾗﾑでしたが、平成
へいせい

23年度
ね ん ど

の調査
ちょうさ

では165 ﾐﾘｸﾞ

ﾗﾑ増
ふ

えて 485 ﾐﾘｸﾞﾗﾑという結果
け っ か

だったことから、学校
がっこう

給食
きゅうしょく

が子
こ

どもたちの栄養
えいよう

摂取
せっしゅ

に大
おお

きな役割
やくわり

を果
は

たしていることがわかりました。一方
いっぽう

で、この時期
じ き

のカ

ルシウムの推奨量
すいしょうりょう

（※注）は、600～1000 ﾐﾘｸﾞﾗﾑですが、まだ十分
じゅうぶん

にとれてい

ないのが現状
げんじょう

であり、家庭
か て い

での食生活
しょくせいかつ

の課題
か だ い

もわかってきました。 

 

※注 推 奨 量
すいしょうりょう

 

摂取
せっしゅ

不足
ぶ そ く

からの回避
かいひ

を目的
もくてき

として設定
せってい

された指標
しひょう

。この指標
しひょう

よりも少
すく

ない摂取量
せっしゅりょう

が

数ヶ月
すうかげつ

継続
けいぞく

すると、健康
けんこう

障 害
しょうがい

を 生
しょう

じる可能性
かのうせい

が高
たか

くなると 考
かんが

えられています。 
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ゲンキ 

カルシウムをとる量
りょう

が増
ふ

えることで、骨粗
こ つ そ

しょう症
しょう

で寝
ね

たきりになる人
ひと

が

将来
しょうらい

もしも減
へ

ったとしたら、佐呂間町の人
ひと

の元気度
げ ん き ど

があがったのかなって思
おも

っ

てもいいのかな？ 

 

博士 

期待
き た い

したいですね（笑）。すぐに結果
け っ か

がでるわけではありませんが、カルシウ

ムのとり方
かた

がどのように変化
へ ん か

したかを見
み

ることが元気度
げ ん き ど

を予測
よ そ く

するためのひと

つのものさし（目安
め や す

）ということです。佐呂間町の高齢者
こうれいしゃ

で介護
か い ご

認定
にんてい

を受
う

けてい

る人
ひと

は、要因
よういん

として骨折
こっせつ

が多
おお

いことにも注目
ちゅうもく

してほしいのです。佐呂間町の

全年代
ぜんねんだい

を調
しら

べると 300～500 ﾐﾘｸﾞﾗﾑの 間
あいだ

でカルシウムをとっている人
ひと

が多
おお

く、

平均
へいきん

でみてもすべての年代
ねんだい

で推奨量
すいしょうりょう

までとどいていない状況
じょうきょう

でした。 

介護
か い ご

認定
にんてい

を受
う

ける人
ひと

の要因
よういん

がどうなったか、カルシウムのとり方
かた

や運動
うんどう

に取
と

り組
く

む人
ひと

がどれくらい増
ふ

えたかなど、いろいろな要因
よういん

とあわせて繰
く

り返
かえ

し調
しら

べる

ことが大切
たいせつ

です。 

カルシウムのほかにも、たくさんのものさしがあるので、別表
べっぴょう

で確認
かくにん

してみ

ましょう。 

（次
じ

ページ以降
い こ う

別表
べっぴょう

：各種
かくしゅ

指標
しひょう

） 

 



別表　健康づくり行動計画指標
該当人数 124H23特定健診受診人数 447該当人数 25H23特定健診受診人数 447該当人数 62H23特定健診受診人数 447該当人数 47H23特定健診受診人数 447 DDD 当初よりも減少DDDDAA12 D 当初よりも増加13 Ａ 当初よりも減少

7 特定健診におけるメタボリックシンドローム（予備軍） ％ 10.5 新規 当初よりも減少

20歳以上(n=172) 11.4±5.120歳以上女性10g未満(n=89) 52.8%20歳以上男性10g未満(n=83)
10 健診・検診で健康状態を確認する人の割合（健康栄養基礎調査） 全体(n=186)男性(n=91)男性(n=95)40歳代(n=24)
8

当初よりも減少
健康栄養基礎調査肥満者（腹囲又はBMI25以上該当者） 43.5%26.4%71.4%30.4%Ｈ23特定健診男性(n=194)女性(n=253) 当初よりも減少当初よりも減少

介護保険認定申請における脳血管疾患の割合 Ｈ23年（n=412)診断名1.2.3全項目 32.8% 新規 当初よりも減少男性(n=92)女性(n=91)50歳代男性(n=14)
当初よりも減少45 40歳以上74歳以下高血圧医療件数・医療費（年間） 総件数医療費 2,37247,908,380円 新規 当初よりも減少当初よりも減少特定健診におけるⅡ度以上高血圧者 ％％ 5.6 新規27.7第1次計画評価年の水準166.2175.6335 当初よりも減少3 総件数医療費1 40歳以上74歳以下虚血性心疾患の医療件数及び医療費(年間）2 23,913,550円

％6
当初よりも減少指標番号 虚血性心疾患のSMR（2000－2009） 男性（SMR）女性（SMR） 新規新規新規

9

第1次最終評価※ 2022年までの目標

当初よりも増加

指標項目

31.7%
新規新規13.950.0%

29.7%33.7%25.0%34.9% 新規 当初よりも増加食塩摂取量＜平均±標準偏差＞（健康栄養基礎調査）食塩摂取量の摂取範囲が少ない分布へ移行※摂取量10ｇ未満（健康栄養基礎調査）

特定健診における血圧値140／90を超える者特定健診におけるメタボリックシンドローム（該当者）

11 食事や栄養に気をつけている人（健康栄養基礎調査）体重コントロールに向けて取り組みをしている人の割合（健康栄養基礎調査）14 当初よりも増加女性(n=98) 21.3%27.6%男性(n=94)15歳以上(n=192) 37.1%
29



別表　健康づくり行動計画指標 第1次計画評価年の水準指標番号 第1次最終評価※ 2022年までの目標指標項目 D 当初よりも増加D 当初よりも増加C 当初よりも増加D 当初よりも増加D 当初よりも増加C 350g以上B 350g以上B 350g以上D 350g以上19 新規 当初よりも減少B 600ｍｇ以上B 700ｍｇ以上B 600ｍｇ以上B 600ｍｇ以上A 現状維持BD新規B新規新規25 新規 当初よりも増加AD該当人数 119 設定見直しH23特定健診受診人数 447 新規％

当初よりも増加
当初よりも減少当初よりも減少当初よりも増加男性　9,000歩以上女性　8,500歩以上

1718
2221
20

27

野菜の摂取量＜1日あたり＞（健康栄養基礎調査） 新規20歳以上女性350g以上(n=89) 42.7%175±116全体(n=196)15～19歳（n=6)20～29歳(n=16)30～39歳(n=22)16 食物繊維摂取量の摂取範囲が多い分布へ移行※摂取量15g以上（健康栄養基礎調査） 20歳以上男性15g以上(n=83) 47.0%20歳以上女性15g以上(n=89) 42.7%15 14.1±6.713.5±6.310.5±4.614.1±8.3※平均値±偏差男性全体（n=94)女性全体（n=102)15～19歳（n=6)20～29歳(n=16) 10.3±4.6

当初よりも減少新規飲酒習慣有りの適正アルコール量(20g以下）摂取者（健康栄養基礎調査）

当初よりも増加39.8%
30～39歳(n=22)

野菜摂取量の摂取範囲が多い分布へ移行※摂取量350g以上（健康栄養基礎調査） 20歳以上男性350g以上(n=83)
食物繊維摂取量（健康栄養基礎調査） 新規307±189259±189279±171

7768±468826.6※摂取状況調査男性(n=83) 41.0%42.9%男性(n=82) 8761±5643※身体状況調査飲酒習慣有(n=63)

70.7%0.0%20歳以上(n=172)7～14歳(n=10)15～19歳（n=6)20～29歳(n=16)15～19歳(n=6) 485±144396±323500±32020～29歳(n=16) 新規小学生中学生 12.2%2.0%30～39歳(n=23)3歳児、1歳6か月児の朝食を「必ず食べる」割合（乳幼児健診） 1歳6ヶ月児(N=34) 91.2%※摂取状況調査全体(n=172)飲酒（男性）1合以上の割合※アルコール換算量20ｇ以上基準（健康栄養基礎調査） ※身体状況調査男性(n=94) 24.4%3歳児(N=45) 75.6%33.0%1日の歩行数＜平均±標準偏差＞（健康栄養基礎調査）2624
児童・生徒の朝食欠食者割合（佐呂間町学校給食センター調べ）

カルシウム摂取量＜平均±標準偏差＞（健康栄養基礎調査）
23

適度な運動を心がけている人の割合※1回30分以上を週2回、1年以上継続者（特定健診） 当初よりも増加女性(n=88)
朝食を摂らない人の割合（健康栄養基礎調査） 12.5%26.1%40～49歳(n=23) 17.4%

7歳以上のカルシウム摂取量が推定平均必要量に達していない者（健康栄養基礎調査） 7歳以上(n=188) 503±289

30



別表　健康づくり行動計画指標 第1次計画評価年の水準指標番号 第1次最終評価※ 2022年までの目標指標項目 A新規新規29 新規 当初よりも減少30 D 当初よりも増加31 新規 当初よりも増加CD34 新規 当初より早寝早起35 新規 当初よりも増加36 新規 当初よりも増加37 新規 当初よりも増加A 当初よりも増加新規 当初よりも増加39 B 当初よりも減少AAAAA新規新規新規新規新規新規新規新規新規 当初よりも増加Ｈ23胃がん検診 32.0%Ｈ23肺がん検診 34.1%Ｈ23大腸がん検診 36.3% 当初よりも減少
当初より時間が早まる

4243 当初よりも減少
当初よりも減少4041

33
38
32
28

44 Ｈ23乳がん検診 15.4%17.0%
84.9%79.8%男性15歳以上(n=93)がん検診受診率（佐呂間町各種検診） Ｈ23子宮がん検診男性（SMR） 160.8自殺数のSMR（2000－2009） 141.6女性（SMR）

女性15歳以上(n=98) 12.2%全体15歳以上(n=192)睡眠による休養があまりとれていない人の割合（健康栄養基礎調査） 89.8%5.4%女性15歳以上(n=98) 17.3%ストレス解消の取り組みをしている人の割合（健康栄養基礎調査） 女性15歳以上(n=98)常にストレスを感じている人の割合（健康栄養基礎調査） 男性15歳以上(n=93) 50.0%78.8%82.2%テレビの視聴時間を決めて見ている人の割合（乳幼児健診）虐待スクリーニング高得点者の割合（乳幼児健診） H23（n=34)1歳6ヶ月児健診H23（n=45)3歳児健診 3.2%
3歳児の起床就寝時間（3歳児健診） 起床平均時間就寝平均時間 21時14分6時58分72.2%70歳以上自分の歯20本以上保有本数（健康栄養基礎調査） 70歳以上（n=24) 37.5%予防を目的とした歯科受診者の割合（健康栄養基礎調査） 15歳以上(n=181) 26.0%

　①おやつの時間を決めていない児の割合　（3歳児健診）　②おやつの量を決めていない児の割合起床・就寝時間の分布が早寝早起き側に移行する（3歳児健診） 分布図 －40代で自分の歯20本以上保有本数（健康栄養基礎調査） 40歳代(n=18)
新規 当初よりも減少　③おやつを自分で食べる児の割合 H23年度　3歳児（n=45） ①55.6%②46.7%③17.8%

当初よりも増加

当初よりも増加H23年（n=412）診断名1.2.3全項目介護認定申請者における筋骨格系疾患の割合運動施設等を利用する人の割合（健康栄養基礎調査） 48.8%6.8%う歯見られなかった児（3歳児健診） 15歳以上(n=192)H23年度　3歳児（n=45）健康に関する学習の場への参加（健康栄養基礎調査） 73.3%9.6%男性(n=94)女性(n=98)15歳以上(n=192) 7.3%5.1%

男性15歳以上(n=94)虐待スクリーング（ｎ=54）
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別表　健康づくり行動計画指標 第1次計画評価年の水準指標番号 第1次最終評価※ 2022年までの目標指標項目

47 新規 禁煙・分煙箇所増加48 新規 当初よりも減少49 新規 当初よりも減少※第1次最終評価についてA 前回の目標水準より改善がみられた、或いは期待値を上回った。Ｂ 前回の目標水準まで到達しなかった或いは期待値までとはいかないが、改善の傾向がみられた。Ｃ 前回の目標水準と比較して大きな変化はみられなかった。Ｄ 前回の目標水準より悪化した、或いは期待値を下回った。Ｅ 評価が困難、又は把握が難しい状況。新規 第2次健康づくり行動計画から追加する指標
新規 当初よりも減少佐呂間町喫煙率（特定健診※農協巡回ドック含む）（健康栄養基礎調査）46 全体(n=568)男性(n=240)女性(n=328) 新規 当初よりも減少男性(n=91)

当初よりも減少45
妊婦家族の喫煙率（妊婦アンケート） Ｈ23　(n=34) 35.3%公共施設の禁煙・分煙対策状況 公共施設 禁煙5箇所分煙2箇所妊婦の喫煙率（妊婦アンケート） Ｈ23　(n=34) 20.639.6%女性(n=90) 14.4%全体(n=181) 27.1%女性  95.6悪性新生物、肺がん、大腸がんのSMR（2000－2009） 女性 177.3悪性新生物全体  95.5胃がん全体  77.5肺がん全体 115.3大腸がん全体 115.1 19.7%30.4%11.9%

新規女性  93.8女性  61.0男性  93.5男性  96.6男性  85.9男性 131.0
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ゲンキ 

   うわ～、こんなにたくさんものさしがあるんだね。このものさしが、これから

増
ふ

えたり減
へ

ったりしているかを見
み

ていくんだね。 

 

博士 

ここにあるものさしが増
ふ

えたり減
へ

ったりすることによって、佐呂間町の元気度
げ ん き ど

がアップするのではないかと 考
かんが

えているのです。つまり、脳
のう

の病気
びょうき

や心臓
しんぞう

の

病気
びょうき

が減
へ

ったり、高齢者
こうれいしゃ

の筋力
きんりょく

の低下
て い か

や骨折
こっせつ

による寝
ね

たきりが減
へ

ったり、心
こころ

の

病
やまい

に悩
なや

む人が減
へ

ったり、がんで死亡
し ぼ う

する人
ひと

が少
すく

なくなったり、そうなるために

健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

の内容
ないよう

をしっかりと取
と

り組
く

んでいくことが大切
たいせつ

なのです。 

฀

฀

―解説
かいせつ

― 

佐呂間町では、平成
へいせい

23年度
ね ん ど

におこなった佐呂間町健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

を基
もと

に、7 つ

の 領 域
りょういき

課題
か だ い

について健康
けんこう

指標
しひょう

と目標値
もくひょうち

を設定
せってい

しています。これらの指標
しひょう

についてど

のように変化
へ ん か

したかについては、最 終
さいしゅう

年度
ね ん ど

の平成
へいせい

34年度
ね ん ど

を迎
むか

える前年
ぜんねん

に調査
ちょうさ

をおこ

なう予定
よ て い

としています。第
だい

1次
じ

健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

において、佐呂間町の現 状
げんじょう

にあ

わせて設定
せってい

した項目
こうもく

について評価
ひょうか

と見直
み な お

しをおこなった結果
け っ か

、第
だい

2次
じ

健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

では、各種
かくしゅ

資料
しりょう

の精査
せ い さ

により健康
けんこう

を高
たか

めるための医学的
い が く て き

・科学的
か が く て き

根拠
こんきょ

の乏
とぼ

しい

項目
こうもく

については廃止
は い し

、また、新
あら

たに指標
しひょう

として必要
ひつよう

な項目
こうもく

を追加
つ い か

し、その指標
しひょう

が増加
ぞ う か

あるいは減 少
げんしょう

させることによって病気
びょうき

を予防
よ ぼ う

する、健康
けんこう

を維持
い じ

することができるた

めの具体的
ぐ た い て き

な取
と

り組
く

みについて検討
けんとう

しました。 

 

    

    

    

    

    

 

2  

23 6  

24 3 1  

8  

25 2 2  

3  

4 2  
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☆☆☆☆第第第第
だい

４４４４話話話話
わ

☆☆☆☆    佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町のののの健康健康健康健康
けんこう

づくりづくりづくりづくり    「「「「7777 つのつのつのつの領域領域領域領域
りょういき

」」」」    

 

  「「「「健康健康健康健康
けんこう

づくりをづくりをづくりをづくりを 7777 つのつのつのつの柱柱柱柱
はしら

にににに分分分分
わ

けましたけましたけましたけました」」」」 

 

博士 

   佐呂間町の健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

では、7 つの柱
はしら

によって健康
けんこう

問題
もんだい

を整理
せ い り

して

います。どのような柱
はしら

があるか見
み

てみましょう。 

    

「「「「循環器循環器循環器循環器
じゅんかんき

対策対策対策対策
たいさく

」」」」                    

「「「「栄養栄養栄養栄養
えいよう

・・・・食生活食生活食生活食生活
しょくせいかつ

」」」」                

        「「「「運動運動運動運動
うんどう

発達発達発達発達
はったつ

・・・・健康健康健康健康
けんこう

運動運動運動運動
うんどう

」」」」    

        「「「「歯歯歯歯
は

のののの健康健康健康健康
けんこう

」」」」    

        「「「「 心心心心
こころ

のののの発達発達発達発達
はったつ

・・・・ 心心心心
こころ

のののの健康健康健康健康
けんこう

」」」」    

        「「「「がんがんがんがん対策対策対策対策
たいさく

」」」」    

        「「「「たばこたばこたばこたばこ対策対策対策対策
たいさく

」」」」 

 

 ゲンキ 

   僕
ぼく

に関係
かんけい

することも、この中
なか

には入
はい

っているのかな？ 

 

 博士 

   そうですね。ゲンキくんの年代
ねんだい

にはどんな健康上
けんこうじょう

の問題
もんだい

があるかについて

も書
か

かれている部分
ぶ ぶ ん

がありますよ。最初
さいしょ

の計画
けいかく

が策定
さくてい

されてから 10年間
ねんかん

で、

町民
ちょうみん

の健康
けんこう

状況
じょうきょう

が変
か

わっている部分
ぶ ぶ ん

もあります。佐呂間町にある、最近
さいきん

の

資料
しりょう

や関係
かんけい

する機関
き か ん

の人と情報
じょうほう

交換
こうかん

した中
なか

で、どんな健康上
けんこうじょう

の問題
もんだい

があるの

かを整理
せ い り

しているのですね。 

また、健康
けんこう

づくりをすすめていくためにいろいろな人
ひと

たちが関
かか

わっていきます

が、その人
ひと

たちの役割
やくわり

はどういうことなのかも示
しめ

しています。この中
なか

には、ゲン

キくんが住民
じゅうみん

として期待
き た い

されている役割
やくわり

も書
か

かれているはずですよ。 

そして、7 つの柱
はしら

ごとにどのような健康
けんこう

づくりをすすめていくのか示
しめ

している

のです。 
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 ゲンキ 

   わかったよ。これまで教
おし

えてもらった佐呂間町の健康
けんこう

の話
はなし

を思
おも

い出
だ

しなが

ら、お父
とう

さん、お母
かあ

さんと一緒
いっしょ

に見
み

てみるよ。 

 

博士 

   ここから先
さき

は、私
わたし

も初
はじ

めてみる内容
ないよう

ですからゲンキくんに解説
かいせつ

はできません。

佐呂間町に住
す

む人々
ひとびと

の未来
み ら い

を育
はぐく

む、これから５年間
ねんかん

の健康
けんこう

づくりを見
み

てみまし

ょう。ゲンキくんがどのように感
かん

じたのか、感想
かんそう

を聞
き

かせてほしいですね。 
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第第第第
だい

2222 章章章章
しょう

    第第第第
だい

2222次次次次
じ

佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町健康健康健康健康
けんこう

づくりづくりづくりづくり行動行動行動行動
こうどう

計画計画計画計画
けいかく

    

    

ⅠⅠⅠⅠ....「「「「健健健健
けん

康康康康
こう

づくりづくりづくりづくりをすすめるためにをすすめるためにをすすめるためにをすすめるために…………地地地地
ち

域域域域
いき

全全全全
ぜん

体体体体
たい

としてのとしてのとしてのとしての役割役割役割役割
やくわり

」」」」    

 

 

  佐呂間町健
けん

康
こう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

では地域
ち い き

全体
ぜんたい

で健
けん

康
こう

づくりを支
ささ

えるために、

それぞれがどのような役割
やくわり

をもっているのかを示
しめ

しています。佐呂間町の

現 状
げんじょう

を振
ふ

り返
かえ

り、今後
こ ん ご

さらに期待
き た い

される役割
やくわり

を整理
せ い り

しました。 

 

 

 

  ▼町 民
ちょうみん

一人
ひ と り

ひとりに期待
き た い

されている役割
やくわり

 

    

これから親
おや

となる世代
せ だ い

、そして、現
げん

在
ざい

子
こ

育
そだ

てしている世代
せ だ い

の人
ひと

にとって

は、安心
あんしん

して産
う

み育
そだ

てることができるのがもっとも大切
たいせつ

です。そして、小
ちい

さ

い頃
ころ

から「生
い

きていく 力
ちから

を 育
はぐく

むこと」が「将 来
しょうらい

の病気
びょうき

予防
よ ぼ う

」に大
おお

きく関
かん

係
けい

していることを意識
い し き

した子育
こ そ だ

ても同時
ど う じ

に求
もと

められています。佐呂間町に

ある様々
さまざま

な子
こ

育
そだ

てに関
かん

する情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

やサービスを上手
じょうず

に利用
り よ う

しながら、

不安
ふ あ ん

の少
すく

ない子
こ

育
そだ

てと子
こ

どもの健
けん

康
こう

に配慮
はいりょ

した子
こ

育
そだ

てをおこなうことが大
たい

切
せつ

です。 

また、自分
じ ぶ ん

の健康
けんこう

状 態
じょうたい

がどうなっているのかを知
し

ることが、将 来
しょうらい

起
お

こ

り得
う

る大
おお

きな 病
びょう

気
き

の予防
よ ぼ う

につながることから、特
とく

に 40歳
さい

から 74歳
さい

まで

の人
ひと

は１年
ねん

に１回
かい

の健康
けんこう

診
しん

査
さ

を受診
じゅしん

することが大切
たいせつ

です。さらに、ストレ

スを抱
かか

えやすい 働
はたら

き盛
ざか

り世代
せ だ い

の人
ひと

は、悩
なや

みや不安
ふ あ ん

を抱
かか

えこまないで、信頼
しんらい

できる人
ひと

へ相談
そうだん

することが大切
たいせつ

です。 

 

 

▼ 地域
ち い き

住 民
じゅうみん

団体
だんたい

に期待
き た い

されている役割
やくわり

 

（自治会
じ ち か い

、町 内 会
ちょうないかい

、各種
かくしゅ

ボランティア団体
だんたい

、青年
せいねん

女性
じょせい

団体
だんたい

、民生
みんせい

委員
い い ん

など） 

    

将 来
しょうらい

を担
にな

う子
こ

どもたちの健
けん

康
こう

について 考
かんが

えたり、安心
あんしん

して子
こ

育
そだ

てがで
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きる環 境
かんきょう

整備
せ い び

に関
かん

する取
と

り組
く

み、健
けん

康
こう

づくりに関
かん

する情 報
じょうほう

交換
こうかん

、勉 強 会
べんきょうかい

、

講演会
こうえんかい

など、地
ち

域
いき

の集
あつ

まりや団
だん

体
たい

でおこなうことなどが期
き

待
たい

されています。 

特
とく

に、地域内
ち い き な い

で積 極 的
せっきょくてき

に健康
けんこう

診
しん

査
さ

を受
う

けるための周知
しゅうち

協 力
きょうりょく

、閉
と

じこも

りや認知症
にんちしょう

に関
かん

する声
こえ

かけなどの支援
し え ん

、子
こ

どもや子
こ

育
そだ

てをしている若
わか

い世
せ

代
だい

と高
こう

齢
れい

者
しゃ

がふれあいをもてる機会
き か い

を設
もう

けるなどが必要
ひつよう

で、地域
ち い き

住 民
じゅうみん

団体
だんたい

の役割
やくわり

が期待
き た い

されます。 

 

 

  ▼保育所
ほ い く し ょ

、子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

センターの役割
やくわり

 

    

保育所
ほ い く し ょ

は、心身
しんしん

ともに元気
げ ん き

に活動
かつどう

できる場
ば

を提 供
ていきょう

し、基本的
き ほ ん て き

な生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

を身
み

につけること、集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

の中
なか

で社会性
しゃかいせい

やルールを身
み

につけることがで

きるような保育
ほ い く

と教 育
きょういく

をおこなっています。ここ数年
すうねん

の 間
あいだ

には、発達
はったつ

に

心配
しんぱい

のある子
こ

どもを支援
し え ん

するため、家庭
か て い

での様子
よ う す

について保護者
ほ ご し ゃ

に確認
かくにん

し、

保護者
ほ ご し ゃ

、発達
はったつ

支援
し え ん

専門
せんもん

機関
き か ん

、保健
ほ け ん

師
し

と連携
れんけい

しながら保育
ほ い く

の場面
ば め ん

で発達
はったつ

を 促
うなが

すための 働
はたら

きかけをおこなっています。 

   子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

センターは 0歳児
さ い じ

から保育所
ほ い く し ょ

に通所
つうしょ

するまでの親子
お や こ

を対 象
たいしょう

に、

保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

・子
こ

ども同士
ど う し

の仲
なか

間
ま

づくりの場
ば

、子
こ

育
そだ

てに関
かん

する相
そう

談
だん

や 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

の場
ば

、親子
お や こ

のふれあいの場
ば

として、保護者
ほ ご し ゃ

が子育
こ そ だ

ての悩
なや

みや不
ふ

安
あん

を軽
けい

減
げん

し、子
こ

ども達
たち

が様々
さまざま

な経験
けいけん

を通
とお

して心身
しんしん

ともに健
すこ

やかな成 長
せいちょう

ができるよ

う、子
こ

育て
そ だ て

全般
ぜんぱん

を通
とお

した支援
し え ん

をおこなう役割
やくわり

を担
にな

います。 

 

 

▼発達
はったつ

支援
し え ん

専門
せんもん

機関
き か ん

（母子
ぼ し

通園
つうえん

センター、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス）の役割
やくわり

 

  

「こころ」「からだ」「ことば」の発達
はったつ

に心配
しんぱい

のある子
こ

どもたちの相談
そうだん

と

支援
し え ん

をする機関
き か ん

です。子
こ

どもに適
てき

した遊
あそ

びや療 育
りょういく

・指導
し ど う

をおこない、発達
はったつ

を 促
うなが

し、さらに、学校
がっこう

、保育所
ほ い く し ょ

など関係
かんけい

する機関
き か ん

と連携
れんけい

をとりながら支援
し え ん

をしています。子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりの年齢
ねんれい

や発達
はったつ

に応
おう

じて、個別
こ べ つ

または集 団
しゅうだん

の中
なか

で成 長
せいちょう

を 促
うなが

すための相談
そうだん

と支援
し え ん

の役割
やくわり

を担
にな

います。 
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▼小 学 校
しょうがっこう

、中 学 校
ちゅうがっこう

、高校
こうこう

、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

センターの役割
やくわり

 

  

生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

の基礎
き そ

が作
つく

られる重 要
じゅうよう

な生活
せいかつ

の場
ば

として、日頃
ひ ご ろ

の生活
せいかつ

指導
し ど う

や

教 育
きょういく

活動
かつどう

を通
つう

じて子
こ

どもたちに健
けん

康
こう

づくりの大
たい

切
せつ

さを伝
つた

える場
ば

です。近年
きんねん

では、家庭
か て い

や地域
ち い き

と学校
がっこう

が連携
れんけい

した健康
けんこう

教 育
きょういく

をおこなうなど、学
がっ

校
こう

だけに

とどまらない取
と

り組
く

みがされており、継続的
けいぞくてき

におこなうことが求
もと

められて

います。 

食 生 活
しょくせいかつ

では学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

センターと学校
がっこう

が連携
れんけい

して、保護者
ほ ご し ゃ

と一緒
いっしょ

に

食 生 活
しょくせいかつ

を 考
かんが

える場
ば

を 提 供
ていきょう

し学校
がっこう

と家庭
か て い

が一緒
いっしょ

に 食
しょく

を 考
かんが

える機会
き か い

が増
ふ

えています。特
とく

に、栄養
えいよう

教諭
きょうゆ

は児童
じ ど う

生徒
せ い と

への 食 教 育
しょくきょういく

の中 心 的
ちゅうしんてき

な役
やく

割
わり

を担
にな

い、健
けん

康
こう

な 体
からだ

づくりのために必
ひつ

要
よう

な 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

をおこないます。 

 

※注 栄養
えいよう

教諭
きょうゆ

は食 育
しょくいく

指導
し ど う

と 給 食
きゅうしょく

管理
か ん り

を一体
いったい

のものとしておこない、学 級
がっきゅう

活動
かつどう

、教科
きょうか

、学校
がっこう

行事
ぎょうじ

等
など

を通
つう

じて児童
じ ど う

生徒
せ い と

に 食
しょく

に関
かん

する集団的
しゅうだんてき

な指導
し ど う

を

おこないます。 

 

 

▼職場
しょくば

（企業
きぎょう

、法人
ほうじん

、組合
くみあい

、団体
だんたい

等
など

）に期待
き た い

される役割
やくわり

 

  

1日
にち

の生
せい

活
かつ

の中
なか

で多
おお

くの時
じ

間
かん

を過
す

ごす場所
ば し ょ

であり、健康
けんこう

の確保
か く ほ

と仕事
し ご と

の

両 立
りょうりつ

が求
もと

められます。職場内
しょくばない

では子
こ

育
そだ

てをしやすい環 境
かんきょう

や制度
せ い ど

をととの

えること、禁煙
きんえん

や分煙
ぶんえん

の取
と

り組
く

みをおこなうことは必
ひっ

須
す

の 条
じょう

件
けん

となります。

働
はたら

く人
ひと

の健
けん

康
こう

を守
まも

ることは事業主
じぎょうぬし

の責任
せきにん

です。生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

やうつ 病
びょう

等
など

の 心
こころ

の健康
けんこう

に関する
か ん す る

問題
もんだい

が増
ふ

えている中
なか

で、職場
しょくば

での生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

予防
よ ぼ う

や

ストレス対策
たいさく

など健康
けんこう

教 育
きょういく

の取
と

り組
く

みが増
ふ

えることが期待
き た い

されています。 

 

 

▼医療
いりょう

機関
き か ん

 

  

佐呂間町は産科
さ ん か

婦人科
ふ じ ん か

がないため、妊 娠 中
にんしんちゅう

の健康
けんこう

管理
か ん り

は 町 外
ちょうがい

の医療
いりょう

機関
き か ん

の指導
し ど う

が重 要
じゅうよう

な役割
やくわり

を担
にな

っています。特
とく

に出産後
しゅっさんご

においては、未熟児
み じ ゅ く じ

など発育
はついく

や発達
はったつ

の支援
し え ん

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

には、養育者
よういくしゃ

の支援
し え ん

を目的
もくてき

として関
かか

わ
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る保健
ほ け ん

師
し

などに対
たい

し専門的
せんもんてき

視点
し て ん

からアドバイスをおこなうなどの役割
やくわり

を担
にな

っています。 

また、特定
とくてい

健康
けんこう

診査
し ん さ

が始
はじ

まり、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

で治療
ちりょう

している方
かた

も健康
けんこう

診査
し ん さ

の受診
じゅしん

対 象
たいしょう

であることから、特定
とくてい

健診
けんしん

を実施
じ っ し

する機関
き か ん

や保健
ほ け ん

指導
し ど う

をおこな

う機関
き か ん

と連携
れんけい

をとりながら、健診
けんしん

受診後
じ ゅ し ん ご

の治療
ちりょう

が必要
ひつよう

な方
かた

についても生活
せいかつ

指導
し ど う

をおこなうことが大切
たいせつ

です。 

 

 

  ▼保健所
ほ け ん じ ょ

（網走
あばしり

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

事務所紋別
じ む し ょ も ん べ つ

地域
ち い き

保健部
ほ け ん ぶ

） 

    

北海道
ほっかいどう

の健康
けんこう

づくりにかかる現 状
げんじょう

、課題
か だ い

、地域
ち い き

の特 徴
とくちょう

を調査
ちょうさ

し、感 染 症
かんせんしょう

の情 報
じょうほう

や人口
じんこう

推移
す い い

の他
ほか

、北海道
ほっかいどう

全域
ぜんいき

の保健
ほ け ん

情 報
じょうほう

をとりまとめています。

市町村
しちょうそん

と 協 力
きょうりょく

しながら、食 品
しょくひん

や飲 料
いんりょう

の衛生
えいせい

対策
たいさく

、生活
せいかつ

環 境
かんきょう

に関連
かんれん

した

サービス、精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

や難 病
なんびょう

の方
かた

たちの支援
し え ん

、健康
けんこう

づくりの啓発
けいはつ

普及
ふきゅう

、

医療
いりょう

、看護
か ん ご

、保健
ほ け ん

、栄養
えいよう

・食 品
しょくひん

衛生
えいせい

など専門
せんもん

分野
ぶ ん や

の方
かた

たちへの研 修 会
けんしゅうかい

な

どをおこなっています。 

 

 

  ▼福祉
ふ く し

サービス機関
き か ん

 

    

高齢
こうれい

になっても、 障
しょう

がいを持
も

っていても、自分
じ ぶ ん

らしい自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

れるように、家庭
か て い

、地域
ち い き

、あるいは施設
し せ つ

の中
なか

で支
ささ

えながら、その実現
じつげん

のた

めに役割
やくわり

を担
にな

っているのが福祉
ふ く し

サービス機関
き か ん

です。佐呂間町には、福祉
ふ く し

サ

ービス事業所
じぎょうしょ

（５ヶ所
か し ょ

）、特別
とくべつ

養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホームなどの機関
き か ん

があります。これ

からは、介護
か い ご

予防
よ ぼ う

に視点
し て ん

をあてた健康
けんこう

づくりを進
すす

めるにあたり、福祉
ふ く し

サー

ビス機関
き か ん

の知識
ち し き

や経験
けいけん

を広
ひろ

く家
か

庭
てい

や地
ち

域
いき

に広
ひろ

める役
やく

割
わり

をもっています。 

 

 

▼佐呂間町 

    

   住 民
じゅうみん

の健康
けんこう

や生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

に関
かん

する様々
さまざま

な情 報
じょうほう

を把握
は あ く

し、すべての年代
ねんだい

の健康
けんこう

づくりと病気
びょうき

の予防
よ ぼ う

に関
かん

すること、高齢者
こうれいしゃ

や 障
しょう

がいを持
も

っている方
かた
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の福祉
ふ く し

や介護
か い ご

に関
かん

すること、医療
いりょう

保険
ほ け ん

や介護
か い ご

保険
ほ け ん

の給付
きゅうふ

に関
かん

すること、な

どの相談
そうだん

や手続
て つ づ

きなどをおこないます。 

   特
とく

に、健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

では地域
ち い き

全体
ぜんたい

で健康
けんこう

を支
ささ

えあう仕組
し く

みを作
つく

る

ことを目指
め ざ

していることから、関係
かんけい

機関
き か ん

と 協 力
きょうりょく

し、健
けん

康
こう

を支
ささ

えあう仕組
し く

み

づくりの中 核
ちゅうかく

を担
にな

います。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

―解説
かいせつ

― 

健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

については、それぞれの立場
た ち ば

によって担
にな

う役割
やくわり

が違
ちが

っています。個人
こ じ ん

は積 極 的
せっきょくてき

に健康
けんこう

づくりのサービスを利用
り よ う

して自分
じ ぶ ん

の

健康度
け ん こ う ど

を高
たか

めることが必要
ひつよう

です。また、地域
ち い き

コミュニティや関係
かんけい

する機関
き か ん

は、個人
こ じ ん

が健康
けんこう

づくりに取
と

り組
く

みやすい環 境
かんきょう

を 整
ととの

える役割
やくわり

を担
にな

うこと

により、それぞれの立場
た ち ば

で積 極 的
せっきょくてき

に個人
こ じ ん

に向
む

けて情 報
じょうほう

を発信
はっしん

すること

が大切
たいせつ

です。 



 41

ⅡⅡⅡⅡ....「「「「７７７７つのつのつのつの領 域領 域領 域領 域
りょういき

」」」」そのそのそのその課題課題課題課題
か だ い

とととと対策対策対策対策
たいさく

    

    

     佐呂間町が目指
め ざ

す目 標
もくひょう

の実現
じつげん

にむけて、町
まち

の現 状
げんじょう

や各種
かくしゅ

データをもとに 7

つの領 域
りょういき

による健康
けんこう

課題
か だ い

と対策
たいさく

を整理
せ い り

しました。佐呂間町は第２次
だ い に じ

計画
けいかく

のス

タートから１０年間
ねんかん

について、後 述
こうじゅつ

で示
しめ

す内容
ないよう

を 柱
はしら

として、健康
けんこう

づくりを

推進
すいしん

していきます。 

    

    

１１１１．．．．循環器循環器循環器循環器
じゅんかんき

対策対策対策対策
たいさく

    

    

    

    （（（（1111））））    循環器循環器循環器循環器
じゅんかんき

疾患疾患疾患疾患
しっかん

対策対策対策対策
たいさく

におけるにおけるにおけるにおける課題課題課題課題
か だ い

    

 

     佐呂間町健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

（以下：健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

）および佐呂間町特定
とくてい

健康
けんこう

診査
し ん さ

（以下：特定
とくてい

健診
けんしん

）受診者
じゅしんしゃ

の 状 況
じょうきょう

をみると、佐呂間町は男女
だんじょ

とも

に肥満者
ひ ま ん し ゃ

の割合
わりあい

が全国
ぜんこく

と比較
ひ か く

して高
たか

い 状 況
じょうきょう

です。また、平成
へいせい

23年度
ね ん ど

の特定
とくてい

健診
けんしん

によるメタボリックシンドロームの 状 況
じょうきょう

では該当者
がいとうしゃ

と予備軍
よ び ぐ ん

をあわ

せると受診者
じゅしんしゃ

の2割
わり

を超
こ

えており、年々
ねんねん

増加
ぞ う か

の傾向
けいこう

を示
しめ

しています。 

メタボリックシンドロームの改善
かいぜん

により、高血圧症
こうけつあつしょう

、 糖 尿 病
とうにょうびょう

、脂質
し し つ

異 常 症
いじょうしょう

を予防
よ ぼ う

し、腎臓
じんぞう

障 害
しょうがい

、脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

、心臓
しんぞう

疾患
しっかん

の重 篤
じゅうとく

な病気
びょうき

になら

ないような生活
せいかつ

を送る
お く る

ことが大切
たいせつ

ですが、佐呂間町介護
か い ご

認定
にんてい

申請
しんせい

の記載
き さ い

から

把握
は あ く

した介護
か い ご

要因
よういん

は脳血管
のうけっかん

疾患
しっかん

が 最
もっと

も多
おお

く、これに 伴
ともな

い介護度
か い ご ど

も高
たか

くなっ

ています。 

一方
いっぽう

、佐呂間町の特 徴 的
とくちょうてき

な疾患
しっかん

に視点
し て ん

をあてると、虚血性心
きょけつせいしん

疾患
しっかん

が要因
よういん

と

なった死亡
し ぼ う

について、標 準 化
ひょうじゅんか

死亡比
し ぼ う ひ

※により北海道
ほっかいどう

全体
ぜんたい

および管内
かんない

と比較
ひ か く

した場合
ば あ い

では、男女
だんじょ

ともに突 出
とっしゅつ

して高
たか

い指数
し す う

を示
しめ

しています。虚血性心
きょけつせいしん

疾患
しっかん

の大
おお

きな要因
よういん

としては高血圧症
こうけつあつしょう

ですが、佐呂間町国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

加入者
かにゅうしゃ

の

医療
いりょう

受診
じゅしん

件数
けんすう

及び医療費
い り ょ う ひ

の全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

で 最
もっと

も高
たか

いのが高血圧症
こうけつあつしょう

で

す。高血圧症
こうけつあつしょう

で治療
ちりょう

に結
むす

びついている人が多
おお

いにも関
かか

わらず虚血性心
きょけつせいしん

疾患
しっかん

による死亡率
し ぼ う り つ

が高
たか

い理由
り ゆ う

は、「治 療 中
ちりょうちゅう

であっても血圧
けつあつ

コントロールが不良
ふりょう

で

ある」ことが 考
かんが

えられます。 
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         ※ 標準化
ひょうじゅんか

死亡比
し ぼ う ひ

：全国
ぜんこく

で基準
きじゅん

となる死亡
し ぼ う

状 況
じょうきょう

（人口
じんこう

10万対
まんたい

の死亡数
し ぼ う す う

）を基
もと

に、

佐呂間町の年齢
ねんれい

構成
こうせい

から予測
よ そ く

される死亡数
し ぼ う す う

と実際
じっさい

の死亡数
し ぼ う す う

を比較
ひ か く

したもの    

    

    

    （（（（2222））））    循環器循環器循環器循環器
じゅんかんき

疾患疾患疾患疾患
しっかん

にににに関係関係関係関係
かんけい

するするするする佐呂間佐呂間佐呂間佐呂間町 民町 民町 民町 民
ちょうみん

のののの特 徴特 徴特 徴特 徴
とくちょう

    

 

① 虚血性心
きょけつせいしん

疾患者
しっかんしゃ

が併
あわ

せ持
も

つ基礎
き そ

疾患
しっかん

の第
だい

1位
い

は高血圧症
こうけつあつしょう

、2位
い

は

脂質
し し つ

異 常 症
いじょうしょう

、3位
い

は 糖 尿 病
とうにょうびょう

となっています。（レセプト分析
ぶんせき

） 

 

② 高血圧症
こうけつあつしょう

治療者
ちりょうしゃ

は、60歳代
さいだい

から急 増
きゅうぞう

します。（レセプト分析
ぶんせき

） 

 

③ 特定
とくてい

健診
けんしん

受診者
じゅしんしゃ

で高血圧
こうけつあつ

治 療 中
ちりょうちゅう

のうち、約半数
やくはんすう

は血圧
けつあつ

コントロール

が不良
ふりょう

です。（特定
とくてい

健診
けんしん

） 

 

④ 虚血性心
きょけつせいしん

疾患者
しっかんしゃ

の特定
とくてい

健診
けんしん

受診
じゅしん

状 況
じょうきょう

では高血圧症
こうけつあつしょう

は治 療 中
ちりょうちゅう

であ

っても健
けん

診
しん

結果
け っ か

のデータはコントロール不良
ふりょう

です。また、血糖値
け っ と う ち

の改善
かいぜん

もみられません。（レセプト分析
ぶんせき

、特定
とくてい

健診
けんしん

） 

 

⑤ メタボリックシンドロームは男女
だんじょ

ともに年齢
ねんれい

が上
あ

がると該当者
がいとうしゃ

が多
おお

くなります。（特定
とくてい

健診
けんしん

） 

 

⑥ メタボリックシンドローム診断
しんだん

項目
こうもく

の重
かさ

なりは、1位
い

：高血糖
こうけっとう

・脂質
し し つ

異常
いじょう

、2位
い

：高血圧症
こうけつあつしょう

・高血糖
こうけっとう

、3位
い

：高血圧症
こうけつあつしょう

・高血糖
こうけっとう

・脂質
し し つ

異常
いじょう

、

となっています。（特定
とくてい

健診
けんしん

） 

 

⑦ ナトリウム 摂 取 量
せっしゅりょう

（ 食 塩
しょくえん

相 当 量
そうとうりょう

換算
かんざん

）の平均
へいきん

は、各年代
かくねんだい

とも

目 標 量
もくひょうりょう

を上回
うわまわ

っており、食 塩
しょくえん

摂 取 量
せっしゅりょう

の分布
ぶ ん ぷ

では10ｇ以上
いじょう

～15ｇ

未満
み ま ん

で摂取
せっしゅ

している方
かた

が 最
もっと

も多
おお

いです。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑧ 食 物
しょくもつ

繊維
せ ん い

摂 取 量
せっしゅりょう

はどの年代
ねんだい

も 目 標 量
もくひょうりょう

を超
こ

えている割合
わりあい

は低
ひく

いで

す。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 
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⑨ 男性
だんせい

では約半数
やくはんすう

の方
かた

が飲酒
いんしゅ

習 慣
しゅうかん

ありと答
こた

えています。また、過剰
かじょう

な

アルコール摂取
せっしゅ

をする方
かた

もみられます。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑩ 特定
とくてい

健診
けんしん

受診者
じゅしんしゃ

のうち、 週
しゅう

2日
か

以上
いじょう

1回
かい

に30分
ぷん

以上
いじょう

の運動
うんどう

を1年
ねん

以上
いじょう

継続
けいぞく

している方
かた

は受診者
じゅしんしゃ

の3割
わり

に満
み

たない 状 況
じょうきょう

です。(特定
とくてい

健診
けんしん

) 

    

    

（（（（3333））））    課題課題課題課題
か だ い

のののの解決解決解決解決
かいけつ

にににに向向向向
む

けたけたけたけた取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみ    

 

循環器
じゅんかんき

疾患
しっかん

にかかる危険
き け ん

を減
へ

らすためには、妊娠
にんしん

時期
じ き

から母親
ははおや

の食 生 活
しょくせいかつ

を 考
かんが

えること、乳幼児期
にゅうようじき

から 食 習 慣
しょくしゅうかん

や運動
うんどう

習 慣
しゅうかん

を 整
ととの

えることが大切
たいせつ

で

す。また、成人期
せ い じ ん き

から高齢期
こ う れ い き

にかけては自分
じ ぶ ん

の 体
からだ

の状 態
じょうたい

を定期的
て い き て き

に確認
かくにん

す

るために、健康
けんこう

な方
かた

はもちろんのこと、治 療 中
ちりょうちゅう

であっても特定
とくてい

健診
けんしん

を受診
じゅしん

して、生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

改善
かいぜん

に向
む

けた適切
てきせつ

な保健
ほ け ん

指導
し ど う

を受
う

けることが重 要
じゅうよう

です。

そのため、健診
けんしん

を受診
じゅしん

しやすい環 境
かんきょう

整備
せ い び

、保健
ほ け ん

指導
し ど う

体制
たいせい

の強化
きょうか

、地域
ち い き

全体
ぜんたい

に食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

や健康
けんこう

運動
うんどう

に取
と

り組
く

むための情 報
じょうほう

などを定期的
て い き て き

に発信
はっしん

する

など、様々
さまざま

な機会
き か い

を通
つう

じておこないます。    

    

    

（（（（4444））））    取取取取
と

りりりり組組組組
く

みのみのみのみの場所場所場所場所
ば し ょ

やややや方法方法方法方法
ほうほう

    

 

◆具体的
ぐ た い て き

な取
と

り組
く

みは以下
い か

のとおりです。 

 

①①①①    減塩減塩減塩減塩
げんえん

やややや野菜野菜野菜野菜
や さ い

摂取摂取摂取摂取
せっしゅ

などなどなどなど 食 習 慣食 習 慣食 習 慣食 習 慣
しょくしゅうかん

、、、、肥満肥満肥満肥満
ひ ま ん

予防予防予防予防
よ ぼ う

、、、、健康健康健康健康
けんこう

運動運動運動運動
うんどう

などになどになどになどに関関関関
かん

するするするする健康健康健康健康
けんこう

教 育教 育教 育教 育
きょういく

をををを継続的継続的継続的継続的
けいぞくてき

にににに取取取取
と

りりりり組組組組
く

みますみますみますみます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・家庭
か て い

訪問
ほうもん

、健康
けんこう

相談
そうだん

等
など

でおこないます。 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

、企業
きぎょう

や団体
だんたい

に対
たい

する健康
けんこう

教 育
きょういく

等
など

でおこな

います。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダーにより情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないます。 
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②②②②    野菜野菜野菜野菜
や さ い

料理料理料理料理
りょうり

、、、、減塩減塩減塩減塩
げんえん

料理料理料理料理
りょうり

等等等等
など

にににに関関関関
かん

するするするするレシピレシピレシピレシピのののの作成作成作成作成
さくせい

やややや情 報情 報情 報情 報
じょうほう

提 供提 供提 供提 供
ていきょう

をおこなをおこなをおこなをおこな

いますいますいますいます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

推進員
すいしんいん

等
など

の 協 力
きょうりょく

により、野菜
や さ い

料理
りょうり

、減塩
げんえん

料理
りょうり

のレシ

ピ作成
さくせい

や普及
ふきゅう

をおこないます。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダーによりレシピを掲載
けいさい

します。 

 

③③③③    特定特定特定特定
とくてい

健診健診健診健診
けんしん

のののの受診率受診率受診率受診率
じゅしんりつ

向 上向 上向 上向 上
こうじょう

をををを目指目指目指目指
め ざ

しししし、、、、様様様様々々々々
さまざま

なななな機会機会機会機会
き か い

をををを通通通通
つう

じてじてじてじて受診受診受診受診
じゅしん

勧 奨勧 奨勧 奨勧 奨
かんしょう

をををを

おこないますおこないますおこないますおこないます。。。。    

 

 【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・Ｍ Ｒ Ｉ
エムアールアイ

による 頭
あたま

の検診
けんしん

、子宮
しきゅう

・ 乳
にゅう

がん検診
けんしん

等
など

により勧 奨
かんしょう

をお

こないます。 

・健
けん

診
しん

結果
け っ か

説明会
せつめいかい

で継続
けいぞく

受診
じゅしん

勧 奨
かんしょう

をおこないます。 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

、各種
かくしゅ

団体
だんたい

等
など

の健康
けんこう

教 室
きょうしつ

等
など

で勧 奨
かんしょう

をおこ

ないます。 

・家庭
か て い

訪問
ほうもん

、健康
けんこう

相談
そうだん

等
など

で勧 奨
かんしょう

をおこないます。 

・受診
じゅしん

による特典
とくてん

として、サロマゲンキマイレージポイントの発行
はっこう

を

おこないます。 

 

④④④④    メタボリックシンドロームメタボリックシンドロームメタボリックシンドロームメタボリックシンドローム、、、、適正適正適正適正
てきせい

飲酒飲酒飲酒飲酒
いんしゅ

指導指導指導指導
し ど う

をををを継続的継続的継続的継続的
けいぞくてき

にににに取取取取
と

りりりり組組組組
く

みますみますみますみます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・特定
とくてい

保健
ほ け ん

指導
し ど う

による個別
こ べ つ

訪問
ほうもん

プログラムにより、対 象 者
たいしょうしゃ

に継続的
けいぞくてき

に支援
し え ん

します。 

・健
けん

診
しん

結果
け っ か

説明会
せつめいかい

で情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないます。 

・家庭
か て い

訪問
ほうもん

や、健康
けんこう

相談
そうだん

によりおこないます。 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

、企業
きぎょう

・団体
だんたい

の健康
けんこう

教 育
きょういく

等
とう

をおこないます。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダーにより啓発
けいはつ

をおこないます。 
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⑤⑤⑤⑤    高血圧症高血圧症高血圧症高血圧症
こうけつあつしょう

をををを予防予防予防予防
よ ぼ う

するするするする指導指導指導指導
し ど う

やややや治療治療治療治療
ちりょう

効果効果効果効果
こ う か

をあげるをあげるをあげるをあげる支援支援支援支援
し え ん

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・特定
とくてい

健診
けんしん

受診者
じゅしんしゃ

で高血圧症
こうけつあつしょう

による要指導
よ う し ど う

、要医療
よういりょう

となった方
かた

に対
たい

し、結果
け っ か

説明会
せつめいかい

、特定
とくてい

保健
ほ け ん

指導
し ど う

等
など

、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

により継続的
けいぞくてき

に支援
し え ん

します。 

・特定
とくてい

保健
ほ け ん

指導
し ど う

により、個別
こ べ つ

の減塩
げんえん

指導
し ど う

をおこないます。 

・家庭
か て い

訪問
ほうもん

、健康
けんこう

相談
そうだん

により高血圧症
こうけつあつしょう

治 療 中
ちりょうちゅう

の方に対
たい

し保健
ほ け ん

指導
し ど う

を

おこないます。 

・高齢者
こうれいしゃ

が定期
て い き

受診
じゅしん

を通
つう

じて適切
てきせつ

な治療
ちりょう

、コントロールができるた

めの環 境
かんきょう

整備
せ い び

をおこないます。 

 

⑥⑥⑥⑥    循環器循環器循環器循環器
じゅんかんき

疾患疾患疾患疾患
しっかん

のののの予防予防予防予防
よ ぼ う

のためにのためにのためにのために、、、、武道館武道館武道館武道館
ぶ ど う か ん

温水温水温水温水
おんすい

プールプールプールプールがががが実施実施実施実施
じ っ し

するするするする運動運動運動運動
うんどう

指導指導指導指導
し ど う

事業事業事業事業
じぎょう

やややや運動運動運動運動
うんどう

相談相談相談相談
そうだん

事業事業事業事業
じぎょう

のののの利用利用利用利用
り よ う

をすすめますをすすめますをすすめますをすすめます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・健
けん

診
しん

結果
け っ か

説明
せつめい

、特定
とくてい

保健
ほ け ん

指導
し ど う

により利用
り よ う

をすすめます。 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

、各種
かくしゅ

健康
けんこう

教 育
きょういく

事業
じぎょう

により利用
り よ う

をすすめま

す。 

・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

事業
じぎょう

により利用
り よ う

をすすめます。 

    

    

    

２２２２．．．．食 生 活食 生 活食 生 活食 生 活
しょくせいかつ

、、、、栄養栄養栄養栄養
えいよう

    

 

 

（（（（1111））））    食 生 活食 生 活食 生 活食 生 活
しょくせいかつ

、、、、栄養栄養栄養栄養
えいよう

にににに関関関関
かん

するするするする課題課題課題課題
か だ い

    

 

健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

の 状 況
じょうきょう

から、カルシウムの摂 取 量
せっしゅりょう

は依然
い ぜ ん

として少
すく

な

く、どの年代
ねんだい

も推定
すいてい

平均
へいきん

必 要 量
ひつようりょう

に達
たっ

していない方
かた

の割合
わりあい

が高
たか

い 状 況
じょうきょう

です。

特
とく

に成長期
せいちょうき

の年代
ねんだい

でも不足
ふ そ く

の傾向
けいこう

を示
しめ

しており、健全
けんぜん

な骨
ほね

の発育
はついく

や歯
は

の

健康
けんこう

、運動
うんどう

発達
はったつ

、高齢期
こ う れ い き

の筋骨格系
きんこっかくけい

疾患
しっかん

、骨粗
こ つ そ

しょう症予防
しょうよぼう

等
など

への影 響
えいきょう

が
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心配
しんぱい

されます。3歳児
さ い じ

健康
けんこう

診査
し ん さ

（以下
い か

：3歳児
さ い じ

健診
けんしん

）幼児
よ う じ

の 食 習 慣
しょくしゅうかん

から、

毎日
まいにち

朝 食
ちょうしょく

を食
た

べる3歳児
さ い じ

の割合
わりあい

も減 少
げんしょう

傾向
けいこう

であり、不規則
ふ き そ く

なおやつ習 慣
しゅうかん

もみられるなど生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の芽
め

となる可能性
か の う せ い

も否定
ひ て い

できません。 

若
わか

い年代
ねんだい

の経産婦
け い さ ん ぷ

では、妊 娠 中
にんしんちゅう

に貧血
ひんけつ

等
など

で治療
ちりょう

する方
かた

が増
ふ

えていること

から、胎児
た い じ

への低栄養
ていえいよう

の影 響
えいきょう

が心配
しんぱい

されます。さらに、 朝 食
ちょうしょく

を欠 食
けっしょく

す

る方
かた

は30歳代
さいだい

～40歳代
さいだい

の方
かた

に多
おお

くみられ、特
とく

に女性
じょせい

30歳代
さいだい

は栄養素
え い よ う そ

摂取
せっしゅ

の 偏
かたよ

りによる脂質
し し つ

からのエネルギー摂取
せっしゅ

比率
ひ り つ

が高
たか

い傾向
けいこう

がうかがわれま

す。 

一方
いっぽう

、循環器
じゅんかんき

疾患
しっかん

と関係
かんけい

の深
ふか

い塩分
えんぶん

摂 取 量
せっしゅりょう

（ナトリウムを食 塩
しょくえん

相 当 量
そうとうりょう

に換算
かんざん

した 量
りょう

として）は、男女
だんじょ

ともに 目 標 量
もくひょうりょう

を超
こ

えて摂取
せっしゅ

している方
かた

が

多
おお

い 状 況
じょうきょう

です。また、食 物
しょくもつ

繊維
せ ん い

の摂 取 量
せっしゅりょう

は 目 標 量
もくひょうりょう

を満
み

たしている方
かた

が

少
すく

ないことから、高血圧症
こうけつあつしょう

などの生活
せいかつ

習 慣 病 一
しゅうかんびょういち

次予防
じ よ ぼ う

への影 響
えいきょう

が懸念
け ね ん

されます。 

飲酒
いんしゅ

習 慣
しゅうかん

がある方
かた

のうち、平均的
へいきんてき

なアルコール摂 取 量
せっしゅりょう

が30ｇを超
こ

える

人
ひと

は約
やく

4割
わり

を占
し

めており、特定
とくてい

健診
けんしん

受診者
じゅしんしゃ

の 状 況
じょうきょう

からも飲酒
いんしゅ

と男性
だんせい

肥満
ひ ま ん

の

関連
かんれん

が指摘
し て き

されています。 

 

 

（（（（2222））））    食 生 活食 生 活食 生 活食 生 活
しょくせいかつ

、、、、栄養栄養栄養栄養
えいよう

にににに関係関係関係関係
かんけい

するするするする佐呂間佐呂間佐呂間佐呂間町 民町 民町 民町 民
ちょうみん

のののの特 徴特 徴特 徴特 徴
とくちょう

    

 

① 約
やく

1割
わり

の中 学 生
ちゅうがくせい

が 朝 食
ちょうしょく

をほとんど食
た

べないと回答
かいとう

しています。 

（Ｈ23年
ねん

小 中
しょうちゅう

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

アンケート） 

 

② おやつの時間
じ か ん

や 量
りょう

を決
き

めていない3歳児
さ い じ

は全体
ぜんたい

の約半数
やくはんすう

です。 

（3歳児
さ い じ

健診
けんしん

） 

 

③ カルシウムの摂 取 量
せっしゅりょう

分布
ぶ ん ぷ

の中 心
ちゅうしん

は男女
だんじょ

とも300ｍｇ以上
いじょう

500ｍ 

ｇ未満
み ま ん

でもっとも多
おお

いです。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

④ 20歳代
さいだい

～50歳代
さいだい

で乳 類
にゅうるい

摂 取 量
せっしゅりょう

平均
へいきん

が100ｇを超
こ

えていない 

状 況
じょうきょう

です。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 
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⑤ 食 塩
しょくえん

摂 取 量
せっしゅりょう

平均
へいきん

は20歳代
さいだい

でもっとも高
たか

く、摂 取 量
せっしゅりょう

の分布
ぶ ん ぷ

では 

男女
だんじょ

ともに10ｇ以上
いじょう

15ｇ未満
み ま ん

で 最
もっと

も多
おお

く摂取
せっしゅ

しています。 

（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑥ 漬物
つけもの

の摂 取 量
せっしゅりょう

は、漬物
つけもの

50ｇ以上
いじょう

摂取者
せっしゅしゃ

のほとんどは50歳
さい

以上
いじょう

です。 

（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑦ 野菜
や さ い

摂 取 量
せっしゅりょう

の平均
へいきん

が200ｇを下回
したまわ

っている年代
ねんだい

は30歳代
さいだい

～40 

歳代
さいだい

です。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑧ 食 物
しょくもつ

繊維
せ ん い

摂 取 量
せっしゅりょう

の平均
へいきん

では、30歳代
さいだい

～40歳代
さいだい

で低
ひく

い傾向
けいこう

です。 

（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑨  1日
にち

のアルコール摂 取 量
せっしゅりょう

（熱 量
ねつりょう

ベース）でもっとも高
たか

い年代
ねんだい

は男性
だんせい

 

の40歳代
さいだい

です。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

 

（（（（3333））））    課題課題課題課題
か だ い

のののの解決解決解決解決
かいけつ

にににに向向向向
む

けたけたけたけた取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみ    

 

正
ただ

しい 食 習 慣
しょくしゅうかん

の基礎
き そ

は小
ちい

さい頃
ころ

に形成
けいせい

されるため、乳幼児期
にゅうようじき

から正
ただ

し

いおやつ習 慣
しゅうかん

の定 着
ていちゃく

、偏 食
へんしょく

を少
すく

なくする食 生 活
しょくせいかつ

指導
し ど う

について、保健
ほ け ん

事業
じぎょう

を通
つう

じておこないます。 

また、成長期
せいちょうき

を迎
むか

える時期
じ き

には、食
しょく

の大切
たいせつ

さや正
ただ

しい食 生 活
しょくせいかつ

のあり方
かた

に

ついて学
まな

ぶことが成人
せいじん

を迎
むか

えてからの予防
よ ぼ う

行動
こうどう

につながりやすいため、

教 育
きょういく

委員会
い い ん か い

、学校
がっこう

栄養
えいよう

教諭
きょうゆ

、食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

推進員
すいしんいん

など関係
かんけい

する機関
き か ん

や団体
だんたい

と

連携
れんけい

を図
はか

りながら食 育
しょくいく

をすすめることが大切
たいせつ

です。さらに、妊娠
にんしん

時期
じ き

は

胎児
た い じ

の低栄養
ていえいよう

を予防
よ ぼ う

することが生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

のリスクを軽減
けいげん

することから、

妊娠
にんしん

時期
じ き

から生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

予防
よ ぼ う

を意識
い し き

した食 生 活
しょくせいかつ

指導
し ど う

をおこないます。 

特
とく

に30歳代
さいだい

～40歳代
さいだい

に対
たい

しては、特定
とくてい

保健
ほ け ん

指導
し ど う

や健康
けんこう

教 育
きょういく

を通
つう

じて

食 生 活
しょくせいかつ

指導
し ど う

を継続的
けいぞくてき

におこない、メタボリックシンドロームに起因
き い ん

する

脳血管
のうけっかん

疾患
しっかん

、心
しん

疾患
しっかん

、腎臓
じんぞう

障 害
しょうがい

の予防
よ ぼ う

をおこないます。 
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（（（（4444））））    取取取取
と

りりりり組組組組
く

みのみのみのみの場所場所場所場所
ば し ょ

やややや方法方法方法方法
ほうほう

    

 

◆具体的
ぐ た い て き

な取
と

り組
く

みは以下
い か

のとおりです。 

 

①①①①    乳幼児期乳幼児期乳幼児期乳幼児期
にゅうようじき

のののの食 生 活食 生 活食 生 活食 生 活
しょくせいかつ

、、、、おやつおやつおやつおやつ習 慣習 慣習 慣習 慣
しゅうかん

にににに関関関関
かん

するするするする指導指導指導指導
し ど う

をををを継続的継続的継続的継続的
けいぞくてき

におこないにおこないにおこないにおこない

ますますますます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・乳幼児
にゅうようじ

健診
けんしん

の9・10ヶ月
げつ

児
じ

からおやつ習 慣
しゅうかん

等
など

について指導
し ど う

を強化
きょうか

します。 

・赤
あか

ちゃん相談
そうだん

、子
こ

育
そだ

て自由
じ ゆ う

相談
そうだん

で、おやつ習 慣
しゅうかん

に関
かん

する指導
し ど う

をお

こないます。 

・お 話
はなし

あいあい、パパママたまご教 室
きょうしつ

など、子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

によ

り適切
てきせつ

なおやつ習 慣
しゅうかん

について情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないます。 

    

②②②②    妊産婦妊産婦妊産婦妊産婦
に ん さ ん ぷ

にににに対対対対
たい

しししし食 生 活食 生 活食 生 活食 生 活
しょくせいかつ

指導指導指導指導
し ど う

をををを強化強化強化強化
きょうか

しますしますしますします。。。。    

 

 【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・妊娠
にんしん

届出時
と ど け で じ

の面接
めんせつ

で食 生 活
しょくせいかつ

指導
し ど う

を強化
きょうか

します。 

・パパママたまご教 室
きょうしつ

で妊産婦
に ん さ ん ぷ

に対
たい

する健康
けんこう

教 育
きょういく

をおこないます。 

 

③③③③    減塩減塩減塩減塩
げんえん

、、、、野菜野菜野菜野菜
や さ い

摂取摂取摂取摂取
せっしゅ

、、、、アルコールアルコールアルコールアルコール、、、、 朝 食朝 食朝 食朝 食
ちょうしょく

欠 食欠 食欠 食欠 食
けっしょく

等 食等 食等 食等 食
などしょく

習 慣習 慣習 慣習 慣
しゅうかん

にににに関関関関
かん

するするするする指導指導指導指導
し ど う

をををを継続的継続的継続的継続的
けいぞくてき

におこないますにおこないますにおこないますにおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・特定
とくてい

保健
ほ け ん

指導
し ど う

により、対 象 者
たいしょうしゃ

の課題
か だ い

にあわせた指導
し ど う

をおこないま

す。 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

、各
かく

団体
だんたい

等
など

への健康
けんこう

教 育
きょういく

により継続的
けいぞくてき

に

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないます。 

・家庭
か て い

訪問
ほうもん

、健康
けんこう

相談
そうだん

により、食 生 活
しょくせいかつ

等
など

の相談
そうだん

対応
たいおう

をおこないます。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダーにより啓発
けいはつ

をおこないます。 
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④④④④    関係関係関係関係
かんけい

するするするする機関機関機関機関
き か ん

とととと連携連携連携連携
れんけい

したしたしたした食 生 活食 生 活食 生 活食 生 活
しょくせいかつ

改善改善改善改善
かいぜん

のののの取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみ、、、、地地地地
ち

産地産地産地産地
さ ん ち

消消消消
しょう

などのなどのなどのなどの

食 育食 育食 育食 育
しょくいく

支援支援支援支援
し え ん

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

推進員
すいしんいん

と連携
れんけい

し、野菜
や さ い

料理
りょうり

レシピ、カルシウムレシピ

などを作成
さくせい

し、啓発
けいはつ

普及
ふきゅう

をおこないます。 

・学校
がっこう

栄養
えいよう

教諭
きょうゆ

と連携
れんけい

し、児童
じ ど う

生徒
せ い と

に対
たい

するカルシウムの栄養
えいよう

教 育
きょういく

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

方法
ほうほう

について、また、カルシウムメニューの推進
すいしん

につ

いて検討
けんとう

します 

・地場
じ ば

産品
さんぴん

加工
か こ う

グループによる地元
じ も と

野菜
や さ い

の冷凍
れいとう

加工
か こ う

等
など

に関
かん

する技術
ぎじゅつ

支援
し え ん

をおこない、冬場
ふ ゆ ば

の学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

センターや集 団
しゅうだん

給 食
きゅうしょく

施設
し せ つ

等
とう

による有効
ゆうこう

利用
り よ う

を推進
すいしん

します。 

 

⑤⑤⑤⑤    食 生 活食 生 活食 生 活食 生 活
しょくせいかつ

、、、、栄養栄養栄養栄養
えいよう

にににに関関関関
かん

するするするする調査調査調査調査
ちょうさ

研 究研 究研 究研 究
けんきゅう

をををを推進推進推進推進
すいしん

しますしますしますします。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

、特定
とくてい

健診
けんしん

等
とう

を通
つう

じて定期的
て い き て き

に地域
ち い き

診断
しんだん

をおこ

ない、根拠
こんきょ

に基
もと

づいた情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

、保健
ほ け ん

指導
し ど う

をおこないます。 

 

 

 

３３３３．．．．運動運動運動運動
うんどう

発達発達発達発達
はったつ

・・・・健康健康健康健康
けんこう

運動運動運動運動
うんどう

    

 

 

（（（（1111））））    運動運動運動運動
うんどう

発達発達発達発達
はったつ

・・・・健康健康健康健康
けんこう

運動運動運動運動
うんどう

にににに関関関関
かん

するするするする課題課題課題課題
か だ い

    

  

佐呂間町で実施
じ っ し

している乳幼児
にゅうようじ

健診
けんしん

の 状 況
じょうきょう

から、手先
て さ き

が不器用
ぶ き よ う

であっ

たり、 体
からだ

の動
うご

きがぎこちないお子
こ

さんの中
なか

に、乳児期
に ゅ う じ き

の寝
ね

がえりやお座
すわ

り

の時期
じ き

の遅
おく

れ、ハイハイをしない等
など

、課題
か だ い

を抱
かか

えている場合
ば あ い

があります。

乳幼児期
にゅうようじき

は生 涯
しょうがい

の中
なか

で 最
もっと

も運動
うんどう

機能
き の う

がめまぐるしく発達
はったつ

する時期
じ き

であり、

この時期
じ き

の動
うご

きがその後
ご

の運動
うんどう

機能
き の う

に大
おお

きく 影 響
えいきょう

を与
あた

えるといっても

過言
か ご ん

ではありません。乳児期
に ゅ う じ き

から幼児期
よ う じ き

にかけて正
ただ

しく運動
うんどう

発達
はったつ

を遂
と

げる
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ための関
かか

わりが重 要
じゅうよう

となります。 

成人期
せ い じ ん き

では、運動
うんどう

の取
と

り組
く

みをしている割合
わりあい

が男女
だんじょ

共
とも

に減 少
げんしょう

しており、

運動
うんどう

不足
ぶ そ く

による弊害
へいがい

が危惧
き ぐ

されます。健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

の結果
け っ か

から、肥満
ひ ま ん

の

割合
わりあい

は男女
だんじょ

共
とも

に全国
ぜんこく

調査
ちょうさ

（平成
へいせい

23年度
ね ん ど

国民
こくみん

健康
けんこう

・栄養
えいよう

調査
ちょうさ

結果
け っ か

）よりも高
たか

い割合
わりあい

となっています。肥満
ひ ま ん

は高血圧症
こうけつあつしょう

、糖 尿 病
とうにょうびょう

、脂質
し し つ

異 常 症
いじょうしょう

等、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の 発 症
はっしょう

や悪化
あ っ か

要因
よういん

となり、佐呂間町に 特 徴 的
とくちょうてき

な疾患
しっかん

である

虚血性心
きょけつせいしん

疾患
しっかん

の基盤
き ば ん

となります。健康
けんこう

な時
とき

から、意識的
い し き て き

に 体
からだ

を動かす
う ご か す

習 慣
しゅうかん

が大切
たいせつ

です。 

高齢期
こ う れ い き

では介護
か い ご

要因
よういん

として高
たか

い割合
わりあい

を占
し

めている脳血管
のうけっかん

疾患
しっかん

・筋骨格系
きんこっかくけい

疾患
しっかん

への対策
たいさく

が課題
か だ い

となります。脳血管
のうけっかん

疾患
しっかん

・筋骨格系
きんこっかくけい

疾患
しっかん

は運動
うんどう

機能
き の う

と

密接
みっせつ

に関
かか

わっており、疾患
しっかん

にかかることで運動
うんどう

機能
き の う

の低下
て い か

・生活
せいかつ

機能
き の う

の低
てい

下
か

をきたし、 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

で介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な 状 況
じょうきょう

となります。疾病
しっぺい

予防
よ ぼ う

や運動
うんどう

機能
き の う

の低下
て い か

を防
ふせ

ぐための取
と

り組
く

みが重 要
じゅうよう

です。 

  

 

（（（（2222））））    運動運動運動運動
うんどう

発達発達発達発達
はったつ

・・・・健康健康健康健康
けんこう

運動運動運動運動
うんどう

にににに関係関係関係関係
かんけい

するするするする佐呂間佐呂間佐呂間佐呂間町 民町 民町 民町 民
ちょうみん

のののの特 徴特 徴特 徴特 徴
とくちょう

    

 

① 健康
けんこう

運動
うんどう

を取
と

り組
く

んでいる方
かた

は、男性
だんせい

約
やく

1割
わり

、女性
じょせい

約
やく

2割
わり

と少
すく

ない

傾向
けいこう

です。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

② 運動
うんどう

施設
し せ つ

を活用
かつよう

している方
かた

は、男女
だんじょ

とも1割
わり

に満
み

たない 状 況
じょうきょう

です。 

（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

③ 適正
てきせい

体 重
たいじゅう

を意識
い し き

した取
と

り組
く

み 状 況
じょうきょう

では、「減 量
げんりょう

に成功
せいこう

した」方
かた

と

「現在
げんざい

取
と

り組
く

みを継続
けいぞく

している」方
かた

を合
あ

わせると男女
だんじょ

とも3割
わり

に満
み

たな  

い 状 況
じょうきょう

です。また、半数
はんすう

は「取
と

り組
く

んではいない」と回答
かいとう

していま

す。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

④ 肥満
ひ ま ん

の割合
わりあい

は男性
だんせい

が約
やく

4割
わり

、女性
じょせい

が約
やく

2割
わり

となっており、全国
ぜんこく

調査
ちょうさ

と 

比較
ひ か く

しても高
たか

い割合
わりあい

です。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑤ 1日
にち

の歩数
ほ す う

をみると、前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

に比
くら

べて男性
だんせい

はやや増加
ぞ う か

傾向
けいこう

ですが、 
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女性
じょせい

は減 少
げんしょう

傾向
けいこう

となっています。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑥ 運動
うんどう

に関
かん

する取
と

り組
く

みは、年代
ねんだい

、性別
せいべつ

、問
と

わず低
ひく

くなっています。 

（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑦ 1回
かい

30分
ぷん

以上
いじょう

の運動
うんどう

を 週
しゅう

2日
か

以上
いじょう

行
おこな

い、1年
ねん

以上
いじょう

継続
けいぞく

している方
かた

の 

割合
わりあい

は3割
わり

に満
み

たない 状 況
じょうきょう

です。（特定
とくてい

健診
けんしん

） 

 

⑧ 乳児期
に ゅ う じ き

に歩行器
ほ こ う き

を利用
り よ う

している子
こ

どもの割合
わりあい

が高
たか

いです。 

（H24年
ねん

保育所
ほ い く し ょ

アンケート） 

 

⑨ 3歳児
さ い じ

の起床
きしょう

時間
じ か ん

が遅
おそ

くなっている傾向
けいこう

がみられます。 

（H19～23年度
ね ん ど

 3歳児
さ い じ

健診
けんしん

） 

 

⑩ 3歳児
さ い じ

で朝
あさ

ごはんを「 必
かなら

ず食
た

べる」割合
わりあい

が減 少
げんしょう

しています。 

（H19～23年度
ね ん ど

 3歳児
さ い じ

健診
けんしん

） 

 

⑪ 脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

の方
かた

は介護度
か い ご ど

・障 害
しょうがい

の程度
て い ど

が高
たか

く、筋骨格系
きんこっかくけい

の疾患
しっかん

の方
かた

 

は介護度
か い ご ど

・障 害
しょうがい

の程度
て い ど

が低
ひく

い傾向
けいこう

です。（H23年度
ね ん ど

介護
か い ご

認定
にんてい

申請
しんせい

） 

 

⑫ 年齢
ねんれい

の低
ひく

い方
かた

は脳血管
のうけっかん

疾患
しっかん

で要支援
よ う し え ん

・要介護
よ う か い ご

状 態
じょうたい

になる割合
わりあい

が高
たか

く、 

年齢
ねんれい

の高
たか

い方
かた

は筋骨格系
きんこっかくけい

疾患
しっかん

で認定
にんてい

を受
う

ける割合
わりあい

が高
たか

いです。 

（H23年度
ね ん ど

介護
か い ご

認定
にんてい

申請
しんせい

） 

 

⑬ 男性
だんせい

は脳血管
のうけっかん

疾患
しっかん

で要支援
よ う し え ん

・要介護
よ う か い ご

要因
よういん

となる割合
わりあい

が高
たか

く、女性
じょせい

は 

筋骨格系
きんこっかくけい

の疾患
しっかん

で要支援
よ う し え ん

・要介護
よ う か い ご

要因
よういん

となる割合
わりあい

が高
たか

いです。 

（H23年度
ね ん ど

介護
か い ご

認定
にんてい

申請
しんせい

） 

 

⑭ 高齢者
こうれいしゃ

の約半数
やくはんすう

は歩
ある

く速度
そ く ど

の低下
て い か

を感
かん

じており、介護
か い ご

認定者
にんていしゃ

や介護
か い ご

 

状 態
じょうたい

になるおそれがある高齢者
こうれいしゃ

では8割
わり

が低下
て い か

を感
かん

じており、下肢
か し

 

機能
き の う

が低下
て い か

している割合
わりあい

が高
たか

くなっています。 

（H22年
ねん

高齢者
こうれいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

） 
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（（（（3333））））    課題課題課題課題
か だ い

のののの解決解決解決解決
かいけつ

にににに向向向向
む

けたけたけたけた取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみ    

  

乳児期
に ゅ う じ き

に必要
ひつよう

な運動
うんどう

について、保護者
ほ ご し ゃ

に伝
つた

えていくとともに、運動
うんどう

発達
はったつ

に

心配
しんぱい

のある子
こ

どもへの個別
こ べ つ

支援
し え ん

を提 供
ていきょう

します。また、幼児期
よ う じ き

から学童期
が く ど う き

に

かけては、体
からだ

を使
つか

った遊
あそ

びを積 極 的
せっきょくてき

に勧
すす

め、生活
せいかつ

リズムの大切
たいせつ

さ、朝 食
ちょうしょく

の摂取
せっしゅ

、早寝早
は や ね は や

起
お

きなどの生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

の必要性
ひつようせい

について、乳幼児
にゅうようじ

健康
けんこう

診査
し ん さ

や

相談
そうだん

事業
じぎょう

の場面
ば め ん

で伝
つた

えていくことが必要
ひつよう

です。 

成人期
せ い じ ん き

では、運動
うんどう

習 慣
しゅうかん

の定着化
ていちゃくか

、肥満
ひ ま ん

や生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

に向
む

けて

関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

をとりながら、体 重
たいじゅう

コントロールの大切
たいせつ

さ、そのための

具体的
ぐ た い て き

な運動
うんどう

メニュー、実施
じ っ し

方法
ほうほう

等
など

について指導
し ど う

するとともに、運動
うんどう

施設
し せ つ

の

利用
り よ う

に向
む

けて積 極 的
せっきょくてき

に 働
はたら

きかける必要
ひつよう

があります。 

高齢期
こ う れ い き

では、運動
うんどう

機能
き の う

の低下
て い か

を予防
よ ぼ う

するための運動
うんどう

指導
し ど う

を実施
じ っ し

するとと

もに、介護
か い ご

要因
よういん

である脳血管
のうけっかん

疾患
しっかん

や筋骨格系
きんこっかくけい

疾患
しっかん

の予防
よ ぼ う

に向
む

けて、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に運動
うんどう

を取
と

り入
い

れることが大切
たいせつ

です。 

 

 

（（（（4444））））    取取取取
と

りりりり組組組組
く

みのみのみのみの場所場所場所場所
ば し ょ

やややや方法方法方法方法
ほうほう

    

 

◆具体的
ぐ た い て き

な取
と

り組
く

みは以下
い か

のとおりです。 

 

①①①①    規則正規則正規則正規則正
き そ く た だ

しいしいしいしい生活生活生活生活
せいかつ

リズムリズムリズムリズム、、、、 朝 食朝 食朝 食朝 食
ちょうしょく

のののの摂取摂取摂取摂取
せっしゅ

やややや早寝早早寝早早寝早早寝早
は や ね は や

起起起起
お

きのきのきのきの習 慣習 慣習 慣習 慣
しゅうかん

をををを 促促促促
うなが

しししし

ますますますます。。。。    

 

     【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・母子
ぼ し

事業
じぎょう

（乳幼児
にゅうようじ

健診
けんしん

、赤
あか

ちゃん相談
そうだん

、子
こ

育て
そ だ て

自由
じ ゆ う

相談
そうだん

等
など

）に

より個別
こ べ つ

の 状 況
じょうきょう

にあわせた情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないます。 

・パパママたまご教 室
きょうしつ

で引
ひ

き続
つづ

き「生活
せいかつ

リズムの大切
たいせつ

さ」につい

て健康
けんこう

教 育
きょういく

を実施
じ っ し

します。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダー等
など

で情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をします。 

 

②②②②    乳児期乳児期乳児期乳児期
に ゅ う じ き

のののの運動運動運動運動
うんどう

発達発達発達発達
はったつ

にににに応応応応
おう

じたじたじたじた関関関関
かか

わりわりわりわり方方方方
かた

についてについてについてについて伝伝伝伝
つた

ええええ、、、、個個個個々々々々
こ こ

のののの 順 調順 調順 調順 調
じゅんちょう

なななな

運動運動運動運動
うんどう

発達発達発達発達
はったつ

をををを 促促促促
うなが

しますしますしますします。。。。 
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【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・母子
ぼ し

事業
じぎょう

（乳幼児
にゅうようじ

健診
けんしん

、赤
あか

ちゃん相談
そうだん

、子
こ

育て
そ だ て

自由
じ ゆ う

相談
そうだん

）で運動
うんどう

発達
はったつ

の確認
かくにん

をするとともに、必要
ひつよう

な関
かか

わりについて指導
し ど う

します。 

・パパママたまご教 室
きょうしつ

で「乳児期
に ゅ う じ き

の運動
うんどう

発達
はったつ

」について健康
けんこう

教 育
きょういく

を実施
じ っ し

します。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダー等
など

で乳児期
に ゅ う じ き

の運動
うんどう

発達
はったつ

について、 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をします。 

・母子
ぼ し

通園
つうえん

センターと連携
れんけい

をとりながら、必要
ひつよう

な個別
こ べ つ

支援
し え ん

をおこ

ないます。 

 

③③③③    肥満肥満肥満肥満
ひ ま ん

予防予防予防予防
よ ぼ う

、、、、高血圧高血圧高血圧高血圧
こうけつあつ

予防予防予防予防
よ ぼ う

、、、、生活生活生活生活
せいかつ

習 慣 病習 慣 病習 慣 病習 慣 病
しゅうかんびょう

のののの予防予防予防予防
よ ぼ う

にむけたにむけたにむけたにむけた健康健康健康健康
けんこう

づくりにづくりにづくりにづくりに取取取取
と

りりりり組組組組
く

みますみますみますみます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・妊娠期
に ん し ん き

からの肥満
ひ ま ん

予防
よ ぼ う

、高血圧症
こうけつあつしょう

予防
よ ぼ う

、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

予防
よ ぼ う

にむ

けた運動
うんどう

の必要性
ひつようせい

や運動
うんどう

メニューについて情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

します。 

・特定
とくてい

健診
けんしん

、健
けん

診
しん

結果
け っ か

説明会
せつめいかい

や特定
とくてい

保健
ほ け ん

指導
し ど う

の場
ば

で、運動
うんどう

習 慣
しゅうかん

の

ない方
かた

に家庭
か て い

でできる運動
うんどう

の 紹 介
しょうかい

、武道館
ぶ ど う か ん

温水
おんすい

プールの運動
うんどう

事業
じぎょう

利用
り よ う

を勧
すす

めます。 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

にて健康
けんこう

教 育
きょういく

をおこないます。 

・健康
けんこう

教 育
きょういく

の場
ば

で生活
せいかつ

改善
かいぜん

に向
む

けた運動
うんどう

指導
し ど う

・情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこ

ないます。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダー等
など

により家庭
か て い

でできる運動
うんどう

メニューの啓発
けいはつ

をおこないます。 

・健康
けんこう

運動
うんどう

指導士
し ど う し

と連携
れんけい

を図
はか

りながら個別
こ べ つ

にあった運動
うんどう

プログラ

ムを提 供
ていきょう

します。 

 

④④④④    介護介護介護介護
か い ご

予防予防予防予防
よ ぼ う

にににに向向向向
む

けたけたけたけた取取取取
と

りりりり組組組組
く

みをみをみをみを継続継続継続継続
けいぞく

しておこないますしておこないますしておこないますしておこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

事業
じぎょう

（通所型
つうしょがた

※1・訪問型
ほうもんがた

※2）にて、運動
うんどう

機能
き の う

の低下
て い か

を防
ふせ

ぐための方法
ほうほう

について指導
し ど う

します。 
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・老人
ろうじん

クラブ、 寿
ことぶき

大学
だいがく

でおこなう健康
けんこう

教 育
きょういく

や健康
けんこう

相談
そうだん

の場
ば

で、

介護
か い ご

要因
よういん

として脳血管
のうけっかん

疾患
しっかん

や筋骨格系
きんこっかくけい

疾患
しっかん

が多
おお

く、肥満
ひ ま ん

や生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

予防
よ ぼ う

の取
と

り組
く

みとして運動
うんどう

が大切
たいせつ

であることを伝
つた

えま

す。 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

にて介護
か い ご

予防
よ ぼ う

にむけた情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこ

ないます。 

※１ 通所
つうしょ

型
がた

～介護
か い ご

状 態
じょうたい

になることを予防
よ ぼ う

するため、施設
し せ つ

等
など

に通
かよ

い、生活
せいかつ

機能
き の う

向 上
こうじょう

に向
む

けたプログラムを実施
じ っ し

しています。 

※２ 訪問型
ほうもんがた

～心身
しんしん

状 況
じょうきょう

等
など

の理由
り ゆ う

により通所型
つうじょがた

の利用
り よ う

が困難
こんなん

な方
かた

に対
たい

し、

専門
せんもん

スタッフが訪問
ほうもん

して相談
そうだん

対応
たいおう

および指導
し ど う

をおこないます。 

 

⑤⑤⑤⑤    ウォーキングコースウォーキングコースウォーキングコースウォーキングコースについてのについてのについてのについての情 報情 報情 報情 報
じょうほう

提 供提 供提 供提 供
ていきょう

をしますをしますをしますをします。。。。    

 

     【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダーにてウォーキングコースの情 報
じょうほう

を提 供
ていきょう

し

ます。 

・ウォーキング事業
じぎょう

を企画
き か く

し、ウォーキングを体験
たいけん

し、継続
けいぞく

して

もらえる機会
き か い

を設
もう

けます。 

・健康
けんこう

運動
うんどう

事業
じぎょう

に参加
さ ん か

しやすいよう、特典
とくてん

としてサロマゲンキマ

イレージポイントの発行
はっこう

をおこないます。 

    

    

    

４４４４．．．．歯歯歯歯
は

のののの健康健康健康健康
けんこう

    

 

 

（（（（1111））））    歯歯歯歯
は

のののの健康健康健康健康
けんこう

にににに関関関関
かん

すすすするるるる課題課題課題課題
か だ い

    

 

   1歳
さい

6ヶ月
げつ

児
じ

健康
けんこう

診査
し ん さ

（以下
い か

：1歳
さい

6ヶ月
げつ

児
じ

健診
けんしん

）、3歳児
さ い じ

健康
けんこう

診査
し ん さ

（以下
い か

：

3歳児
さ い じ

健診
けんしん

）で乳幼児期
にゅうようじき

の歯
は

の 状 況
じょうきょう

をみると、う歯
し

り患
かん

率
りつ

、一人
ひ と り

平均
へいきん

う

歯本数
し ほ ん す う

は減 少
げんしょう

しています。しかし、り患者
かんしゃ

自身
じ し ん

のう歯
し

保有
ほ ゆ う

本数
ほんすう

は多
おお

く、1歳
さい

6ヶ月
げつ

児
じ

健診
けんしん

でう歯保有
し ほ ゆ う

を確認
かくにん

した幼児
よ う じ

に至
いた

っては、3歳児
さ い じ

健診
けんしん

にてう
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歯本数
し ほ ん す う

が増加
ぞ う か

している 状 況
じょうきょう

が確認
かくにん

されます。う歯
し

の背景
はいけい

には、おやつの食
た

べ方
かた

が大
おお

きく影 響
えいきょう

しており、保護者
ほ ご し ゃ

である大人
お と な

がどのように子
こ

どものおや

つを調 整
ちょうせい

し、食事
しょくじ

を規則的
き そ く て き

に与
あた

えるかが大
おお

きな課題
か だ い

です。 

   成人期
せ い じ ん き

では、自分
じ ぶ ん

の歯
は

を20本
ぽん

以上
いじょう

保
たも

っている人
ひと

の割合
わりあい

が少
すく

ない傾向
けいこう

です。

働
ばたら

き盛
ざか

りである40歳代
さいだい

で、20本
ぽん

以上
いじょう

自分
じ ぶ ん

の歯
は

を保
たも

っていない方
かた

が2割
わり

お

り、十 分
じゅうぶん

な咀嚼
そしゃく

ができず、バランスの悪
わる

い食 生 活
しょくせいかつ

を送
おく

っている可能性
か の う せ い

が

あります。バランスの悪
わる

い 食 生 活
しょくせいかつ

は、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の素地
そ じ

をつくり、

将 来 的
しょうらいてき

に心疾患
しんしっかん

等
など

の重 篤
じゅうとく

な病気
びょうき

を引
ひ

き起
お

こす場合
ば あ い

もあります。自分
じ ぶ ん

の歯
は

を1本
ぽん

でも多
おお

く保
たも

つために、う歯
し

と歯 周 病
ししゅうびょう

にならない予防
よ ぼ う

行動
こうどう

が重 要
じゅうよう

です。 

高齢者
こうれいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

の結果
け っ か

から、高齢期
こ う れ い き

で硬
かた

いものが食
た

べにくいと感
かん

じ

ている人
ひと

は、一般
いっぱん

の高齢者
こうれいしゃ

では約
やく

1割
わり

であるのに対
たい

し、介護
か い ご

認定者
にんていしゃ

や介護
か い ご

状 態
じょうたい

になるおそれのある高齢者
こうれいしゃ

では半数
はんすう

以上
いじょう

であり、介護
か い ご

状 態
じょうたい

が高
たか

くな

るにしたがって、咀嚼
そしゃく

機能
き の う

が低下
て い か

しているという現 状
げんじょう

があります。咀嚼
そしゃく

機能
き の う

の低下
て い か

を防
ふせ

ぐための取
と

り組
く

みが重 要
じゅうよう

です。 

 

 

（（（（2222））））    歯歯歯歯
は

のののの健康健康健康健康
けんこう

にににに関関関関
かん

するするするする佐呂間佐呂間佐呂間佐呂間町 民町 民町 民町 民
ちょうみん

のののの特 徴特 徴特 徴特 徴
とくちょう

    

 

① 1歳
さい

6ヶ月
げつ

児
じ

健診
けんしん

によるう歯
し

罹患
り か ん

率
りつ

は1割
わり

に満
み

たないですが、3歳児
さ い じ

 

健診
けんしん

によるう歯罹患率
し り か ん り つ

は3割 弱
わりじゃく

となっており、増加
ぞ う か

しています。 

（H23年
ねん

 1歳
さい

6か月
げつ

児
じ

健診
けんしん

、3歳児
さ い じ

健診
けんしん

） 

 

② 3歳児
さ い じ

でおやつの時間
じ か ん

を決
き

めていない子
こ

どもは半数
はんすう

以上
いじょう

です。 

（H23年
ねん

 3歳児
さ い じ

健診
けんしん

） 

 

③ 3歳児
さ い じ

でおやつの 量
りょう

をきめていない子
こ

どもは約
やく

4割
わり

です。 

（H23年
ねん

 3歳児
さ い じ

健診
けんしん

） 

 

④ う歯罹患
し り か ん

本数
ほんすう

が多
おお

い子
こ

どもは食事
しょくじ

時間
じ か ん

が不規則
ふ き そ く

、またはおやつ時間
じ か ん

・ 

おやつ 量
りょう

を決
き

めていない割合
わりあい

と比例
ひ れ い

します。（H23年
ねん

 3歳児
さ い じ

健診
けんしん

） 

 

⑤ う歯罹患
し り か ん

状 況
じょうきょう

では、第
だい

1子
し

と比較
ひ か く

して第
だい

2子
し

以降
い こ う

でう歯本数
し ほ ん す う

が2倍
ばい
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以上
いじょう

となります。 

 

⑥ 自分
じ ぶ ん

の歯
は

を20本
ぽん

以上
いじょう

保
たも

っている人
ひと

が40歳
さい

代
だい

で約
やく

7割
わり

であり、年齢
ねんれい

が

上
あ

がるごとに割合
わりあい

が低下
て い か

します。70歳
さい

代
だい

では4割
わり

弱
じゃく

です。 

（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑦ 抜歯
ば っ し

した原因
げんいん

は、虫歯
む し ば

がもっとも多
おお

く、続いて歯 周 病
ししゅうびょう

です。 

（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑧ 予防
よ ぼ う

を目的
もくてき

とした歯科
し か

受診
じゅしん

をしている人
ひと

は2割
わり

程度
て い ど

です。 

（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑨ カルシウム摂 取 量
せっしゅりょう

の分布
ぶ ん ぷ

は男女
だんじょ

とも300ｍｇ以上
いじょう

500ｍｇ未満
み ま ん

が 

もっとも多
おお

く、すべての年代
ねんだい

で推定
すいてい

平均
へいきん

必 要 量
ひつようりょう

に達
たっ

していない方
かた

の

割合
わりあい

が高
たか

いです。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑩ 乳 類
にゅうるい

摂 取 量
せっしゅりょう

が平
へい

均
きん

100ｇを超
こ

えていない年代
ねんだい

は、20～29歳
さい

、30

～39歳
さい

、40～49歳
さい

、50～59歳
さい

です。（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

） 

 

⑪ 硬
かた

いものが食
た

べにくいと感
かん

じている割合
わりあい

は、一般
いっぱん

の高齢者
こうれいしゃ

では約
やく

1割
わり

であるのに対
たい

し、介護
か い ご

認定者
にんていしゃ

、介護
か い ご

状 態
じょうたい

になるおそれのある高齢者
こうれいしゃ

で

は半数
はんすう

以上
いじょう

が感
かん

じており、介護
か い ご

状 態
じょうたい

が高
たか

くなるにしたがって、「噛
か

む」

機能
き の う

が低下
て い か

しています。（H22年
ねん

 高齢者
こうれいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

） 

 

⑫ 義歯
ぎ し

の不具合
ふ ぐ あ い

を感
かん

じている割合
わりあい

は、一般
いっぱん

の高齢者
こうれいしゃ

では1割
わり

にも満
み

たな

いが、介護
か い ご

認定者
にんていしゃ

や介護
か い ご

状 態
じょうたい

になるおそれのある方
かた

では約
やく

２割
わり

が

義歯
ぎ し

の不具合
ふ ぐ あ い

を感
かん

じており、口腔
こうくう

機能
き の う

の低下
て い か

がみられます。 

（H22年
ねん

 高齢者
こうれいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

） 

 

⑬ 痩
や

せ型
がた

で体 重
たいじゅう

減 少
げんしょう

のある方
かた

の半数
はんすう

は口腔
こうくう

機能
き の う

の低下
て い か

がみられます。 

（H22年
ねん

 高齢者
こうれいしゃ

生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

） 
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（（（（3333））））    課題課題課題課題
か だ い

のののの解決解決解決解決
かいけつ

にににに向向向向
む

けたけたけたけた取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみ    

 

虫歯
む し ば

を予防
よ ぼ う

するためには、歯
は

の脱灰
だっかい

（※1）時間
じ か ん

を少
すく

なくし、再石灰化
さいせっかいか

（※

2）を 促
うなが

すことが必要
ひつよう

です。そのためには乳幼児期
にゅうようじき

から規
き

則
そく

正
ただ

しい食 習 慣
しょくしゅうかん

を身
み

につけ、おやつの時間
じ か ん

や 量
りょう

の調 整
ちょうせい

について指導
し ど う

します。また、歯
は

の質
しつ

を高
たか

めるために、フッ素
そ

の利用
り よ う

を勧
すす

めます。 

丈夫
じょうぶ

な歯
は

を作
つく

るために、カルシウムと乳 製 品
にゅうせいひん

を多
おお

く摂取
せっしゅ

するための指導
し ど う

をおこなうとともに、カルシウムメニューの普及
ふきゅう

を学校
がっこう

栄養
えいよう

教諭
きょうゆ

、食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

推進員
すいしんいん

など関係
かんけい

する機関
き か ん

と連携
れんけい

を図
はか

ることが必要
ひつよう

です。 

さらに、毎日
まいにち

の歯
は

磨
みが

きで口腔
こうくう

ケアをしているつもりでも磨
みが

き残
のこ

しがあっ

たり、歯石
し せ き

の付着
ふちゃく

などによって、知
し

らないうちに歯 周 病
ししゅうびょう

が進行
しんこう

している

場合
ば あ い

もあります。歯科医
し か い

等
など

の専 門 職
せんもんしょく

に歯
は

や歯肉
し に く

の健康
けんこう

状 態
じょうたい

を確認
かくにん

しても

らう定期
て い き

健診
けんしん

等
など

の予防
よ ぼ う

活動
かつどう

を推進
すいしん

します。 

口腔
こうくう

機能
き の う

、咀嚼
そしゃく

機能
き の う

の低下
て い か

は、食事
しょくじ

が思
おも

うようにとれないことにより、特
とく

に高齢期
こ う れ い き

の低栄養
ていえいよう

につながる場合
ば あ い

もあります。介護
か い ご

予防
よ ぼ う

の取
と

り組
く

みとして、

口腔
こうくう

機能
き の う

の低下
て い か

を感
かん

じている方
かた

に対
たい

して適切
てきせつ

な指導
し ど う

をおこないます。 

 

※1 脱灰
だっかい

：歯
は

の表 面
ひょうめん

からカルシウムイオンやリン酸
さん

イオンが溶
と

け出
だ

す現 象
げんしょう

を脱灰
だっかい

と

いいます。 

※2 再石灰化
さ い せ っ か い か

：溶
と

け出
だ

したカルシウムイオンやリン酸
さん

イオンが歯
は

の表 面
ひょうめん

に戻
もど

る現 象
げんしょう

を再石灰化
さ い せ っ か い か

といいます。 

 

 

（（（（4444））））    取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみのののの場所場所場所場所
ば し ょ

やややや方法方法方法方法
ほうほう

    

 

①①①①    乳幼児期乳幼児期乳幼児期乳幼児期
にゅうようじき

にににに規規規規
き

則則則則
そく

正正正正
ただ

しいしいしいしい 食 習 慣食 習 慣食 習 慣食 習 慣
しょくしゅうかん

、、、、おやつのおやつのおやつのおやつの時間時間時間時間
じ か ん

やややや 量量量量
りょう

のののの調 整調 整調 整調 整
ちょうせい

をするをするをするをする        

ことのことのことのことの大大大大
たい

切切切切
せつ

ささささについてについてについてについて、、、、個別個別個別個別
こ べ つ

指導指導指導指導
し ど う

、、、、健康健康健康健康
けんこう

教 育教 育教 育教 育
きょういく

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・乳幼児
にゅうようじ

健診
けんしん

の9～10ヶ月
げつ

児
じ

健診
けんしん

、1歳
さい

6ヶ月
げつ

児
じ

健診
けんしん

、3歳
さい

児
じ

健診
けんしん

に

て指導
し ど う

します。 

・パパママたまご教 室
きょうしつ

、お 話
はなし

あいあいの場
ば

で健康
けんこう

教 育
きょういく

をおこない
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ます。 

 

③③③③    佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町におけるにおけるにおけるにおける歯歯歯歯
は

のののの健康健康健康健康
けんこう

問題問題問題問題
もんだい

についてについてについてについて、、、、広広広広
ひろ

くくくく町 民町 民町 民町 民
ちょうみん

のののの方方方方々々々々
かたがた

にににに情 報情 報情 報情 報
じょうほう

提 供提 供提 供提 供
ていきょう

しますしますしますします。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・歯
は

の健
けん

康
こう

パネル展
てん

を健診
けんしん

等
など

の事業
じぎょう

と同時
ど う じ

開催
かいさい

し、佐呂間町の子
こ

ど

ものう歯
し

の 状 況
じょうきょう

、若
わか

い年代
ねんだい

から歯
は

を 失
うしな

う人が多
おお

い 状 況
じょうきょう

につい

て周知
しゅうち

します。 

 

④④④④    自分自分自分自分
じ ぶ ん

のののの歯歯歯歯
は

のののの健康健康健康健康
けんこう

状 態状 態状 態状 態
じょうたい

をををを確認確認確認確認
かくにん

できるできるできるできる場場場場
ば

をををを設定設定設定設定
せってい

しししし、、、、歯歯歯歯
は

をををを 失失失失
うしな

わないわないわないわない予防予防予防予防
よ ぼ う

活動活動活動活動
かつどう

をををを推進推進推進推進
すいしん

しますしますしますします。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・ 町 内
ちょうない

の各歯科
か く し か

医院
い い ん

の 協 力
きょうりょく

による歯 周 病
ししゅうびょう

健診
けんしん

の実施
じ っ し

について

検討
けんとう

します。自分
じ ぶ ん

の歯
は

の健康
けんこう

状 態
じょうたい

を確認
かくにん

する機会
き か い

を提 供
ていきょう

します。 

 

⑤⑤⑤⑤    歯質歯質歯質歯質
し し つ

をををを高高高高
たか

めるめるめるめるためのためのためのためのフッフッフッフッ素素素素
そ

利用利用利用利用
り よ う

のののの勧勧勧勧
すす

めめめめ、、、、乳 製 品乳 製 品乳 製 品乳 製 品
にゅうせいひん

ややややカルシウムカルシウムカルシウムカルシウムのののの摂取摂取摂取摂取
せっしゅ

をををを推進推進推進推進
すいしん

しますしますしますします。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・乳幼児
にゅうようじ

健診
けんしん

、赤
あか

ちゃん相談
そうだん

、子
こ

育
そだ

て自由
じ ゆ う

相談
そうだん

でフッ素
そ

の勧
すす

め、

乳 製 品
にゅうせいひん

やカルシウム摂取
せっしゅ

をするための指導
し ど う

をおこないます。 

・パパママたまご教 室
きょうしつ

でバランスに配慮
はいりょ

した食事
しょくじ

の情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をお

こないます。 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

推進員
すいしんいん

の 協 力
きょうりょく

により、カルシウムの多
おお

く含
ふく

んだメニ

ューを作成
さくせい

し、啓発
けいはつ

と普及
ふきゅう

をおこないます。 

・食 生 活
しょくせいかつ

改善
かいぜん

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

の場
ば

でカルシウムの多
おお

く含
ふく

んだメニューの

啓発
けいはつ

と普及
ふきゅう

をおこないます。 

・広報
こうほう

や健康
けんこう

カレンダーでカルシウムメニューなどの情 報
じょうほう

を提 供
ていきょう

します。 

・学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

センター、学校
がっこう

栄養
えいよう

教諭
きょうゆ

と連携
れんけい

し、カルシウムの多
おお

い
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メニューの提 供
ていきょう

、児童
じ ど う

生徒
せ い と

への栄養
えいよう

教 育
きょういく

等
など

、連携
れんけい

協議
きょうぎ

します。 

 

⑥⑥⑥⑥    介護介護介護介護
か い ご

予防予防予防予防
よ ぼ う

にににに向向向向
む

けけけけ、、、、口腔口腔口腔口腔
こうくう

機能機能機能機能
き の う

のののの低下低下低下低下
て い か

やややや低栄養低栄養低栄養低栄養
ていえいよう

をををを予防予防予防予防
よ ぼ う

するするするする取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみをおをおをおをお

こないますこないますこないますこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

事業
じぎょう

（通所型
つうしょがた

、訪問型
ほうもんがた

）にて、口腔
こうくう

機能
き の う

低下
て い か

、低栄養
ていえいよう

予防
よ ぼ う

のための指導
し ど う

や相談
そうだん

をおこないます。 

・老人
ろうじん

クラブ、グランドペアレンツクッキング、 寿
ことぶき

大学
だいがく

にて、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の口腔
こうくう

状 態
じょうたい

に関心
かんしん

を持
も

ち、義歯
ぎ し

の調 整
ちょうせい

等
など

、予防的
よ ぼ う て き

な歯科
し か

受診
じゅしん

の必要性
ひつようせい

について知識
ち し き

の普及
ふきゅう

、指導
し ど う

をおこないます。 

 

 

 

５５５５．．．． 心心心心
ごころ

のののの発達発達発達発達
はったつ

・・・・ 心心心心
こころ

のののの健康健康健康健康
けんこう

    

    

    

（（（（1111））））    心心心心
こころ

のののの発達発達発達発達
はったつ

・・・・ 心心心心
こころ

のののの健康健康健康健康
けんこう

におけるにおけるにおけるにおける課題課題課題課題
か だ い

    

  

乳幼児期
にゅうようじき

の 心
こころ

の発達
はったつ

は、月齢
げつれい

や年齢
ねんれい

、児
じ

のペースにあわせて 促
うなが

される

ことが重 要
じゅうよう

ですが、１歳
さい

6 ヶ月
げつ

児
じ

健康
けんこう

診査
し ん さ

、3歳児
さ い じ

健康
けんこう

診査
し ん さ

（以下
い か

：１歳
さい

6

ヶ月
げつ

児
じ

健診
けんしん

、3歳児
さ い じ

健診
けんしん

）では「言葉
こ と ば

の発達
はったつ

」や「行動面
こうどうめん

」で課題
か だ い

があり、

個別
こ べ つ

に支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする子
こ

どもが増
ふ

えています。その背景
はいけい

として様々
さまざま

な

要因
よういん

が 考
かんが

えられますが、環 境 面
かんきょうめん

の一
ひと

つとしてテレビを始
はじ

めとする様々
さまざま

な

電子
で ん し

媒体
ばいたい

（ゲーム、スマートフォン、パソコン等
など

）を長時間
ちょうじかん

活用
かつよう

すること

が、人
ひと

と対面
たいめん

してコミュニケーションをとる機会
き か い

が減 少
げんしょう

したり、全身
ぜんしん

を使
つか

って遊
あそ

ぶ体験
たいけん

が不足
ふ そ く

すること等
など

に影 響
えいきょう

していると 考
かんが

えられます。また、

起床
きしょう

時間
じ か ん

や就 寝
しゅうしん

時間
じ か ん

が遅
おそ

いなど、生活
せいかつ

リズムに課
か

題
だい

がみられる子
こ

どもがお

り、周囲
しゅうい

の関
かか

わり方
かた

や生活
せいかつ

リズム等
など

も影 響
えいきょう

しているおそれがあります。

乳幼児期
にゅうようじき

の 心
こころ

の発達
はったつ

は、将 来 的
しょうらいてき

に成人期
せ い じ ん き

の 心
こころ

の健康
けんこう

にも影 響
えいきょう

するため、

この時期
じ き

のコミュニケーション 能 力
のうりょく

の獲得
かくとく

や生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

の基盤
き ば ん

づくりが

重 要
じゅうよう

です。 
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成人期
せ い じ ん き

では、精神
せいしん

疾患
しっかん

で受 療
じゅりょう

している人
ひと

の中
なか

で、統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

に次
つ

いで

「うつ 病
びょう

」を含
ふく

めた「気分
き ぶ ん

（感 情
かんじょう

）障 害
しょうがい

」で受診
じゅしん

する件数
けんすう

が多
おお

く、年次
ね ん じ

推移
す い い

をみてもわずかに増加
ぞ う か

傾向
けいこう

がみられます。「うつ 病
びょう

」は、全国的
ぜんこくてき

にも

問題
もんだい

となっている「自殺
じ さ つ

」のリスクを高
たか

める要因
よういん

の一
ひと

つとなっており、佐

呂間町でも 64歳
さい

以下
い か

の 働
はたら

き盛
さか

り世代
せ だ い

死亡
し ぼ う

原因
げんいん

の中
なか

で「がん」に次
つ

いで

「自殺
じ さ つ

」による死亡数
し ぼ う す う

が多
おお

く、「うつ 病
びょう

」は軽視
け い し

できない課題
か だ い

です。「うつ

病
びょう

」は早期
そ う き

治療
ちりょう

が重 要
じゅうよう

であるとともに、発 症
はっしょう

予防
よ ぼ う

のためには十 分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

、

過度
か ど

なストレスをため込
こ

まない等
など

が重 要
じゅうよう

な要素
よ う そ

ですが、 働
はたら

き盛
さか

り世代
せ だ い

で

は「睡眠
すいみん

による休 養
きゅうよう

が十 分
じゅうぶん

にとれていない」「ストレスを常
つね

に感
かん

じている」

といった人
ひと

もみられており「うつ 病
びょう

」発 症
はっしょう

のリスクにつながるおそれが

あります。また、高齢期
こ う れ い き

においても介護
か い ご

認定者
にんていしゃ

では、「うつ」に関
かん

する質問
しつもん

項目
こうもく

において「うつ」のおそれがあると判定
はんてい

された人
ひと

が約半数
やくはんすう

を占
し

めてい

ます。 

 

 

 

（（（（2222））））    心心心心
こころ

のののの発達発達発達発達
はったつ

・・・・ 心心心心
こころ

のののの健康健康健康健康
けんこう

にににに関係関係関係関係
かんけい

するするするする佐呂間佐呂間佐呂間佐呂間町 民町 民町 民町 民
ちょうみん

のののの特 徴特 徴特 徴特 徴
とくちょう

    

  

① 幼児期
よ う じ き

では「言葉
こ と ば

」「行動面
こうどうめん

」等
など

で発達
はったつ

を 促
うなが

す支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

ども 

が増
ふ

えてきています。 

 

② 幼児
よ う じ

のいる家庭
か て い

では１日
にち

中
じゅう

テレビがついている家庭
か て い

は減 少
げんしょう

してい 

ますが、他
た

の電子
で ん し

媒体
ばいたい

の活用
かつよう

については、今後
こ ん ご

、現 状
げんじょう

把握
は あ く

が必要
ひつよう

です。

（H23年
ねん

 1歳
さい

6 ヶ月
げつ

児
じ

健診
けんしん

、3歳児
さ い じ

健診
けんしん

） 

 

③ 幼児期
よ う じ き

の就 寝
しゅうしん

時間
じ か ん

は 21時
じ

頃
ころ

が多
おお

いですが、22時
じ

以降
い こ う

となる子
こ

ども 

もみられます。（H23年
ねん

 1歳
さい

6 ヶ月
げつ

児
じ

健診
けんしん

、3歳児
さ い じ

健診
けんしん

） 

 

④ 自殺
じ さ つ

による死亡
し ぼ う

の標 準 化
ひょうじゅんか

死亡比
し ぼ う ひ

は全道
ぜんどう

と比較
ひ か く

し高
たか

めの 状 況
じょうきょう

にあ 

ります。（H12年
ねん

～21年
ねん

主要
しゅよう

死因
し い ん

概要
がいよう

：北海道
ほっかいどう

健
けん

康
こう

づくり財団
ざいだん

資料
しりょう

） 

 

⑥ ６４歳
さい

以下
い か

の精神
せいしん

疾患
しっかん

受 療
じゅりょう

人数
にんずう

では統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

に次
つ

いで、うつ 
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病
びょう

を含
ふく

めた気分
き ぶ ん

（感 情
かんじょう

）障 害
しょうがい

による受診
じゅしん

件数
けんすう

が多
おお

いです。 

（H23年紋別保健所
ねんもんべつほけんじょ

統計
とうけい

） 

 

※以下
い か

6)～9)について（健康
けんこう

栄養
えいよう

基礎
き そ

調査
ちょうさ

、20歳
さい

以上
いじょう

集 計
しゅうけい

より） 

 

⑥ 「常
つね

にストレスを感
かん

じている人
ひと

」の割合
わりあい

は男性
だんせい

より女性
じょせい

で高
たか

く、

年代別
ねんだいべつ

では 40歳
さい

代
だい

、50歳代
さいだい

で高
たか

いです。 

 

⑦ 「睡眠
すいみん

で休 養
きゅうよう

を十 分
じゅうぶん

とれていない人
ひと

」の割合
わりあい

は男性
だんせい

より女性
じょせい

で高
たか

く、

年代別
ねんだいべつ

では 30歳代
さいだい

、40歳代
さいだい

で高
たか

いです。 

 

⑧ 「朝
あさ

の目覚
め ざ

めがあまり良
よ

くない人
ひと

」の割合
わりあい

は男性
だんせい

より女性
じょせい

で高
たか

く、

年代
ねんだい

では 20歳
さい

～30歳代
さいだい

の若
わか

い世代
せ だ い

で高
たか

いです。 

 

⑨ 「就 寝
しゅうしん

前
まえ

に睡眠
すいみん

導 入 剤
どうにゅうざい

、アルコールの飲用
いんよう

が毎日
まいにち

ある人
ひと

」の割合
わりあい

は

女性
じょせい

より男性
だんせい

で高
たか

く、年代別
ねんだいべつ

では 60歳代
さいだい

以降
い こ う

の年代
ねんだい

で高
たか

いです。 

 

⑩ 高齢者
こうれいしゃ

の中
なか

で介護
か い ご

認定者
にんていしゃ

および介護
か い ご

状 態
じょうたい

となるおそれのある人
ひと

で

は「以前
い ぜ ん

は楽
らく

にできたことが、今
いま

ではおっくうに感
かん

じる」人
ひと

が約半数
やくはんすう

以上
いじょう

、「わけもなく疲
つか

れた感
かん

じがする」人
ひと

が 4割
わり

以上
いじょう

を占
し

めています。 

（H22年
ねん

 佐呂間町高齢者生活実態調査
さ ろ ま ち ょ う こ う れ い し ゃ じ っ た い ち ょ う さ

） 

 

 

（（（（3333））））    課題課題課題課題
か だ い

のののの解決解決解決解決
かいけつ

にににに向向向向
む

けたけたけたけた取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみ    

 

乳幼児期
にゅうようじき

の 心
こころ

の発達
はったつ

は、親子
お や こ

の関
かか

わり、他
た

の親子
お や こ

との交 流
こうりゅう

、生活
せいかつ

リズ

ムの大
たい

切
せつ

さ等
など

について保護者
ほ ご し ゃ

や家族
か ぞ く

が理解
り か い

すること、そして、保護者
ほ ご し ゃ

自身
じ し ん

の

心
こころ

の健康
けんこう

が保
たも

たれることが重 要
じゅうよう

です。そのため、母子
ぼ し

保健
ほ け ん

事業
じぎょう

や子育て
こ そ だ て

支援
し え ん

事業
じぎょう

を通
とお

して情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこなうとともに、親子
お や こ

の体験
たいけん

、親子
お や こ

同士
ど う し

の

交 流
こうりゅう

ができる子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用
り よ う

を勧
すす

めるなど、親子
お や こ

が地域
ち い き

で孤立
こ り つ

しな

いための支援
し え ん

を関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

しておこないます。 

また、個別
こ べ つ

の支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

どもを養育
よういく

している保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

しては、発達
はったつ
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状 況
じょうきょう

にあわせた関
かか

わり方
かた

ができるように相談
そうだん

機関
き か ん

や療 育
りょういく

機関
き か ん

等
など

の助言
じょげん

や支援
し え ん

を受
う

けてもらうことが重 要
じゅうよう

です。そのため、相談
そうだん

窓口
まどぐち

や療 育
りょういく

機関
き か ん

等
など

に関
かん

する 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や利用
り よ う

に関
かん

する連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

を関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

しておこ

ないます。 

成人期
せ い じ ん き

では、「うつ 病
びょう

」の予防
よ ぼ う

を含
ふく

め 心
こころ

の健康
けんこう

を保
たも

つために大切
たいせつ

である

睡眠
すいみん

、休 養
きゅうよう

、ストレスへの対処
たいしょ

方法
ほうほう

等
とう

について多
おお

くの人
ひと

が関心
かんしん

を持
も

つこと

が重 要
じゅうよう

です。その中
なか

でも 心
こころ

の健康
けんこう

問題
もんだい

が起
お

きやすい 働
はたら

き盛
ざか

り世代
せ だ い

では、

個人
こ じ ん

でできる取
と

り組
く

みに加
くわ

え、職場
しょくば

や地域
ち い き

でも、 心
こころ

の不調
ふちょう

について早期
そ う き

に

相談
そうだん

しやすい環
かん

境
きょう

づくりが 整
ととの

うことや「うつ 病
びょう

」を含
ふく

めた 心
こころ

の病気
びょうき

の人
ひと

が地域
ち い き

で孤立
こ り つ

しないための取
と

り組
く

みも重 要
じゅうよう

です。 

さらに高齢者
こうれいしゃ

においては、意欲
い よ く

の低下
て い か

や物
もの

忘
わす

れ、「うつ 病
びょう

」であるかの

判断
はんだん

が 難
むずか

しい場合
ば あ い

もあるため、早期
そ う き

の相談
そうだん

や受診
じゅしん

が必要
ひつよう

です。そのため、

「うつ 病
びょう

」「 心
こころ

の健康
けんこう

」について正
ただ

しい知識
ち し き

を持
も

てるための情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を

おこなうとともに、早期
そ う き

に相談
そうだん

しやすい環 境
かんきょう

づくりについて関係
かんけい

機関
き か ん

と

連携
れんけい

を図
はか

り、取
と

り組
く

みます。 

 

 

（（（（4444））））    取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみのののの場所場所場所場所
ば し ょ

やややや方法方法方法方法
ほうほう

    

 

◆具体的
ぐ た い て き

な取
と

り組
く

みは以下
い か

のとおりです。 

 

①①①①    妊婦妊婦妊婦妊婦
に ん ぷ

やややや保護者保護者保護者保護者
ほ ご し ゃ

のののの 心心心心
こころ

のののの健康健康健康健康
けんこう

状 態状 態状 態状 態
じょうたい

をををを把握把握把握把握
は あ く

しししし、、、、必要必要必要必要
ひつよう

なななな情 報情 報情 報情 報
じょうほう

提 供提 供提 供提 供
ていきょう

やややや相談相談相談相談
そうだん

支援支援支援支援
し え ん

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・妊娠
にんしん

届出時
と ど け で じ

にアンケートや面接
めんせつ

をおこないます。 

・新生児
し ん せ い じ

訪問
ほうもん

で産婦
さ ん ぷ

のストレスや 休 養
きゅうよう

の 状 況
じょうきょう

を把握
は あ く

し、必要
ひつよう

な

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や相談
そうだん

支援
し え ん

をおこないます。 

・母子
ぼ し

保健
ほ け ん

事業
じぎょう

（乳幼児
にゅうようじ

健康
けんこう

診査
し ん さ

、子
こ

育
そだ

て自由
じ ゆ う

相談
そうだん

、赤
あか

ちゃん相談
そうだん

、

パパママたまご教 室
きょうしつ

等
など

）、その他
た

関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

した子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

を通
とお

して情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や相談
そうだん

支援
し え ん

をおこないます。 
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②②②②    乳幼児乳幼児乳幼児乳幼児
にゅうようじ

期期期期
き

のののの 心心心心
こころ

のののの発発発発達達達達
はったつ

をををを 促促促促
うなが

すためにすためにすためにすために、、、、保護者保護者保護者保護者
ほ ご し ゃ

やややや周囲周囲周囲周囲
しゅうい

のののの関関関関
かか

わりわりわりわり方方方方
かた

、、、、生活生活生活生活
せいかつ

リズムリズムリズムリズムのののの大大大大
たい

切切切切
せつ

ささささについてについてについてについて、、、、情 報情 報情 報情 報
じょうほう

提 供提 供提 供提 供
ていきょう

やややや相談相談相談相談
そうだん

支援支援支援支援
し え ん

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・母子
ぼ し

保健
ほ け ん

事業
じぎょう

（新生児
し ん せ い じ

訪問
ほうもん

、乳幼児
にゅうようじ

健康
けんこう

診査
し ん さ

、子
こ

育
そだ

て自由
じ ゆ う

相談
そうだん

、赤
あか

ちゃん相談
そうだん

、パパママたまご教 室
きょうしつ

等
など

）、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

した子育
こ そ だ

て

支援
し え ん

事業
じぎょう

（お 話
はなし

あいあい等
など

）を通
とお

して情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や相談
そうだん

支援
し え ん

をお

こないます。 

・家庭
か て い

教 育
きょういく

推進
すいしん

会議
か い ぎ

や関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないま

す。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダー等
など

で情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないます。 

 

③③③③    言葉言葉言葉言葉
こ と ば

やややや行動行動行動行動
こうどう

等等等等
など

のののの 心心心心
こころ

のののの発達発達発達発達
はったつ

にににに課題課題課題課題
か だ い

があるがあるがあるがあるおおおお子子子子
こ

さんについてさんについてさんについてさんについて、、、、関係関係関係関係
かんけい

機関機関機関機関
き か ん

とととと連携連携連携連携
れんけい

をををを図図図図
はか

りりりり、、、、継続的継続的継続的継続的
けいぞくてき

なななな支援支援支援支援
し え ん

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・新生児
し ん せ い じ

訪問
ほうもん

で母
はは

の心配事
しんぱいごと

がある場合
ば あ い

には、個別
こ べ つ

に相談
そうだん

支援
し え ん

をおこ

ないます。 

・乳幼児
にゅうようじ

健診
けんしん

で発達
はったつ

相談
そうだん

をおこないます。 

・赤
あか

ちゃん相談
そうだん

、子
こ

育
そだ

て自由
じ ゆ う

相談
そうだん

で情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や相談
そうだん

支援
し え ん

をおこな

います。 

・子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

センター、保育所
ほ い く し ょ

、母子
ぼ し

通園
つうえん

センター等
など

と連携
れんけい

をはか

り、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や継続的
けいぞくてき

に相談
そうだん

支援
し え ん

をおこないます。 

 

④④④④    うつうつうつうつ 病病病病
びょう

のののの理解理解理解理解
り か い

やややや予防予防予防予防
よ ぼ う

、、、、ストレスストレスストレスストレスののののコントロールコントロールコントロールコントロール、、、、心心心心
こころ

のののの健康健康健康健康
けんこう

とととと睡眠睡眠睡眠睡眠
すいみん

、、、、

生活生活生活生活
せいかつ

リズムリズムリズムリズムのののの関係関係関係関係
かんけい

等等等等
など

にににについてついてついてついて情 報情 報情 報情 報
じょうほう

提 供提 供提 供提 供
ていきょう

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

     

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・ 心
こころ

の健康
けんこう

、うつ 病
びょう

等
など

に関
かん

する講演会
こうえんかい

をおこないます。 

・企業
きぎょう

や団体
だんたい

、老人
ろうじん

クラブ、 寿
ことぶき

大学
だいがく

で健康
けんこう

教 育
きょういく

をおこないます。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダー等
など

で情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないます。 
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⑤⑤⑤⑤    心心心心
こころ

のののの健康健康健康健康
けんこう

問題問題問題問題
もんだい

についてについてについてについて早期早期早期早期
そ う き

にににに相談相談相談相談
そうだん

しやすいしやすいしやすいしやすい環環環環
かん

境境境境
きょう

づくりづくりづくりづくりについてについてについてについて

関係機関関係機関関係機関関係機関
かんけいきかん

とととと連携連携連携連携
れんけい

をををを図図図図
はか

りますりますりますります。。。。    

     

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・地域
ち い き

で様々
さまざま

な相談
そうだん

にのる機会
き か い

のある人
ひと

、関係者
かんけいしゃ

の相談
そうだん

支援
し え ん

に関
かん

す

る学 習 会
がくしゅうかい

をおこないます。 

・ 心
こころ

の健康
けんこう

に関
かん

する相談
そうだん

窓口
まどぐち

、専門
せんもん

機関
き か ん

に関
かん

する情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や連
れん

絡
らく

調 整
ちょうせい

をおこないます。（保健所
ほ け ん じ ょ

や医療
いりょう

機関
き か ん

等
など

との連携
れんけい

） 

 

⑥⑥⑥⑥    心心心心
こころ

のののの病気病気病気病気
びょうき

やややや周囲周囲周囲周囲
しゅうい

とのとのとのとのコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションにににに支障支障支障支障
ししょう

があるがあるがあるがある人人人人
ひと

がががが地域地域地域地域
ち い き

でででで

孤立孤立孤立孤立
こ り つ

しないためのしないためのしないためのしないための支援支援支援支援
し え ん

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・保健所
ほ け ん じ ょ

や医療
いりょう

機関
き か ん

と連携
れんけい

を図
はか

り個別
こ べ つ

支援
し え ん

をおこないます。 

・精神
せいしん

疾患
しっかん

やコミュニケーションに支障
ししょう

のある人
ひと

の自主
じ し ゅ

グループを

支援
し え ん

します。 

 

    

    

６６６６．．．．がんがんがんがん対策対策対策対策
たいさく

    

    

    

（（（（1111））））    がんがんがんがん対策対策対策対策
たいさく

におけるにおけるにおけるにおける課題課題課題課題
か だ い

    

 

佐呂間町のがん全体
ぜんたい

の死亡
し ぼ う

状 況
じょうきょう

では、標 準 化
ひょうじゅんか

死亡比
し ぼ う ひ

でみると全国
ぜんこく

、

全道
ぜんどう

と比較
ひ か く

して高
たか

いとは言
い

えませんが、死亡
し ぼ う

人数
にんずう

でみると、佐呂間町の死亡
し ぼ う

原因
げんいん

疾病
しっぺい

の第
だい

1位
い

となっており、64歳
さい

以下
い か

の年代
ねんだい

でも同
どう

様
よう

となっています。

医療費
い り ょ う ひ

でみると佐呂間町国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

医療費
い り ょ う ひ

における疾病別
しっぺいべつ

の構成
こうせい

割合
わりあい

で

第
だい

3位
い

となっています。がんは死亡
し ぼ う

原因
げんいん

や医療費
い り ょ う ひ

が課題
か だ い

であるだけでなく、

生活
せいかつ

の質
しつ

にも大
おお

きく影 響
えいきょう

する疾患
しっかん

であるため、早期
そ う き

発見
はっけん

、早期
そ う き

治療
ちりょう

が重 要
じゅうよう

ですが、早期
そ う き

発見
はっけん

に有効
ゆうこう

とされる胃
い

、肺
はい

、大 腸
だいちょう

、子宮
しきゅう

、乳
にゅう

がん検診
けんしん

の受診率
じゅしんりつ

については、国
くに

が目 標
もくひょう

として示
しめ

している受診率
じゅしんりつ

を下
した

回
まわ

っている 状 況
じょうきょう

にあ
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ります。 

 

 

（（（（2222））））    がんがんがんがん対策対策対策対策
たいさく

にににに関係関係関係関係
かんけい

するするするする佐呂間佐呂間佐呂間佐呂間町 民町 民町 民町 民
ちょうみん

のののの特 徴特 徴特 徴特 徴
とくちょう

    

 

① がん全体
ぜんたい

の標 準 化
ひょうじゅんか

死亡比
し ぼ う ひ

は高
たか

いとは言
い

えませんが、部位
ぶ い

別
べつ

では女性
じょせい

 

の肺
はい

がんが高
たか

い 状 況
じょうきょう

にあります。 

（H12年
ねん

～H21年
ねん

 厚生
こうせい

労働
ろうどう

省 統 計
しょうとうけい

） 

 

② 死亡数
し ぼ う す う

でみると、全体
ぜんたい

、64歳
さい

以下
い か

の年代
ねんだい

とも死亡
し ぼ う

原因
げんいん

疾病
しっぺい

の中
なか

でが 

んによる死亡数
し ぼ う す う

が第
だい

1位
い

であり、64歳
さい

以下
い か

では男性
だんせい

の約
やく

4割
わり

、女性
じょせい

で 

は 3割 弱
わりじゃく

ががんで亡
な

くなっています。部位別
ぶ い べ つ

では、胃
い

、肺
はい

、大 腸
だいちょう

が 

んによる死亡数
し ぼ う す う

が多
おお

い 状 況
じょうきょう

です。 

（H19年
ねん

～H23年
ねん

 佐呂間町死亡届
しぼうとどけ

集 計
しゅうけい

） 

 

③ 平成
へいせい

23年度
ね ん ど

がん検診
けんしん

受診率
じゅしんりつ

は、胃
い

、肺
はい

、大 腸
だいちょう

、子宮
しきゅう

、 乳
にゅう

がんのい 

ずれの検診
けんしん

でも、国
くに

の目 標
もくひょう

水 準
すいじゅん

50％を下
した

回
まわ

っています。 

（がん検診
けんしん

対 象 者
たいしょうしゃ

は 40歳
さい

以上
いじょう

、子宮
しきゅう

がん検診
けんしん

対 象 者
たいしょうしゃ

は 20歳
さい

以上
いじょう

） 

 

④ 国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

の医療費
い り ょ う ひ

における疾病
しっぺい

分類別
ぶんるいべつ

医療費
い り ょ う ひ

（20分類
ぶんるい

）では、 

がんは第
だい

2位
い

となっています。 

（H23年
ねん

5月
がつ

佐呂間町国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

医
い

療
りょう

費
ひ

） 

 

 

（（（（3333））））    課題課題課題課題
か だ い

のののの解決解決解決解決
かいけつ

にににに向向向向
む

けたけたけたけた取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみ    

 

がんの予防
よ ぼ う

や早期
そ う き

発見
はっけん

、早期
そ う き

治療
ちりょう

の大
たい

切
せつ

さについて理解
り か い

が広
ひろ

がり、がん

検診
けんしん

の受診
じゅしん

や早期
そ う き

の医療
いりょう

受診
じゅしん

につながることが重 要
じゅうよう

です。そのため、がん

予防
よ ぼ う

に関
かん

する情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

、子宮
しきゅう

頸
けい

がん予防
よ ぼ う

ワクチン接種
せっしゅ

の推進
すいしん

、がん検診
けんしん

の

受診率
じゅしんりつ

向 上
こうじょう

のための取
と

り組
く

みをおこない、精密
せいみつ

検査
け ん さ

が必要
ひつよう

な人
ひと

には確実
かくじつ

に

受診
じゅしん

するための支援
し え ん

を継続
けいぞく

します。 
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（（（（4444））））    取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみのののの場所場所場所場所
ば し ょ

やややや方法方法方法方法
ほうほう

    

 

◆具体的
ぐ た い て き

な取
と

り組
く

みは以下
い か

のとおりです。 

 

①①①①    がんがんがんがん予防予防予防予防
よ ぼ う

にににに有効有効有効有効
ゆうこう

とされるとされるとされるとされる生活生活生活生活
せいかつ

習 慣習 慣習 慣習 慣
しゅうかん

やややや予防予防予防予防
よ ぼ う

ワクチンワクチンワクチンワクチン等等等等
など

にににに関関関関
かん

するするするする情 報情 報情 報情 報
じょうほう

提 供提 供提 供提 供
ていきょう

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダー、がん検
けん

診
しん

結果
け っ か

説明会
せつめいかい

等
など

で情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をお

こないます。 

・子宮
しきゅう

頸
けい

がん予防
よ ぼ う

ワクチンに関
かん

する情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

と接種
せっしゅ

費用
ひ よ う

助成
じょせい

をお

こないます。（国
くに

の制度
せ い ど

の動向
どうこう

をみながら対策
たいさく

をおこないます。） 

 

②②②②    がんがんがんがん検診検診検診検診
けんしん

のののの受診率受診率受診率受診率
じゅしんりつ

向 上向 上向 上向 上
こうじょう

にににに向向向向
む

けたけたけたけた取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみをおこなうともにをおこなうともにをおこなうともにをおこなうともに、、、、精密精密精密精密
せいみつ

検査検査検査検査
け ん さ

をををを必要必要必要必要
ひつよう

とするとするとするとする人人人人
ひと

がががが確実確実確実確実
かくじつ

にににに受診受診受診受診
じゅしん

するためのするためのするためのするための支援支援支援支援
し え ん

をおこないますをおこないますをおこないますをおこないます。。。。    

   

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・節目
ふ し め

年齢
ねんれい

の方
かた

の検診
けんしん

費用
ひ よ う

助成
じょせい

（無料
むりょう

クーポン）、受診
じゅしん

によるポイン

ト付与
ふ よ

（ゲンキマイレージ）等
など

をおこないます。 

・各種
かくしゅ

検診
けんしん

、健康
けんこう

教 育
きょういく

にあわせて受診
じゅしん

勧 奨
かんしょう

をおこないます。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダー、町 内
ちょうない

回覧
かいらん

等
など

で周知
しゅうち

、受診
じゅしん

勧 奨
かんしょう

をおこな

います。 

・精密
せいみつ

検査
け ん さ

が必要
ひつよう

な人
ひと

には結果
け っ か

説明会
せつめいかい

や家庭
か て い

訪問
ほうもん

等
など

で説明
せつめい

や保健
ほ け ん

指導
し ど う

をおこない、検査
け ん さ

結果
け っ か

について把握
は あ く

します。 
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７７７７．．．．たばこたばこたばこたばこ対策対策対策対策
たいさく

    

 

 

（（（（1111））））    たばこにおけるたばこにおけるたばこにおけるたばこにおける課題課題課題課題
か だ い

    

 

「喫煙
きつえん

」は、がんの発 症
はっしょう

リスクを高
たか

めるだけでなく、循環器
じゅんかんき

疾患
しっかん

の発 症
はっしょう

、

妊娠期
に ん し ん き

の合 併 症
がっぺいしょう

や児
じ

の低 体 重
ていたいじゅう

出 生
しゅっしょう

のリスクを高
たか

める等
など

、科学的
か が く て き

根拠
こんきょ

に

より健康
けんこう

への影 響
えいきょう

が示
しめ

されています。佐呂間町では男女
だんじょ

ともに全国
ぜんこく

と比較
ひ か く

して喫煙率
きつえんりつ

が高
たか

く、妊婦
に ん ぷ

においても約
やく

2割
わり

の喫煙率
きつえんりつ

となっています。また、

町 内
ちょうない

公 共
こうきょう

施設
し せ つ

では施設内
し せ つ な い

の禁煙
きんえん

、共 有
きょうゆう

スペース以外
い が い

に喫煙室
きつえんしつ

を設置
せ っ ち

する

などの取
と

り組
く

みがおこなわれていますが、地域
ち い き

の会館
かいかん

、職場
しょくば

、飲 食 店
いんしょくてん

など

多
おお

くの人
ひと

が利用
り よ う

する場所
ば し ょ

においての取
と

り組
く

みについては、まだ十 分
じゅうぶん

把握
は あ く

で

きていない 状 況
じょうきょう

です。 

 

 

（（（（2222））））    たばこにたばこにたばこにたばこに関係関係関係関係
かんけい

するするするする佐呂間佐呂間佐呂間佐呂間町 民町 民町 民町 民
ちょうみん

のののの特 徴特 徴特 徴特 徴
とくちょう

    

 

① 喫煙率
きつえんりつ

は全体
ぜんたい

で 3割 弱
わりじゃく

、男性
だんせい

約
やく

4割
わり

、女性
じょせい

2割 弱
わりじゃく

で、いずれも全国
ぜんこく

 

よりも高
たか

い喫煙率
きつえんりつ

です。（健康
けんこう

栄養基礎調査
え い よ う き そ ち ょ う さ

） 

 

② 妊婦
に ん ぷ

の喫煙率
きつえんりつ

は約
やく

2割
わり

、同居
どうきょ

家族
か ぞ く

の喫煙率
きつえんりつ

は 4割 弱
わりじゃく

です。 

（H23年
ねん

 妊婦
に ん ぷ

アンケート） 

 

③ 役場
や く ば

を含
ふく

めた町
まち

が設置
せ っ ち

・運営
うんえい

している公 共
こうきょう

施設
し せ つ

であっても、禁煙
きんえん

が 

できていない施設
し せ つ

があります。（紋別
もんべつ

保健所
ほ け ん じ ょ

統計
とうけい

） 

 

 

（（（（3333））））    課題課題課題課題
か だ い

のののの解決解決解決解決
かいけつ

にににに向向向向
む

けたけたけたけた取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみ    

 

「喫煙
きつえん

」はがんや循環器
じゅんかんき

疾患
しっかん

の発 症
はっしょう

を高
たか

めるリスクであり、また妊婦
に ん ぷ

や

胎児
た い じ

の健康
けんこう

にも影 響
えいきょう

が大
おお

きいことを多
おお

くの人
ひと

が理解
り か い

し、禁煙
きんえん

に関
かん

する意識
い し き

が高
たか

まることが重 要
じゅうよう

です。そのため、個人
こ じ ん

が禁煙
きんえん

に取
と

り組
く

むための情 報
じょうほう
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提 供
ていきょう

をおこない、受動
じゅどう

喫煙
きつえん

を予防
よ ぼ う

できる環 境
かんきょう

づくりについて、関係
かんけい

機関
き か ん

と

連携
れんけい

を図
はか

りながら取
と

り組
く

んでいきます。 

 

 

（（（（4444））））    取取取取
と

りりりり組組組組
く

みみみみのののの場所場所場所場所
ば し ょ

やややや方法方法方法方法
ほうほう

    

 

◆具体的
ぐ た い て き

な取
と

り組
く

みは以下
い か

のとおりです。 

 

①①①①    がんやがんやがんやがんや循環器循環器循環器循環器
じゅんかんき

疾患発症疾患発症疾患発症疾患発症
しっかんはっしょう

のののの予防予防予防予防
よ ぼ う

をををを始始始始
はじ

めめめめ、、、、ライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクルにににに合合合合
あ

わせてわせてわせてわせて禁煙禁煙禁煙禁煙
きんえん

のののの大大大大
たい

切切切切
せつ

ささささについてについてについてについて情 報情 報情 報情 報
じょうほう

提 供提 供提 供提 供
ていきょう

するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、必要必要必要必要
ひつよう

なななな人人人人
ひと

にはにはにはには個別個別個別個別
こ べ つ

にににに支援支援支援支援
し え ん

をををを

おこないますおこないますおこないますおこないます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・妊娠
にんしん

届出時
と ど け で じ

の面接
めんせつ

、パパママたまご教 室
きょうしつ

で、母体
ぼ た い

や胎児
た い じ

への影 響
えいきょう

、

家族
か ぞ く

の 協 力
きょうりょく

の重 要 性
じゅうようせい

について情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないます。 

・特定
とくてい

健診
けんしん

、がん検診
けんしん

、Ｍ Ｒ Ｉ
エムアールアイ

頭
あたま

の検査
け ん さ

等
など

で禁煙
きんえん

の大
たい

切
せつ

さについて

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこないます。 

・特定
とくてい

健診
けんしん

、がん検
けん

診
しん

結果
け っ か

説明会
せつめいかい

で情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこない、特定
とくてい

保健
ほ け ん

指導
し ど う

を通
とお

し禁煙
きんえん

について継続的
けいぞくてき

な支援
し え ん

をします。 

・企業
きぎょう

や団体
だんたい

への健康
けんこう

教 育
きょういく

をおこないます。 

・広報
こうほう

、健康
けんこう

カレンダー、啓発用
けいはつよう

ポスター等
など

で情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をおこない

ます。 

 

②②②②    関係関係関係関係
かんけい

機関機関機関機関
き か ん

とととと連携連携連携連携
れんけい

しししし、、、、受動受動受動受動
じゅどう

喫煙喫煙喫煙喫煙
きつえん

をををを予防予防予防予防
よ ぼ う

するするするする対策対策対策対策
たいさく

をををを進進進進
すす

めますめますめますめます。。。。    

 

【取
と

り組
く

み場所
ば し ょ

・方法
ほうほう

】 

・町 内
ちょうない

の公 共
こうきょう

施設
し せ つ

、職場
しょくば

等
など

での禁煙
きんえん

の取
と

り組
く

み 状 況
じょうきょう

を把握
は あ く

し、禁煙
きんえん

対策
たいさく

を進
すす

めやすくするための情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を図
はか

り

ます。 

    ・健康
けんこう

増進法
ぞうしんほう

に基
もと

づき町 有
ちょうゆう

施設
し せ つ

における禁煙
きんえん

および分煙
ぶんえん

対策
たいさく

について

進
すす

めていきます。完全
かんぜん

禁煙化
き ん え ん か

については、段階
だんかい

を経
へ

て実施
じ っ し

するよう

検討
けんとう

します。 
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ⅢⅢⅢⅢ....「「「「佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町のののの健康健康健康健康
けんこう

づくりづくりづくりづくり関連関連関連関連
かんれん

事業事業事業事業
じぎょう

についてについてについてについて」」」」        ＜＜＜＜平成平成平成平成
へいせい

23232323年度年度年度年度
ね ん ど

現在現在現在現在
げんざい

＞＞＞＞    

    

    

        佐呂間町では、個人
こ じ ん

や団体
だんたい

が健康
けんこう

づくりおよび疾病
しっぺい

予防
よ ぼ う

をおこなうことが

できるよう、様々
さまざま

なサービスを実施
じ っ し

しています。この計画
けいかく

で示
しめ

しております 7

つの領 域
りょういき

による課題
か だ い

に対
たい

し、具体的
ぐ た い て き

な対策
たいさく

をおこなう場所
ば し ょ

が健
けん

康
こう

づくり関連
かんれん

事業
じぎょう

となります。 

これらの事業
じぎょう

は、それぞれの所管
しょかん

が内容
ないよう

の見直
み な お

しをしながら実施
じ っ し

しており、

健
けん

康
こう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

目 標
もくひょう

に到達
とうたつ

するための必要
ひつよう

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

として、個人
こ じ ん

や

団体
だんたい

が積 極 的
せっきょくてき

に利用
り よ う

できるよう環 境
かんきょう

整備
せ い び

を随時
ず い じ

おこなっています。 

 

＜次
じ

ページ 別
べっ

表
ひょう

健康
けんこう

づくり関連
かんれん

事業
じぎょう

について 参 照
さんしょう

＞ 

 

 

 

ⅣⅣⅣⅣ....「「「「おわりにおわりにおわりにおわりに…………」」」」    

 

平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

から１０年間
ねんかん

の推進
すいしん

期間
き か ん

を設定
せってい

し、第
だい

２次
じ

佐呂間町健康
けんこう

づく

り行動
こうどう

計画
けいかく

が掲
かか

げる 目 標
もくひょう

に向
む

かって実行
じっこう

します。スタートから５年目
ね ん め

に

中 間
ちゅうかん

評価
ひょうか

をおこない、計画
けいかく

の見直
み な お

しをします。 

この計画
けいかく

の進 捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

については、中 間
ちゅうかん

評価後
ひ ょ う か ご

に公 表
こうひょう

することとします。

最 終
さいしゅう

評価
ひょうか

については平成
へいせい

３４年度
ね ん ど

におこなうこととし、第
だい

３次
じ

佐呂間町健康
けんこう

づくり行動
こうどう

計画
けいかく

策定
さくてい

とあわせて公 表
こうひょう

することとします。 



別表　佐呂間町健康づくり関連事業

循環 食・栄 運・発 歯 休・心 がん たばこ その他

赤ちゃんとママの元気応援事業
（訪問相談）

保健福祉課
子育て中の保護

者
 0件/年 ○ ○ ○ ○

予防接種事業（法定接種） 保健福祉課 国の基準による
町内2医療機関委託
による個別接種実施

543 回
○

インフルエンザ予防接種助成
（１回1,500円・高校生以下非
課税世帯全額）

保健福祉課
１歳～高校生

６５歳以上

２回分助成
助成数635回
１回分助成

助成数1,189回
全額助成数70回

○

子宮頸がんワクチン助成
（※全額助成分）

保健福祉課
年度対象者に基

づく

中学3年～高校2年
1回目接種　38人
2回目接種　57人
3回目接種　55人

○

ヒブ・肺炎球菌ワクチン助成
（※全額助成分）

保健福祉課 2ヶ月以上4歳以下

ヒブ接種
人数57人　延96回

肺炎球菌
人数61人　延109回

○

任意予防接種　一部助成 保健福祉課

おたふく　1歳以上中学生以下

水疱瘡　1歳以上中学生以下

肺炎球菌23価　65歳以上及び

2歳以上中学生以下の疾患を

有する者、全額助成対象者以

外のヒブ、小児肺炎球菌、子

宮頸がん

おたふく13回、小児肺炎球菌2

回

水痘8回、子宮頸がん6回

肺炎球菌23価43回

ヒブ2回

○

食生活改善指導教室 保健福祉課 成人
開催 8地区/年

利用者数実109人
○ ○ ○

○

○

○

1人受診券2枚発行
対象者数111人
受診者数 45 人

　　　　　　（40.5％）

6回/年
利用人数延 37 人

6回/年
利用人数59人

母子通地域別連絡
会議2回 /年（実施

数13日）
巡回児童相談2回/

年
ケース検討会0回
巡回療育相談6件

むし歯予防パネル展
15日間/年

随時実施
訪問42件/出生44名

6回/年   56人
6回/年　 47人
6回/年　 35人
6回/年　 45人

随時実施
実施54件/対象54人

6回/年
利用人数延   135

人

事業名 対象・参集の区分
23232323年度実施回数等年度実施回数等年度実施回数等年度実施回数等
（（（（又又又又はははは発行数発行数発行数発行数などなどなどなど））））

母子手帳交付
妊婦状況把握アンケート

新生児訪問

乳幼児健康診査

虐待予防スクリーニング

赤ちゃん相談

子育て自由相談

パパママたまご教室

発達等気になる
お子さん・保護

者

発達支援（母子通園センター
地域別連絡会議/巡回児童
相談/ケース検討会）

歯科保健事業（佐呂間保育
所むし歯予防教室）

フッ素塗布事業

佐呂間保育所通所
児・保護者

3歳の誕生月の末日

３-４ヶ月児健診
対象者の母

子育て中の保護者

妊婦
子育て中の保護者

妊婦
子育て中の保護者

全妊婦

新生児全戸訪問

３－４ヶ月児
９－１０ヶ月児
１歳６ヶ月児

３歳児

随時交付
交付数 36人

アンケート実施数34
名

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○

主管課又は担当部署

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

関連する領域
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別表　佐呂間町健康づくり関連事業

循環 食・栄 運・発 歯 休・心 がん たばこ その他
事業名 対象・参集の区分

23232323年度実施回数等年度実施回数等年度実施回数等年度実施回数等
（（（（又又又又はははは発行数発行数発行数発行数などなどなどなど））））

主管課又は担当部署
関連する領域

食生活改善推進員
トゥモローライフさろまの活動

食生活改善推進員
（保健福祉課）

成人
活動数9回/年

推進員数延81人
○ ○ ○ ○ ○

グランドペアレンツクッキング 保健福祉課 高齢者
実施6回/年

利用者数延　65人
○ ○ ○ ○ ○

頭の検診 保健福祉課
40～60歳

（5歳刻み節目年齢）
　実施1回/年
利用数104人

○ ○ ○ ○ ○

健康診査（特定健診） 保健福祉課 40～74歳

2回/年×3地区／巡
回ドック

対象者数（未確定）
受診者数452人

○ ○ ○ ○ ○

健康診査（75歳以上健診） 保健福祉課 75歳以上
 2回/年×3地区／

巡回ドック
受診数68人

○ ○ ○ ○ ○

健康診査（39歳以下健診） 保健福祉課 39歳以下
 2回/年×3地区／

巡回ドック
受診数48人

○ ○ ○ ○ ○

がん検診（胃・肺・大腸） 保健福祉課 一般成人
2回/年×3地区・巡

回ドック
受診数1,925人

○

がん検診（婦人科） 保健福祉課 一般成人女性
2回/年×3地区

子宮受診数185人
乳受診数186人

○

女性特有のがん検診 保健福祉課
実施要綱等に定めら
れた該当年齢の女

性のみ

受診者数（個別：子
24人・乳16人／集
団：子10人・乳8人）

○

肝炎検査 保健福祉課 節目・節目外 受診数25人 ○

エキノコックス健診 保健福祉課
指定対象地区
（上・中・下）

1回/年
受診数79人

○

結核住民健診 保健福祉課 65歳以上高齢者
1回/年

受診数493人
○

日常生活圏域ニーズ調査 保健福祉課 65歳以上高齢者 未実施 ○ ○ ○ ○

農協巡回ドック
農協

保健福祉課
農協組合員

1回/年
受診数81人

○ ○ ○ ○ ○ ○

健診結果説明会 保健福祉課 健診受診者
呼出対象数334人
出席者　　309人
出席率　　92.5％

○ ○ ○ ○ ○ ○

特定保健指導事業 保健福祉課

①積極的支援対象
者

②動機づけ支援対
象者

①対象者  32名
初回指導  19（59％）

②対象者  44名
初回指導 43名

(96％）

○ ○ ○ ○ ○

家庭訪問 保健福祉課 全町民（新生児除く）
訪問指導件数

延　503件
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康教育事業 保健福祉課
　①成人・高齢者
　②介護予防・一般
高齢者

　①22回/年 490 人
　②14回/年 337人

○ ○ ○ ○ ○

介護予防事業（体育大学） 保健福祉課
一般高齢者
特定高齢者

実施 0 回/年
利用者数  0 人
※事業見直し

○ ○

介護予防事業（健口予備校） 保健福祉課
一般高齢者
特定高齢者

 0回／年
利用者数 0人
※事業見直し

○ ○

認知症サポーター養成講座 保健福祉課 成人一般
 回/年

利用者数 人
○
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別表　佐呂間町健康づくり関連事業

循環 食・栄 運・発 歯 休・心 がん たばこ その他
事業名 対象・参集の区分

23232323年度実施回数等年度実施回数等年度実施回数等年度実施回数等
（（（（又又又又はははは発行数発行数発行数発行数などなどなどなど））））

主管課又は担当部署
関連する領域

高齢者栄養出前講座 保健福祉課 一般高齢者
0 回／年

利用者数　0人
※事業見直し

○ ○

健康づくり講演会 保健福祉課 全町民
実施1 回/年
参集　77 人

○

健康カレンダー作成・配布 保健福祉課 全町民 約2500世帯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広報元気王国通信
健康料理（食生活改善）

保健福祉課 全町民 約2500世帯×12回 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サロマゲンキマイレージ 保健福祉課 全町民
発行　4417ポイント
交換　2698ポイント

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あそびの広場 子育て支援センター
0・1歳児クラス
2歳児～クラス

実施回数  週３回
利用者数 2852人

○ ○

お話あいあい 子育て支援センター
子育て中の保護者

子ども
実施回数　　  ９ 回

利用者数　  ２５３ 人
○ ○ ○ ○

栄養教諭の配置 管理課 児童生徒 1名 ○ ○ ○

給食だよりの発行 学校給食センター 児童生徒・保護者 発行回数１２ 回 ○ ○ ○

学校給食担当者意見交換会 学校給食センター 各学校担当職員 実施回数１回 ○

給食センター管理栄養士
学校訪問

学校給食センター 児童生徒・保護者
実施回数３回

再開
○

保護者試食会 学校給食センター 保護者
実施回数    ６回
利用人数   ９３人

○

○

○ ○

○

○

○おしゃべりあいあい 子育て支援センター
子育て中の保護者

子ども
実施回数　   ３回
利用者数   ５６人

実施回数   3回
利用人数   53人

実施回数  10回
利用人数  138人

実施回数  25回
利用人数  203人

実施回数　    ６回
利用者数　  ２８４ 人

実施回数　週 ４ 回
利用者数　1363人

実施回数　 １１回
利用者数  ２０８人

○サークル支援 子育て支援センター
子育て中の保護者

子ども

実施回数  57回
利用人数  1,442人

実施回数  57回
利用人数  371人

社会教育課
（武道館・温水プール）

実施回数  9回
利用人数  113人

マスターズスイミングスクー
ル

社会教育課
（武道館・温水プール）

中学生以上

○ ○ ○

○センター自由開放事業

あいあいらんど

ジュニアスイミングスクール

子育て支援センター
社会教育課
保健福祉課

子育て支援センター ○

小学生

実施回数   3回
利用人数  22人

実施回数  10回
利用人数  276人

子育て中の保護者
子ども

子育て中の保護者
子ども

○

○

○

○

○

○

○

ベビースイミングスクール
社会教育課

（武道館・温水プール）
1～3歳児と親

ジュニアサマースクール
社会教育課

（武道館・温水プール）
小学生

○

○ ○

○水泳・水中運動ﾊﾟｰｿﾅﾙﾚｯｽﾝ
社会教育課

（武道館・温水プール）

リズムウォーキング＆リラッ
クス

社会教育課
（武道館・温水プール）

成人

らくらく健康体操
社会教育課

（武道館・温水プール）
中高齢者

ちびっこスイミング
社会教育課

（武道館・温水プール）
次年度新１年生

小学生以上
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別表　佐呂間町健康づくり関連事業

循環 食・栄 運・発 歯 休・心 がん たばこ その他
事業名 対象・参集の区分

23232323年度実施回数等年度実施回数等年度実施回数等年度実施回数等
（（（（又又又又はははは発行数発行数発行数発行数などなどなどなど））））

主管課又は担当部署
関連する領域

○

かんたんパーソナル
（初心者教室・体力測定・メニュー作
成・ワンポイント）

社会教育課
（武道館・温水プール）

高校生以上
実施回数 298回
利用人数   83人

○

しっかりパーソナル
（からだ改善・やせる・健康づくり）

社会教育課
（武道館・温水プール）

高校生以上
実施回数 230回
利用人数   32人

○○

元気アップおやこ広場
社会教育課

（武道館・温水プール）
幼児～小学生
保護者同伴

実施回数 22回
利用人数 142人

○

女性のための
冷え性改善講座

社会教育課
（武道館・温水プール）

成人女性
実施回数   5回
利用人数   29人

実施回数  19回
利用人数  229人

実施回数 4　回
利用人数 145  人

実施回数 7 回
利用人数 214 人

未実施

健康と関係の薄い内
容で実施

○

○

○

　○

○○

○

○

○○

寿大学クラブ活動 社会教育課 高齢者
実施回数 17 回

利用人数 2000 人

寿大学健康関連講座 社会教育課 高齢者
実施回数 4 回

利用人数 607 人

教育講演会（20年度～）
家庭教育推進会議

（町PTA連合会共催）
保護者

食育事業 家庭教育推進会議
児童生徒・保護

者

性教育 家庭教育推進会議
児童生徒・保護

者
未実施

○

○

○ ○

○

○ ○

○

○ ○

さろま町民講座「からだ工房」 社会教育課 成人一般
実施回数 7　回

利用人数 132  人

ちびっ子スキー教室

わんぱく・チャレンジ広場

森林教室 家庭教育推進会議

家庭教育推進会議 家庭教育推進会議

就学前年

社会教育課
児童生徒・保護

者

関係機関
実施回数 4 回
利用人数 52 人

児童生徒・保護
者

実施回数 4 回
利用人数 68 人

実施回数 1 回
利用人数 19 人

健康と関係の薄い内
容で実施

子どもの運動能力を高める教室
社会教育課

（武道館・温水プール）
小学生

1～3年生
○

○社会教育課

子育て講座（講演会）

○スポーツ出前講座 社会教育課
児童生徒・保護

者

社会教育課 高校生・一般

○

○

○

○

○

○

○

○
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佐呂間町佐呂間町佐呂間町佐呂間町　　　　肥満者肥満者肥満者肥満者のののの状況状況状況状況

虚血性心疾患虚血性心疾患虚血性心疾患虚血性心疾患のののの状況状況状況状況

佐呂間町の各種統計から肥満者の状況をみた場合、BMI25以上の割合は高い傾向を示しています。佐呂間町健康栄養基礎調査では、20歳代～40歳代も含まれた調査であり、特に男性が高い割合を示していました。

虚血性心疾患の標準化死亡比（SMR：人口10万対死亡率）について、北海道と管内で比較すると佐呂間町は突出して高い指数（１７０．４）を示しています。

肥満者（BMI25以上の割合）

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%

男性 女性

国民栄養調査

（H22）※20歳以

上

佐呂間町健康

栄養基礎調査

（H23）※15歳以

上

佐呂間町特定

健診（H23）※40

歳以上

虚血性心疾患2000－2009SMR

170.4145.990.4
116.7 117.2

84.895.374.5135.3 050100150200北海道 紋別市佐呂間町遠軽町湧別町滝上町興部町西興部村雄武町虚血性心疾患

資料１



●3歳児健診　朝食摂取状況
75.684.1 76.9 58.1 81.6
24.410.534.919.215.9020

4060
80100

平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年

必ず摂るたいてい摂る％

●平成２３年　3歳児健診　おやつ習慣(時間）について
時間を決めている40%時間を決めていない56%

未記入4%
●平成２３年　３歳児健診　おやつ習慣(量）について

量を決めている49%量を決めていない47%
未記入4%

　3歳児健診のアンケートから朝ごはんを「必ず摂る」割合は年度によってバラつきはあるものの、平成22年度に比べて平成23年度の方がやや減少している。「たいてい摂る」の割合が増えている事から、朝ごはんの摂取が不規則になっている傾向が見られる。
※平成23年度　3歳児健診のアンケートから、おやつの習慣については、時間を決めないで摂取している割合が5割以上となっている。　
  おやつの量を決めないで摂取している割合は4割強となっており、食事の不規則摂取、さらにう歯の増加への影響が心配な状況となっている。
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●３歳児起床時間
010203040
50

5:00 5:30 6:00 6:30 7:00 7:30 8:00 8:30 9：00以降
H19年度（44名）H23年度（45名）

●３歳児就寝時間
010203040
50

19:30 20:00 20:30 21:00 21:30 22:00 22:30 23:00 23:30
H19年度（44名）H23年度（45名）％

％
※就寝時間は過去5年間で大きな変化なし。

※6時～7時の起床がやや減り、7時以降の起床がやや増えている。起床時間がやや遅くなっている傾向が見られている。

●歩行器の使用状況についていいえ 59% はい 41% ※平成24年度　保育所年少児にとった運動のアンケート結果から、独歩前に歩行器を使用していた割合は4割と多かった。　　使用していた理由として最も多かったのが、「安全だから」「歩行を促すため」という内容であった。資料3



●3歳児健診　う歯本数と食事の規則性について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0本

1～4本

5～9本

10～14本

不規則 規則的

●3歳児健診　う歯本数とおやつ量について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0本

1～4本

5～9本

10～14本

決めていない 決めている

●3歳児健診　う歯本数とおやつ時間について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0本

1～4本

5～9本

10～14本

時間を決めていない 時間を決めている

●3歳児健診　出生順位とう歯本数について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3以上

10～14本 5～9本 1～4本 0本

　う歯本数と出生順位について、第２子、第３子になるにしたがって、う歯本数が多くなる状況がみられ
ます。

　3歳児健診のアンケートから、う歯本数が増えるにしたがって、不規則な食事の割合やおやつ量・時間
をきめていない割合が高くなっている。食事の仕方やおやつの食べ方が、う歯には大きく影響していま
す。
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　3歳児健診における、う歯罹患率の経年的な状況をみると、あまり大きな変化はみられず横ばいである。1歳６か
月健診同様、う歯を持っているお子さんはう歯本数も多い傾向がみられており、1歳６か月ですでにう歯に罹患して
いるお子さんに関しては、さらにう歯本数が増えている状況がみられます。

●1歳6ヶ月児健診　う歯罹患率

22.0%22.0%22.0%22.0%

0.0%0.0%0.0%0.0%

6.8%6.8%6.8%6.8%
2.2%2.2%2.2%2.2% 2.0%2.0%2.0%2.0% 2.8%2.8%2.8%2.8%

0.0%0.0%0.0%0.0%
6.1%6.1%6.1%6.1%

2.9%2.9%2.9%2.9%4.6%
3.8%3.8%4.2%4.0%5.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年

佐呂間 全道

●3歳児健診　う歯罹患率

59%59%59%59%

38%38%38%38% 37.5%37.5%37.5%37.5%

28.8%28.8%28.8%28.8% 29.5%29.5%29.5%29.5% 28.8%28.8%28.8%28.8%

39.5%39.5%39.5%39.5%

26.3%26.3%26.3%26.3% 26.7%26.7%26.7%26.7%29.8%
33.2%

27.4%

27.3%27.5%

31.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年

佐呂間 全道

　1歳６か月健診における、う歯罹患率の経年的な状況をみると、罹患するお子さんは年々減少傾向である。しか
し、う歯を持っている子はう歯本数も多い傾向がみられており、う歯のない子とある子の二極化が進んでいる状況
がみられます。
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平成12年～21年佐呂間町主要死因ＳＭＲ（男性）
050100150200250300腎不全 肺炎 虚血性心疾患交通事故不慮の事故自殺心疾患脳血管疾患悪性新生物北海道佐呂間

平成12年～21年佐呂間町主要死因ＳＭＲ（女性）
050100150200腎不全 肺炎 虚血性心疾患交通事故不慮の事故自殺心疾患脳血管疾患悪性新生物北海道佐呂間

佐呂間町の自殺による死亡状況をみると、ＳＭＲでは全国、全道と比較し男女ともに高めの数値となっています。実人数では男性の死亡数が多いですが、ＳＭＲでみると女性の方が高い状況です。  ※ＳＭＲ（標準化死亡比）は、全国の死亡基準を基に佐呂間町の年齢構成で予測される死亡数と実際の死亡数を比較した数値で、100 が基準（全国平均）の数値となります。 

佐呂間町主要死因佐呂間町主要死因佐呂間町主要死因佐呂間町主要死因    

平成平成平成平成 12121212 年年年年～～～～21212121 年主要死因概要年主要死因概要年主要死因概要年主要死因概要（（（（北海道健康北海道健康北海道健康北海道健康づくりづくりづくりづくり財団資料財団資料財団資料財団資料））））    

男性主要死因ＳＭＲ北海道 佐呂間腎不全 129.2 48.4肺炎 96.6 70.5虚血性心疾患 89 166.2交通事故 114.1 292.5不慮の事故 93.9 108.8自殺 110.9 141.6心疾患 102.7 135.2脳血管疾患 95.6 87.8悪性新生物 104.4 96.6
女性主要死因ＳＭＲ北海道 佐呂間腎不全 132.2 102.3肺炎 93.5 48.9虚血性心疾患 92 175.6交通事故 100.9 98.9不慮の事故 77.2 88.3自殺 102.9 160.8心疾患 102.5 119.8脳血管疾患 93.5 84.7悪性新生物 105.4 93.8
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佐呂間町精神疾患受療人数

37 41 42 4319 24 26 28 2920 21 22 26 2613 13 14 14 1410 10 10 10

43
9

020
4060
80100
120

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年

その他てんかんうつを含む気分（感情)障害認知症を含む脳器質性精神障害統合失調症
（人）
佐呂間町精神疾患佐呂間町精神疾患佐呂間町精神疾患佐呂間町精神疾患によるによるによるによる受療人数受療人数受療人数受療人数    

紋別保健所資料紋別保健所資料紋別保健所資料紋別保健所資料：：：：平成平成平成平成 20202020 年年年年～～～～24242424 年年年年、、、、各年各年各年各年 3333 月末月末月末月末のののの人数人数人数人数    

    

64歳以下受療状況（割合）
統合失調症44.4%てんかん15.3% その他9.7%

うつをうつをうつをうつを含含含含むむむむ気分気分気分気分（（（（感感感感情情情情))))障害障害障害障害27.8%27.8%27.8%27.8% 認知症を含む脳器質性精神障害2.8%

65歳以上受療状況（割合）統合失調症22.0%
認知症を含む脳器質性精神障害54.0%

てんかん6.0% その他6.0%うつをうつをうつをうつを含含含含むむむむ気分気分気分気分（（（（感感感感情情情情))))障害障害障害障害12.0%12.0%12.0%12.0%
佐呂間町精神疾患佐呂間町精神疾患佐呂間町精神疾患佐呂間町精神疾患によるによるによるによる受療人数受療人数受療人数受療人数    64646464 歳以下歳以下歳以下歳以下とととと 65656565 歳以上歳以上歳以上歳以上のののの内訳内訳内訳内訳    

紋別保健所資料紋別保健所資料紋別保健所資料紋別保健所資料：：：：平成平成平成平成 24242424 年年年年 3333 月末月末月末月末のののの人数人数人数人数    

精神疾患の受療人数について 64 歳以下と 65 歳以上に分けて疾患の内訳をみると、65 歳以上では認知症を含む脳器質性障害が多くみられますが、64 歳以下では「統合失調症」に次いで「うつを含む気分（感情）障害」の人数が多くなっています。 

自殺の要因の一つとなり得る「うつを含む気分（感情）障害」の受療人数の推移をみると平成 20年と比較し、わずかに増加傾向がみられます。 ※受療人数は自立支援医療（精神通院医療：通院に係る医療費の助成）や、精神障害者保健福祉手帳等の利用者について保健所で把握している人数です。 
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悪性新生物悪性新生物悪性新生物悪性新生物によるによるによるによる死亡状況死亡状況死亡状況死亡状況    

平成平成平成平成 19191919 年年年年～～～～23232323 年佐呂間町死亡届集計年佐呂間町死亡届集計年佐呂間町死亡届集計年佐呂間町死亡届集計よりよりよりより    

平成 19 年から 23 年の 5 年間の主要死因をみると悪性新生物が一番多く、64 歳以下の年代では 4 割近くの人が悪性新生物で亡くなっています。 

65歳以上主要死因（割合）

心疾患

24.8%

肺炎

14.7%

その他

17.0%

不慮の事故

1%

老衰

4.6%

自殺

0.3%

脳血管疾患

5.9%

悪性新生物悪性新生物悪性新生物悪性新生物

32.0%32.0%32.0%32.0%

64歳以下主要死因（割合）

不慮の事故

11.8%

その他

15.7%

悪性新生物悪性新生物悪性新生物悪性新生物

37.3%37.3%37.3%37.3%

自殺

21.6%

心疾患

5.9%

脳血管疾患

7.8%
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平成２３年度佐呂間町がん検診受診率

受診数 受診率％

H２２年全国受診率％(※）
胃がん 男女計 601 32.0

男性 270 32.5 36.6

女性 331 31.5 28.3

肺がん 男女計 642 34.1

男性 282 33.9 26.4

女性 360 34.2 23.0

大腸がん 男女計 682 36.3

男性 290 34.9 28.1

女性 392 37.3 23.9

子宮頸がん 女性 206 15.4 37.7

乳がん 女性 180 17.0 39.1※H２２年全国受診率：厚生労働省「国民生活基礎調査」より

がんがんがんがん検診検診検診検診のののの受診状況受診状況受診状況受診状況    

がん検診の受診率をみると胃・肺・大腸がんについては全国の受診率と比較しやや高めですが、子宮・乳がんについては全国より低く、いずれの検診も国が目標とする 50％を下回っている状況です。 
●平成23年度　妊婦の喫煙状況

もともと吸わない 52.9％やめた 26.5％
努力中（喫煙中） 20.6％ ※平成23年度に実施した妊娠届け出時のアンケートの喫煙状況について、喫煙中と答えた方は全体の2割で、5人に1人が妊娠をしても喫煙を継続しているという状況が見られていた。

妊婦妊婦妊婦妊婦のののの喫煙状況喫煙状況喫煙状況喫煙状況    
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遠軽町母子通園センター通所状況

21
20

16
12

15

177 194

529

243

464

0

5

10

15

20

25

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度

契約人数

0

100

200

300

400

500

600
延べ利用者数

契約数

延利用者数

遠軽町母子通園遠軽町母子通園遠軽町母子通園遠軽町母子通園センターセンターセンターセンター通所状況通所状況通所状況通所状況

契約数 延利用者数

H19年度 15 177

H20年度 12 194

H21年度 16 243

H22年度 20 464

H23年度 21 529

佐呂間町から母子通園センターに通所する児について、平成 19 年からの推移をみると実利

用人数（契約数）、延べ利用者数（合計利用回数）ともに増えてきており、延べ利用者数は平成

19 年と比較し、約 3 倍となっています。 

 

※母子通園センターは、発達支援事業として「こころ」「からだ」「ことば」等の発達に心配や不安

のある子どもの発達相談や個別や集団で子どもの発達を促す支援を行っています。 

発達支援発達支援発達支援発達支援をををを受受受受けるけるけるける子子子子どものどものどものどもの状況状況状況状況    



 

平成平成平成平成 23232323 年度年度年度年度    

佐呂間町健康栄養佐呂間町健康栄養佐呂間町健康栄養佐呂間町健康栄養基礎調査基礎調査基礎調査基礎調査のののの概要概要概要概要    

平成平成平成平成 24242424年年年年 3333月月月月    

佐呂間町保健福祉課佐呂間町保健福祉課佐呂間町保健福祉課佐呂間町保健福祉課    

    

（（（（栄養指導係栄養指導係栄養指導係栄養指導係・・・・保健推進係保健推進係保健推進係保健推進係））））    



 

ⅡⅡⅡⅡ    結果結果結果結果のののの概要概要概要概要    

第 1章 

 

身体の状況、健康意識、一日の歩数について 



１１１１．．．．生活習慣病生活習慣病生活習慣病生活習慣病をををを有有有有しているしているしているしている者者者者のののの状況状況状況状況

生活習慣病を有している人の割合が男性で35.1％、女性で37.5％
　年代別にみると７０歳代が65.5％と最も高い割合を示している。

生活習慣病（高血圧・糖尿病・高コレステロール血症・痛風・貧血・肥満症などのいずれ
か）を有していると回答した方（図1）は全体で36.3％。男女間での差はあまりなく、年
代別（図2）でみると60歳代で60.0％と高くなり、70歳代で65.5％と最も高い割合となっ
ており、年齢とともに増加する傾向がみられている。

4

図1　生活習慣病の有無（性別）

37.5

35.1

36.3

62.5

64.9

63.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

全体

1.有り 2.無し

（190）

（94）

（96）

図2　生活習慣病の有無（年代別）
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70歳以上
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1.有り 2.無し
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n = ( )



２２２２．ＢＭＩ．ＢＭＩ．ＢＭＩ．ＢＭＩのののの状況状況状況状況

肥満の割合が男性43.5％、女性26.4％
　年代別にみると50歳代が44.1％と最も高い割合を示している。

BMIの状況（図3）をみると全体の35.0%、男性43.5％、女性26.4％が肥満であり男性の割合が高めで
ある。年代別（図4）では40歳代で40.9％と高くなり、50歳代で44.1％と最も高い割合となってい
る。やせ状況をみると全体で6.0％、男性4.3％、女性7.7％と女性の割合が高めとなっており、年代
別にみていくと、20歳代で31.3％と最も高い割合となっている。

5

図3　ＢＭＩの状況（性別）
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～18.5未満（やせ） 18.5～24.9（普通） 25～（肥満）

（183）

（92）

（91）

ｎ＝(  ）

図4　ＢＭＩの状況（年代別）
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図5　ＢＭＩが25以上の割合の比較

28.6
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35.0
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26.4
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３３３３．．．．適正体重適正体重適正体重適正体重をををを認識認識認識認識しているしているしているしている者者者者のののの状況状況状況状況

意識している適性体重が標準範囲内であった人の割合は男性87.2％、女性91.8％
　体重を適性体重より重く意識している割合は男性の方がやや高め。

意識している適性体重が標準範囲であった人の割合（図6）は全体で89.6％。年代別（図
7）でみていくと60歳代、70歳代で適正体重を重く意識している割合がやや高くなってい
る。逆に若い年代では、適正体重を少なく意識している方もみられている。

6

図6　適正体重認識状況（性別）
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図7　適正体重認識状況（年代別）

10.3

14.5

8.3

86.2

85.5

91.7

95.8

95.8

83.3

100.0

3.4

11.1

4.2

4.2

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

15～19歳

標準よりも少なめ 標準よりも重め 標準を意識

（29）

（6）

（18）

（24）

（24）

（36）

（55）

ｎ＝(  ）



４４４４．．．．適正体重適正体重適正体重適正体重をををを目指目指目指目指したしたしたした取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの状況状況状況状況

7

減量への取り組みについて「取り組んではいない」割合は全体で53.2％
　年代別では70歳以上が65.4％と最も高い割合を示している。

減量への取り組み（図8）について、「取り組んでいない」と回答している方は男性
56.0％、女性50.5％と男性の割合が高めであり、逆に「現在、取り組みを継続している」
と回答している方は男性15.4％、女性23.2％と女性の割合が高めである。年代別（図9）
では「現在、取り組みを継続している」と回答している方は30歳代・40歳代で29.2％と最
も高い割合を示している。

図8　適正体重を目指した取り組み状況（性別）
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図9　適正体重を目指した取り組み状況（年代別）
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項目1 項目11

項目2 項目12

項目3 項目13

項目4 項目14

項目5 食事内容や栄養のバランスに配慮する。 項目15

項目6 項目16

項目7 栄養成分表示を参考にしている。 項目17

項目8 項目18

項目9 項目19

項目10 項目20

項目21

５５５５．．．．健康健康健康健康づくりにむけたづくりにむけたづくりにむけたづくりにむけた取取取取りりりり組組組組みみみみ状況状況状況状況

健康づくりのために取り組んでいる内容の１位は「体重を定期的に測定」、２位
は「食事内容や栄養バランスに配慮している」、３位は「減塩に取り組んでい
る」となっている。

この１年の間に健康のために取り組んでいる内容（図10）を、性別でみると男女とも１
位・２位は同じ内容であるが、３位については男性が「健診で健康状態を定期的に確認し
ている」、女性が「テレビやラジオ番組、新聞記事、雑誌等を参考にしている」であっ
た。

特になし

＜取り組みの内容＞

佐呂間町広報の料理を参考にしている。

減塩に取り組んでいる。

スポーツ教室等取り組んでいる。

健康運動を取り組んでいる。

運動施設等を活用している。

佐呂間町健康カレンダーの健康情報や料理を参考にし
ている。

健康づくり事業に参加したことがある。

サロマゲンキマイレージのポイントを集めている。

栄養補助食品、特定保健用食品の活用。

お酒をへらした、または止めた。

タバコを減らした、または止めた。

8

その他

体重を測っている。

血圧を自分で測っている。

健診で定期的に確認している。
佐呂間町広報の健康情報を参考にしてい
る。

インターネットを活用している。

健康に関するテレビやラジオ番組等を参
考にしている。

図10　健康づくりにむけた取り組み状況
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６６６６．．．．歯歯歯歯のののの状況状況状況状況についてについてについてについて

「自分の歯を20本以上有する人」の割合は40歳代72.2％であり、年齢が高くなると割合は
低下し70歳代では37.5％となっている。

「自分の歯を20本以上有する人」（図11）は、30歳代までは100％に近いが、40歳代72.2％、50歳代
68.8％で、60歳代以降は半数を超える人が20本未満となっている。また、40歳代～60歳代について
全国と割合を比較すると「自分の歯を20本以上有する人」の割合が低かった。（参考：平成21年国
民健康・栄養調査では40歳代93.8％、50歳代80.9％、60歳代64.1％となっている。）抜歯をした原
因（図12）は「むし歯」が一番多く72.9％、次いで「歯周病」が13.9％となっている。予防のため
に歯科医院を受診している人（図13）は26.0％であった。

図13　口腔の病気の予防を目的とした歯科受診（n=181）

26.0%

74.0%

1受診している

2受診していない

（47）

（134）n=（　）

ｎ＝165人

図12　抜歯した原因（n=144に対する重複回答割合）
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3.5%

4.2%
1外部からの力による歯折れ

2むし歯

3歯周病

4矯正などによる意図的な抜歯

5その他

（20）

（5）

（6）

（8）

（105）n=（　）

図11　自分の歯の本数(年代別）
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７７７７．．．．1111日日日日のののの歩行数歩行数歩行数歩行数

1日の歩行数分布で最も多かったのは男女ともに10,000歩以上（図14、図15）。
平均値は男性8,761歩（図16）、女性7,742歩（図17）。
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図16　1日の歩行数平均値（男性）
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図17　1日の歩行数平均値（女性）
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図14　１日の歩数分布（男性n=82人）
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図15　１日の歩数分布（女性n=87人）
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第 2章 

 

栄養素、食品の摂取の状況について 



表1）推定エネルギー必要量（EER）の基準に満たない人と基準以上の人数／割合
（EER1=身体活動レベルⅠ低い1.50　※＜再掲EER2=身体活動レベルⅡ普通1.75＞）

（ｎ） 年齢区分 人数 割合 人数 割合 人数 割合

7 20～29歳 4 57.1% 3 42.9% 2 28.6%
11 30～39歳 6 54.5% 5 45.5% 3 27.3%
12 40～49歳 6 50.0% 6 50.0% 4 33.3%
15 50～59歳 6 40.0% 9 60.0% 5 33.3%
25 60～69歳 12 48.0% 13 52.0% 7 28.0%
13 70歳以上 3 23.1% 10 76.9% 4 30.8%

（ｎ） 年齢区分 人数 割合 人数 割合 人数 割合

9 20～29歳 4 44.4% 5 55.6% 3 33.3%
11 30～39歳 10 90.9% 1 9.1% 0 0.0%
9 40～49歳 5 55.6% 4 44.4% 2 22.2%

21 50～59歳 14 66.7% 7 33.3% 3 14.3%
26 60～69歳 12 46.2% 14 53.8% 6 23.1%
13 70歳以上 8 61.5% 5 38.5% 4 30.8%

12

男性

女性

平成14年度調査と平成23年度調査の摂取エネルギー平均値比較では、男性（図18）では各
年代について大きな違いは見られない。一方、女性（次ページ図19）では、平成14年度調
査時の20歳～29歳は摂取エネルギー平均値が1,347Kcalであったのに対し平成23年度調査
時は1,887Kcalと増加した。また、平成14年度調査時の30歳～39歳は1,898Kcalであったの
に対し平成23年度調査時は1,420Kcalと減少した。

EER1以上 ※EER2以上

EER1未満 EER1以上

１１１１．　．　．　．　エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

女性30歳代で推定エネルギー必要量（EERレベルⅠ＝1750Kcal）に満たない人が多
い（「表1」90.9%）。

※EER2以上

EER1未満

図18　摂取エネルギー平均の状況（男性）
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＜参考資料＞

エネルギーの食事摂取基準：推定エネルギー必要量（Kcal／日）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

1,350 1,550 1,700 1,250 1,450 1,650

1,600 1,800 2,050 1,500 1,700 1,900

1,950 2,250 2,500 1,750 2,000 2,250

2,200 2,500 2,750 2,000 2,250 2,550

2,450 2,750 3,100 2,000 2,250 2,500

2,250 2,650 3,000 1,700 1,950 2,250

2,300 2,650 3,050 1,750 2,000 2,300

2,100 2,450 2,800 1,650 1,950 2,200

1,850 2,200 2,500 1,450 1,700 2,000

(参考：日本人の食事摂取基準　2010年版）
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  70以上（歳）

  10～11（歳）

  12～14（歳）

  15～17（歳）

  18～29（歳）

  30～49（歳）

  50～69（歳）

      6～7（歳）

      8～9（歳）

男性 女性性別

身体活動レベル

図19　摂取エネルギー平均の状況（女性）
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２２２２．　．　．　．　脂脂脂脂　　　　質質質質

 総エネルギーに占める脂質の摂取エネルギーの割合は、30歳代女性で高い。

総エネルギーに対する脂質エネルギーの割合の目標量は20～25％（次ページ参考資料参照）であ
るが、30歳～39歳女性の90.9％が目標量を超えている（図21）。

図20　脂肪エネルギー比率の状況（男性）

28.6

45.5

41.7

53.3

44.0

61.5

71.4

18.1

41.6

33.4

24.0

30.8

36.4

16.7

13.3

32.0

7.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

目標量未満 目標量範囲内 目標量以上

(11)

(12)

(15)

(25)

(7)

(13)

( n )

図21　脂肪エネルギー比率の状況（女性）
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＜参考資料＞

脂質の食事摂取基準

※脂質の総エネルギーに占める割合（脂肪エネルギー比）；％エネルギー

15

－ 20以上25未満

－ 20以上30未満

－ 20以上25未満

－ 20以上25未満 － 20以上25未満

20以上30未満

－ 20以上25未満 － 20以上25未満

－ 20以上30未満 －

－

－ 20以上30未満 － 20以上30未満

－ 20以上30未満

－ 20以上30未満 － 20以上30未満

－ 20以上30未満

(参考：日本人の食事摂取基準　2010年版）

  12～14（歳）

  15～17（歳）

  18～29（歳）

  30～49（歳）

－ 20以上30未満 20以上30未満

20以上30未満

－

女性性別

  50～69（歳）

  70以上（歳）

  10～11（歳）

      6～7（歳）

      8～9（歳）

目安量 目標量（範囲）目標量（範囲） 目安量年齢

男性
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３３３３．　．　．　．　炭水化物炭水化物炭水化物炭水化物

1日の総エネルギーに対する炭水化物のエネルギー摂取比率では、目標量未満である人が
多いのは、男性では70歳以上、女性では30歳～39歳。

総エネルギーに対する炭水化物エネルギーの割合の目標量は20～25％（次ページ参考資料参照）
であるが、目標量に満たない人の割合は、男性70歳以上で61.5％（図22）、次いで女性30歳～39
歳で45.5％（図23）であった。

図22　炭水化物エネルギー比率の状況（男性）
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図23　炭水化物エネルギー比率の状況（女性）
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＜参考資料＞

炭水化物の食事摂取基準（％エネルギー）※1

※1　アルコールに由来するエネルギーを含む (参考：日本人の食事摂取基準　2010年版）
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  10～11（歳）

  50～69（歳）

      6～7（歳）

      8～9（歳）

  12～14（歳）

  15～17（歳）

女性

年齢

性別 男性

目標量（範囲） 目標量（範囲）

  70以上（歳）

50以上70未満 50以上70未満

50以上70未満 50以上70未満

50以上70未満 50以上70未満  18～29（歳）

  30～49（歳）

50以上70未満 50以上70未満

50以上70未満 50以上70未満

50以上70未満 50以上70未満

50以上70未満 50以上70未満

50以上70未満 50以上70未満

50以上70未満 50以上70未満



表2）推定平均必要量(EAR）　に達していない人数/割合

男性（ｎ） 年齢区分 人数 割合 女性（ｎ） 年齢区分 人数 割合

7 20～29歳 1 14.3% 9 20～29歳 1 11.1%
11 30～39歳 2 18.2% 11 30～39歳 0 0.0%
12 40～49歳 0 0.0% 9 40～49歳 1 11.1%
15 50～59歳 1 6.7% 21 50～59歳 2 9.5%
25 60～69歳 2 8.0% 26 60～69歳 3 11.5%
13 70歳以上 1 7.7% 13 70歳以上 1 7.7%

表3）推奨量(RDA）　をこえている人数／割合

男性（ｎ） 年齢区分 人数 割合 女性（ｎ） 年齢区分 人数 割合

7 20～29歳 5 71.4% 9 20～29歳 7 77.8%
11 30～39歳 8 72.7% 11 30～39歳 8 72.7%
12 40～49歳 10 83.3% 9 40～49歳 6 66.7%
15 50～59歳 12 80.0% 21 50～59歳 17 81.0%
25 60～69歳 22 88.0% 26 60～69歳 19 73.1%
13 70歳以上 10 76.9% 13 70歳以上 9 69.2%

＜参考資料＞

たんぱく質の食事摂取基準（ｇ／日）

推定平均
必要量

推奨量 目安量
耐容

上限量
推定平均
必要量

推奨量 目安量
耐容

上限量

25 30 － － 25 30 － －

30 40 － － 30 40 － －

40 45 － － 35 45 － －

45 60 － － 45 55 － －

50 60 － － 45 55 － －

50 60 － － 40 50 － －

50 60 － － 40 50 － －

50 60 － － 40 50 － －

50 60 － － 40 50 － －

４４４４．　．　．　．　たんぱくたんぱくたんぱくたんぱく質質質質

 20歳以上では、男女ともに各年代の推奨量を満たした摂取状況。

性別 男性

たんぱく質の摂取量は、各年代において推奨量を超えて摂取している人が多い（表3）。特
に、男性ではすべての年代で7割以上の人が推奨量を超えた摂取であった。

女性

年齢
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  15～17（歳）

  12～14（歳）

      6～7（歳）

  50～69（歳）

  70以上（歳）

(参考：日本人の食事摂取基準　2010年版）

  18～29（歳）

  30～49（歳）

      8～9（歳）

  10～11（歳）
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摂取量の分布では男女ともに300ｍｇ以上500ｍｇ未満に一番多く分布。

５５５５．　．　．　．　カルシウムカルシウムカルシウムカルシウム

　各年代の推定平均必要量の範囲は500ｍｇから700ｍｇであるが、実際の分布では300ｍ
ｇ以上500ｍｇ未満で摂取している人が最も多い（図24、図25）。

図24　7歳以上の男性　カルシウム摂取量分布(n = 90)
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図25　7歳以上の女性　カルシウム摂取量分布(n = 98)
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表4）推定平均必要量(EAR）　に達していない人数/割合

男性(n) 区分 人数 割合 女性(n) 区分 人数 割合

4   7～14歳 4 100.0% 6   7～14歳 5 83.3%
3 15～19歳 2 66.7% 3 15～19歳 3 100.0%
7 20～29歳 6 85.7% 9 20～29歳 6 66.7%

11 30～39歳 9 81.8% 11 30～39歳 8 72.7%
12 40～49歳 9 75.0% 9 40～49歳 6 66.7%
15 50～59歳 13 86.7% 21 50～59歳 15 71.4%
25 60～69歳 14 56.0% 26 60～69歳 15 57.7%
13 70歳以上 9 69.2% 13 70歳以上 9 69.2%

表5）推奨量(RDA）　に達している人数／割合

男性(n) 区分 人数 割合 女性(n) 区分 人数 割合

4   7～14歳 0 0.0% 6   7～14歳 0 0.0%
3 15～19歳 1 33.3% 3 15～19歳 0 0.0%
7 20～29歳 1 14.3% 9 20～29歳 2 22.2%

11 30～39歳 1 9.1% 11 30～39歳 0 0.0%
12 40～49歳 0 0.0% 9 40～49歳 3 33.3%
15 50～59歳 1 6.7% 21 50～59歳 3 14.3%
25 60～69歳 7 28.0% 26 60～69歳 7 26.9%
13 70歳以上 2 15.4% 13 70歳以上 2 15.4%
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　カルシウム摂取量の平均値について平成14年度調査と平成23年度調査を比較（図26）す
ると、7歳～14歳及び20歳～29歳は増加率が高い。一方、40歳～49歳及び50歳～59歳は減
少し、特に40歳～49歳で顕著な減少が見られた。しかし、どの年代についても推定平均必
要量に達していない人の割合が高く（表4）、推奨量を満たしている人は少ない（表5）。

図26　カルシウム平均摂取量の状況

320 310
330

361

529

571

510 522

485

396

500

412 412

494

576

522

0

100

200

300

400

500

600

700

7歳～14歳 15歳～19歳 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳 70歳以上

Ｈ14年

Ｈ23年

   (24) (10)       (6)  (6)      (11) (16)     (30) (22)      (30) (21)      (33) (36)       (39) (51)       (62) (26)

mg

(n)



＜参考資料＞

カルシウムの食事摂取基準（ｍｇ／日）

性別

年齢
推定平均
必要量

推奨量 目安量
耐容

上限量
推定平均
必要量

推奨量 目安量
耐容

上限量

      6～7（歳） 500 600 － － 450 550 － －

      8～9（歳） 550 650 － － 600 750 － －

  10～11（歳） 600 700 － － 600 700 － －

  12～14（歳） 800 1000 － － 650 800 － －

  15～17（歳） 650 800 － － 550 650 － －

  18～29（歳） 650 800 － 2300 550 650 － 2300

  30～49（歳） 550 650 － 2300 550 650 － 2300

  50～69（歳） 600 700 － 2300 550 650 － 2300

  70以上（歳） 600 700 － 2300 500 600 － 2300
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(参考：日本人の食事摂取基準　2010年版）

男性 女性



６６６６．　．　．　．　食物繊維食物繊維食物繊維食物繊維

摂取量の分布では、10ｇ～20ｇの範囲が中心。

一方、20ｇ以上の摂取は、男性が17名（「図27」83人中）、女性が13名（「図28」89人
中）であった。
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図27　20歳以上の男性　食物繊維摂取量分布(n = 83)
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図28　20歳以上の女性　食物繊維摂取量分布(n = 89)
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表6）目標量（DG＝男性19ｇ以上　女性17ｇ以上）　をこえている人数／割合

男性（ｎ） 年齢区分 人数 割合
7 20～29歳 1 14.3%

11 30～39歳 0 0.0%
12 40～49歳 2 16.7%
15 50～59歳 8 53.3%
25 60～69歳 6 24.0%
13 70歳以上 5 38.5%

女性（ｎ） 年齢区分 人数 割合
9 20～29歳 2 22.2%

11 30～39歳 2 18.2%
9 40～49歳 1 11.1%

21 50～59歳 6 28.6%
26 60～69歳 10 38.5%
13 70歳以上 7 53.8%

　　＜参考資料＞食物繊維の食事摂取基準（g/日）

性別

年齢

  15～17（歳）

  18～29（歳）

  30～49（歳）

  50～69（歳）

  70以上（歳）
(参考：日本人の食事摂取基準　2010年版）

－ －

19以上 17以上

男性 女性

目標量（範囲） 目標量（範囲）

食物繊維摂取量の平均値について平成14年度調査と平成23年度調査を比較（図29）する
と、20歳～29歳において摂取量の増加率が高い。
また、目標量を超えた摂取をしている人が半数をこえている年代は、50歳～59歳の男性
（53.3％）、70歳以上の女性（53.8％）であった（表6）。
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19以上 17以上

19以上 17以上

19以上 17以上

図29　食物繊維摂取量平均の状況
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７７７７．　．　．　．　食塩相当量食塩相当量食塩相当量食塩相当量（（（（ナトリウムナトリウムナトリウムナトリウム××××2222....54545454／／／／1111,,,,000000000000））））

摂取量の分布では、男性で10ｇ～15ｇ未満の摂取量が一番高い。

男性の分布では10ｇ以上15ｇ未満が最も高く34人（「図30」83人中）であった。一方、
女性の分布では6ｇ以上10ｇ未満が最も高く36人（「図31」89人中）であった。

図30　20歳以上の男性　食塩摂取量分布(n = 83)
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図31　20歳以上の女性　食塩摂取量分布(n = 89)
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表7）目標量（DG＝男性9ｇ未満　女性7ｇ未満）　をこえている人数／割合

男性（ｎ） 年齢区分 人数 割合

7 20～29歳 4 57.1%
11 30～39歳 9 81.8%
12 40～49歳 10 83.3%
15 50～59歳 14 93.3%
25 60～69歳 17 68.0%
13 70歳以上 9 69.2%

女性（ｎ） 年齢区分 人数 割合

9 20～29歳 7 77.8%
11 30～39歳 3 27.3%
9 40～49歳 3 33.3%

21 50～59歳 12 57.1%
26 60～69歳 16 61.5%
13 70歳以上 10 76.9%

＜参考資料＞
ナトリウムの食事摂取基準（mg/日、（　）は食塩相当量〔g/日〕）

性別

年齢
推定平均
必要量

目安量 目標量
推定平均
必要量

目安量 目標量

      6～7（歳） － － （6.0未満） － － （6.0未満）
      8～9（歳） － － （7.0未満） － － （7.0未満）
  10～11（歳） － － （8.0未満） － － （7.5未満）
  12～14（歳） － － （9.0未満） － － （7.5未満）
  15～17（歳） － － （9.0未満） － － （7.5未満）
  18～29（歳） 600（1.5） － （9.0未満） 600（1.5） － （7.5未満）
  30～49（歳） 600（1.5） － （9.0未満） 600（1.5） － （7.5未満）
  50～69（歳） 600（1.5） － （9.0未満） 600（1.5） － （7.5未満）
  70以上（歳） 600（1.5） － （9.0未満） 600（1.5） － （7.5未満）

(参考：日本人の食事摂取基準　2010年版）

食塩相当量平均値について平成14年度調査と平成23年度調査を比較（図32）すると、20
歳～29歳で摂取量の増加率が高く、50歳～59歳及び60歳から69歳で摂取量の減少率が高
い。一方、目標量を超える摂取量をする人は依然として高い割合を示しており、最も高
い割合は男性50歳～59歳で93.3％だった（表7）。

男性 女性
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図32　食塩摂取量平均の状況
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８８８８．　．　．　．　コレステロールコレステロールコレステロールコレステロール

摂取量の分布では、600ｍｇ以上の摂取をする人は少ない状況。

分布（図33、図34）では、男女ともに300ｍｇ以上600ｍｇ未満の摂取量が最も高く、次いで、
150ｍｇ以上300ｍｇの摂取量であった。
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図33　20歳以上の男性　コレステロール摂取量分布(n = 83)
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図34　20歳以上の女性　コレステロール摂取量分布(n = 89)

25
27

29

3
5

0

5

10

15

20

25

30

35

150mg未満 150以上300mg未満 300以上600mg未満 600以上750mg未満 750mg以上

人



表8）目標量（DG＝男性750mg未満　女性600mg未満）　をこえている人数／割合

男性（ｎ） 年齢区分 人数 割合

7 20～29歳 0 0.0%
11 30～39歳 0 0.0%
12 40～49歳 1 8.3%
15 50～59歳 2 13.3%
25 60～69歳 2 8.0%
13 70歳以上 0 0.0%

女性（ｎ） 年齢区分 人数 割合

9 20～29歳 0 0.0%
11 30～39歳 1 9.1%
9 40～49歳 2 22.2%

21 50～59歳 1 4.8%
26 60～69歳 1 3.8%
13 70歳以上 0 0.0%

＜参考資料＞

コレステロールの食事摂取基準（mg/日）

性別
年齢

      6～7（歳）
      8～9（歳）
  10～11（歳）
  12～14（歳）
  15～17（歳）
  18～29（歳）
  30～49（歳）
  50～69（歳）
  70以上（歳）

(参考：日本人の食事摂取基準　2010年版）

男性 女性
目標量（範囲） 目標量（範囲）

コレステロール平均値について平成14年度調査と平成23年度調査を比較（図35）すると、大き
く増加、または、減少している年代はない。
また、目標量を超える摂取量をしている人は少ない（表8）。

－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
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図35　コレステロール摂取量平均の状況
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９９９９．　．　．　．　亜鉛亜鉛亜鉛亜鉛

7歳以上の摂取量分布では、女性が6ｍｇ以上9ｍｇ未満に多く分布。

9ｍｇ以上12ｍｇ未満の摂取では、男性が31人（「図36」90人中）、女性が18人（「図37」98人中）
であった。一方、6ｍｇ未満の摂取では、女性が30人（「図37」98人中）であった。
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図36　7歳以上の男性　亜鉛摂取量分布(n = 90)
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図37　7歳以上の女性　亜鉛摂取量分布(n = 98)
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表9）推定平均必要量（EAR）に達していない人数／割合

男性(n) 区分 人数 割合 女性(n) 区分 人数 割合

3 15～19歳 2 66.7% 3 15～19歳 1 33.3%
7 20～29歳 4 57.1% 9 20～29歳 3 33.3%

11 30～39歳 5 45.5% 11 30～39歳 8 72.7%
12 40～49歳 6 50.0% 9 40～49歳 5 55.6%
15 50～59歳 10 66.7% 21 50～59歳 16 76.2%
25 60～69歳 16 64.0% 26 60～69歳 13 50.0%
13 70歳以上 6 46.2% 13 70歳以上 9 69.2%

表10）推奨量(RDA）　に達している人数／割合

男性(n) 区分 人数 割合 女性(n) 区分 人数 割合

3 15～19歳 1 33.3% 3 15～19歳 1 33.3%
7 20～29歳 3 42.9% 9 20～29歳 2 22.2%

11 30～39歳 2 18.2% 11 30～39歳 1 9.1%
12 40～49歳 1 8.3% 9 40～49歳 2 22.2%
15 50～59歳 5 33.3% 21 50～59歳 2 9.5%
25 60～69歳 4 16.0% 26 60～69歳 11 42.3%
13 70歳以上 4 30.8% 13 70歳以上 3 23.1%

＜参考資料＞

亜鉛の食事摂取基準（mg/日）

推定平均
必要量

推奨量 目安量
耐容

上限量
推定平均
必要量

推奨量 目安量
耐容

上限量

6 7 － － 6 7 － －

7 8 － － 7 8 － －

8 10 － － 8 10 － －

9 11 － － 8 9 － －

11 13 － － 7 9 － －

10 12 － 40 7 9 － 35

10 12 － 45 8 9 － 35

10 12 － 45 8 9 － 35

9 11 － 40 7 9 － 30

29

年齢

性別 男性 女性

亜鉛摂取量は各年代で推定平均必要量に達していない人の割合が高く（表9）、女性の50歳～59歳で
最も高い割合を示した。（76.2％）

      8～9（歳）

  10～11（歳）

  12～14（歳）

      6～7（歳）

  70以上（歳）

(参考：日本人の食事摂取基準　2010年版）

  15～17（歳）

  18～29（歳）

  30～49（歳）

  50～69（歳）
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10101010．．．．野菜野菜野菜野菜

20歳以上の摂取量の分布では、男女ともに350ｇ以上摂取量が最も高い。

男女ともに350ｇ以上の摂取量が高い（図38、図39）が、次いで、100ｇ以上250ｇ未満の摂取量で
あった。

図38　20歳以上の男性　野菜摂取量分布(n = 83)
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図39　20歳以上の女性　野菜摂取量分布(n = 89)
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11111111．．．．漬物漬物漬物漬物（（（（野菜野菜野菜野菜をををを使用使用使用使用したものしたものしたものしたもの））））

20歳以上の摂取量の分布では、男女ともに0～15ｇ未満が最も高い。

男女の分布から、0～10ｇ未満の摂取が最も高く、一方、50ｇ以上の過剰な摂取については男性15
人（「図40」83人中）、女性15人（「図41」89人中）であった。

図40　20歳以上の男性　漬物の摂取量分布(n = 83)
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図41　20歳以上の女性　漬物の摂取量分布(n = 89)
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12121212．．．．乳類乳類乳類乳類

全体の摂取量の分布では、50g以下の摂取量が男女ともに高い。

一方、200ｇ以上の摂取では男性19人（「図42」94人中）、女性31人（「図43」102人中）であった。
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図42　1歳以上の男性　乳類の摂取量分布(n = 94)
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図43　1歳以上の女性　乳類の摂取量分布(n =102 )
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第 3章 

 

生活習慣（喫煙、飲酒、朝食、睡眠、ストレス）の状況について 



１１１１．．．．喫煙喫煙喫煙喫煙のののの状況状況状況状況

喫煙について「現在喫煙している」と回答した人は、男性39.6％、女性で14.4％
　年代別にみると30歳代が41.7％と最も高い割合を示している。

喫煙（図44）について「現在喫煙している」と回答した人は全体で27.1％、3～4人に1人の割合で喫
煙習慣がみられている。年代別（図45）でみていくと30歳代が41.7％と最も高く、続いて50歳代
35.3％、40歳代34.8％と高い割合となっている。現在喫煙していると回答した人の喫煙年数（図
46）をみると15年以上が69人と最も多かった。
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図44　喫煙の状況（性別）
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図46　喫煙歴　（ｎ＝91）
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図45　喫煙の状況（年代別）
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図47　喫煙状況（全国との比較）
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２２２２．．．．飲酒習慣飲酒習慣飲酒習慣飲酒習慣のののの状況状況状況状況

飲酒について「現在飲酒の習慣あり」と回答した人は、男性50.0％、女性19.8％
　年代別にみると40歳代が54.5％と最も高い割合を示している。

飲酒について「現在飲酒の習慣あり」と回答した人は全体で34.8％、男女別でみていくと男性が
50.0％と高い割合となっている。年代別にみていくと、40歳代が54.5％と最も高く、続いて30歳代
37.5％、50歳代35.3％と高い割合となっている。現在「飲酒の習慣あり」と回答した人のアルコー
ル換算量をみると、30ｇ以上の多飲者が25人と最も多い人数となっている。(※一般的に適度なアル
コール量とは、20ｇ未満の摂取と言われている。)
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図48　飲酒習慣の状況（性別）
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図50　アルコール換算量　（ｎ＝63）
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図49　飲酒習慣の状況（年代別）
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図51　飲酒状況（全国との比較）
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※ただし、身体状況調査票に記載された飲酒量による換算



※ただし、概算アルコール量には、調味料等として使用したアルコールも含む。

36

1日当たりの概算アルコール量の分布では、アルコール量50ｇ以上（50ｇ＝日本酒換
算400ｍｌ相当）の摂取は男性で21人（「図52」83人中）であった。
※ただし、栄養摂取状況調査の調査日に摂取したアルコール量の概算

３３３３．．．．栄養摂取状況調査栄養摂取状況調査栄養摂取状況調査栄養摂取状況調査によるによるによるによる1111日日日日ののののアルコールアルコールアルコールアルコール摂取量摂取量摂取量摂取量

概算アルコール量の摂取量分布では、50ｇを超える人は男性に多い。

図52　概算アルコール量の摂取分布(男性n = 83)
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図53　概算アルコール量の摂取分布(女性n = 89)
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共立・大成 栃木・川西・中園 若佐・武士 富丘・朝富 西富 西中央

（ｇ）
1 7 3 4 5 13
6 0 3 0 5 3
1 1 0 0 2 2
0 0 0 0 1 0
2 0 0 0 0 0
0 1 0 1 2 1
0 0 0 0 1 0
0 0 0 1 0 0
3 3 3 0 2 2

13 12 9 6 18 21

北 宮前 永代・幸 東・知来・仁倉 浜佐呂間・幌岩 富武士・若里

（ｇ）
4 10 7 3 12 12
2 3 1 3 0 1
0 4 3 2 3 0
0 0 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0
0 0 1 1 0 1
0 0 0 0 0 0
1 1 1 0 0 5
1 1 0 3 3 3
8 19 14 12 18 22

※一般的に適度なアルコール量とは、20ｇ未満の摂取といわれる。

＜参考資料＞
　アルコール飲料に入っているアルコール量ｇ　（アルコール量）

ビール350ｍｌ（13.0ｇ）

発泡酒350ｍｌ（14.7ｇ）

焼酎乙類180ｍｌ（36.9ｇ）

日本酒180ｍｌ（22.1ｇ）

ワイン赤180ｍｌ（16.7ｇ）

37

調査数

20以上30未満
30以上40未満
40以上50未満

50以上

1未満
1以上5未満
5以上10未満
10以上20未満

40以上50未満
50以上
調査数

0

1未満
0

1以上5未満
5以上10未満

摂取区分

アルコール量の

表11）　地区別　概算アルコール量の摂取状況（人）

地区別の概算アルコール量の摂取状況（表11）から、40ｇ以上のアルコールを摂取す
る人は「富武士・若里」地区に多くみられた。
※ただし、栄養摂取状況調査の調査日に摂取したアルコール量の概算

10以上20未満
20以上30未満
30以上40未満



調査数 朝食欠食 朝食摂取 外食 特定給食

95 11.6% 85.3% 2.1% 1.1%

105 5.7% 95.2% 0.0% 0.0%

200 8.5% 90.0% 1.0% 0.5%
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表12）

４４４４．．．．朝食朝食朝食朝食のののの状況状況状況状況

　　朝食を欠食する人が多い年代は、30歳～39歳（「図54」26.1％）。
　一方、男女別では40歳～49歳の男性が多い（「図55」30.8％）。

性別

全体

男性

女性

図54　朝食の状況（年齢別　全体）
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図55　朝食の状況（年齢別　男性）
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図56　朝食の状況（年齢別　女性）
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５５５５．．．．睡眠睡眠睡眠睡眠のののの状況状況状況状況についてについてについてについて

睡眠で休養を十分とれているか（図57）について「あまりとれていない」と回答した人は
全体で11.9％、男性5.6％、女性17.9％で女性の方が割合が高い。
年代別（図58）にみていくと30歳代25.0％、40歳代16.7％、50歳代13.9％となっており、
働き盛り世代の中でも30歳代で割合が高い。

睡眠で休養がとれているかについて「あまりとれていない」と回答した人は男性
5.6％、女性17.9％で女性の方が割合が高い。年代別にみると30歳代で25％を超え
ている。
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図58　この1ヶ月、睡眠で十分休養がとれているか（年代別）

64.3

45.5

19.4

37.5

25.0

11.1

35.7

43.6

66.7

45.8

50.0

83.3

10.9

13.9

16.7

25.0

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

1とれている 2ある程度とれている 3あまりとれていない
ｎ＝（　）

（18）

（24）

（24）

（36）

（55)

（28)

※20歳以上

図57　この1ヶ月間、睡眠で十分休養がとれているか（性別）
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朝の目覚めについて（図59）「あまり良くない」と回答した人は全体で10.8％、男性
8.8％、女性12.8％であった。
年代別（図60）でみると20歳代22.2％、30歳代20.8％であったが、40歳代以降は割合が減
少している。
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６６６６．．．．朝朝朝朝のののの目覚目覚目覚目覚めめめめ

朝の目覚めが良いかについて「あまり良くない」と回答した人は男性8.8％、女性
12.8％と女性の方が割合が高い。年代別にみると20歳代～30歳代で20％を超えて
いる。

図59　この1ヶ月間、朝の目覚めが良いか（性別）
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図60　この1ヶ月間、朝の目覚めが良いか（年代別）
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７７７７．．．．睡眠時睡眠時睡眠時睡眠時のののの睡眠導入剤睡眠導入剤睡眠導入剤睡眠導入剤、、、、アルコールアルコールアルコールアルコールのののの飲用飲用飲用飲用についてについてについてについて

就寝前の睡眠導入剤の服用やアルコールの飲用について「毎日ある」と回答した
人は男性17.8％、女性10.8％と男性の方が割合が高い。年代別にみると70歳代で
20％を超えている。

睡眠導入剤の服用やアルコールの飲用が「毎日ある」と回答した人は全体で14.2％、男性
17.8％、女性10.8％と男性の方が割合が高めであった。
年代別でみると60歳代18.2％、70歳代21.4％と60歳代以降で割合が高くなっている。

図61　この1ヶ月間に就寝前の睡眠導入剤の服用やアルコールの
飲用があったか（性別）
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図62　この1ヶ月間就寝前の睡眠導入剤の内服やアルコールの
飲用があったか（年代別）
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８８８８．．．．ストレスストレスストレスストレスのののの状況状況状況状況についてについてについてについて

精神的なストレスについて「常に感じている」と回答した人は男性3.3%、女性
11.6％と女性の方が割合が高い。

ストレスについて「常に感じている」と回答した人は全体7.6％、男性3.3％、女性11.6％
となっており、女性の方が割合が高い。また、年代別にみていくと40歳代12.5％、50歳代
11.4％、20歳代11.1％で10％を超え、70歳代では回答する人はいなかった。

42

図64　この1ヶ月に精神的ストレスを抱えていると感じたか（年代別）
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図63　この１ヶ月間に精神的ストレスを抱えていると感じたか（性別）
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【第２次佐呂間町健康づくり行動計画】 
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